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は
じ
め
に

国
際
社
会
は
、
そ
の
経
済
と
政
治
の
そ
れ
ぞ
れ
と
両
者
の
関
係
で
変
化
し
て
い
る
。
一
方
に
お
い
て
、
経
済
お
よ
び
技
術
の
力
が
相

互
依
存
的
な
世
界
経
済
を
築
き
つ
つ
あ
り
、
そ
の
た
め
に
国
境
の
も
つ
意
味
は
著
し
く
減
ら
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
他
方
に
お
い
て
、

国
民
国
家
は
、
依
然
、
国
民
の
忠
誠
心
を
維
持
し
、
国
際
社
会
に
お
け
る
政
治
的
意
思
決
定
の
基
本
的
単
位
で
あ
る
。

政
治
は
経
済
活
動
の
枠
組
み
を
決
定
す
る
。
政
治
制
度
の
変
革
は
、
経
済
関
係
の
新
し
い
構
造
を
生
む
。
政
治
権
力
の
行
使
が
経
済

制
度
の
決
定
要
因
に
な
る
。
そ
れ
と
は
反
対
に
、
経
済
過
程
は
、
権
力
と
富
を
生
産
す
る
。
そ
う
い
っ
た
関
係
は
、
経
済
と
政
治
の
相

互
作
用
を
表
現
し
て
い
る
。

政
治
分
析
の
た
め
の
基
本
的
課
題
の
ひ
と
つ
は
、
特
定
社
会
集
団
が
政
府
活
動
を
決
定
す
る
社
会
構
造
と
政
治
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明

す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
個
別
的
な
視
点
か
ら
で
は
、「
国
益
」
や
「
国
家
理
性
」
の
よ
う
な
用
語
を
使
用
す
る
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
で
あ
ろ
う

K
rasner,1978:5

［

］。

国
家
を
め
ぐ
る
二
つ
の
分
析
課
題
が
あ
る
。
第
一
は
、
国
家
中
心
ア
プ
ロ
ー
チ

state-centered
approach

（

）
の
理
論
枠
組
み
で
は
、

国
家
は
自
律
性

autonom
y

（

）
あ
る
ア
ク
タ
ー
と
み
な
す
こ
と
で
あ
る
。
国
家
が
追
求
す
る
国
益
は
、
私
的
欲
望
の
総
計
で
置
き
換
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
家
は
、
国
家
の
政
策
決
定
者
が
継
続
的
な
目
標
を
追
求
す
る
国
益
を
証
明
し
、
国
内
外
に
あ
る
抑
制constraint

（

）

を
排
し
て
そ
の
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
。

第
二
は
、
自
由
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
し
て
、
国
家
中
心
的
な
理
論
の
有
効
性
を
主
張
す
る
こ
と
で
あ
る
。
自
由
主
義
と
マ
ル

ク
ス
主
義
は
、
国
家
を
私
的
ア
ク
タ
ー
の
「
小
間
使
い

handm
aiden

（

）」
と
み
な
す
。
し
か
し
、
国
家
中
心
的
な
理
論
は
、
公
（
国
家
）

と
私
（
社
会
）
を
前
者
の
優
位
に
見
な
し
て
後
者
と
の
明
確
な
区
別
を
示
す
。
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政
治
経
済
学
は
従
来
、
自
由
主

義
、
マ
ル
ク
ス
主
義
、
重
商
主
義
の

各
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
説
明
さ
れ
て
き

た
（
表
1
参
照
）。
自
由
主
義
は
、
政

治
と
経
済
を
相
対
的
に
分
離
可
能

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
立
的
な
活
動
領

域
と
見
な
す
。
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、

経
済
が
政
治
と
政
治
構
造
を
規
定
す

る
と
見
な
す
。
重
商
主
義
は
、
貿
易

収
支
と
、
剰
余
と
財
宝
（
通
貨
）
の

獲
得
へ
の
国
家
の
欲
望
と
結
合
す

る
。
も
ち
ろ
ん
、
現
在
の
重
商
主
義

は
、
一
七
世
紀
、
一
八
世
紀
の
重
商

主
義
と
は
区
別
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

国
家
は
、
い
つ
の
時
代
も
そ
の
国
益

に
経
済
面
を
追
従
さ
せ
る
。
こ
の
場

合
の
国
益
は
、
国
内
の
福
利
か
ら
国

際
的
安
全
保
障
に
ま
で
の
利
益
を
指

3――国際政治経済関係における重商主義論

重商主義マルクス主義自由主義モデル
指標事項

対立的対立的調和的経済関係

国家経済的諸階級世帯及び企業アクター

国益の極大化階級利益の極大化グローバルな成長の極
大化

経済活動の目標

政治が経済を決定する経済と政治を決定する経済が政治を決定する
べき

経済と政治の関係

権力分配による移行不均衡への傾向動態的均衡変動の形態

帝国主義的分配階級的関係正常な状態相互依存観

アナーキー状態世界経済システムの矛
盾

国際秩序・協調への期
待

国際社会観

セロ・サム・ゲーム先進国対途上国：ゼロ・
サム・ゲーム
先進国間：非ゼロ・サ
ム・ゲーム

非ゼロ・サム・ゲーム国際関係観

国益経済所有をめぐる支配
対被支配

市場経済行動規準

経済：先進国主導の経
済構造
政治：帝国主義・勢力
均衡・同盟、覇権国
のリーダーシップ、
パワー・ポリティク
ス、構造的強制装置

経済：南北経済格差解
消
政治：先進国間協調メ
カニズム

経済：自由貿易・グロー
バル経済
政治：国際協調システ
ム、集団的安全保障
体制、国際レジュー
ム

国際政治経済の安
定メカニズム

出典、ギルピン、1977：24を参考に修正・加筆

表１：政治経済学の３つの概念比較



す
。
そ
の
点
で
は
、
昔
も
今
も
変
わ
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

重
商
主
義

m
ercantilism

（

）
は
、
一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
、
近
代
主
権
国
家
の
樹
立
に
結
び
つ
く
思
想
で
あ
る
。
重
商

主
義
は
、
近
代
国
家
を
構
築
す
る
重
要
な
位
置
に
あ
る
国
家
建
設
者

nation-builder

（

）
の
世
界
観

w
orldview

（

）
で
あ
っ
た
。
彼
（
女
）

ら
に
と
っ
て
は
、
経
済
は
自
己
の
権
力
に
と
っ
て
の
基
礎
で
あ
る
。
重
商
主
義
者
は
、
国
際
経
済
を
協
調
分
野
と
相
互
利
益
よ
り
、
む

し
ろ
自
国
権
益
と
対
立
す
る
領
域
と
み
な
し
て
き
た
。
重
商
主
義
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、

実
際
に
は
、
重
商
主
義
に
傾
斜
す
る
心
情
は
常
に
外
国
と
の
経
済
競
争
の
激
化
で
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
心
情
に
は
不
安
感
が
根
底
に

あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
は
一
部
の
エ
リ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
即
座
の
利
益
を
求
め
る
労
働
組
合
や
実
業
界
に
も
、
そ
し
て
政
治
家
や
官

僚
に
も
継
続
し
て
い
る
。

重
商
主
義
者
に
よ
れ
ば
、
経
済
競
争
は
、
一
国
の
利
益
が
他
国
の
損
失
と
な
る
「
ゼ
ロ
・
サ
ム
・
ゲ
ー
ム

zero-sum
gam
e

（

）」
で
あ

る
。
国
家
は
、
経
済
利
益
を
常
に
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
る
国
は
蓄
積
し
た
物
質
的
な
富
を
他
国
に
対
す

る
軍
事
・
政
治
的
な
パ
ワ
ー
と
し
て
役
立
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

多
く
の
経
済
問
題
は
国
家
の
政
治
的
、
領
土
的
な
保
全
に
関
係
す
る
。
国
家
が
脅
威
に
あ
る
な
ら
、
現
代
世
界
で
は
、
通
常
、
経
済

分
野
で
の
外
交
政
策
は
、
政
治
的
、
領
土
的
な
保
全
に
関
連
す
る
の
で
、
様
々
な
野
望
の
間
で
取
引
（tradeoff

）
に
つ
い
て
の
複
雑

な
計
算
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る

K
rasner,1978:41

［

］。

重
商
主
義
は
、
国
益
確
保
を
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
政
策
決
定
者
の
選
択
が
国
益
と
呼
ば
れ
る
な
ら
、
そ
の
決
定
者

は
二
つ
の
関
心
事
に
直
面
す
る
。
第
一
は
社
会
の
全
体
利
益
で
あ
る
。
た
だ
、
決
定
者
は
、
あ
る
集
団
や
階
級
を
益
し
、
他
を
害
し
た

り
し
な
い
。
第
二
は
決
定
者
が
時
間
を
超
え
て
過
渡
的
な
管
理
を
維
持
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
現
在
の
米
国
の
指
導
者
は
、

外
交
政
策
目
標
、
資
源
の
供
給
先
と
商
品
の
需
要
先
の
安
全
保
障
、
そ
の
対
象
の
コ
ス
ト
に
関
心
を
寄
せ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
一
七
、

第31巻――4



一
八
世
紀
の
重
商
主
義
論
者
の
主
張
と
同
じ
で
あ
る

K
asner,1978:53

［

］。

重
商
主
義
は
、
と
く
に
ド
イ
ツ
の
歴
史
家
た
ち
か
ら
支
持
を
受
け
た
。
例
え
ば
、
一
九
世
紀
に
G
・
シ
ュ
モ
ラ
ー
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
に
共
感
し
て
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
重
商
主
義
は
、
と
く
に
国
家
建
設
の
シ
ス
テ
ム
に
と
っ
て
重
要
な
教
義
で
あ
っ
た
。
中
央
政
府

が
、
ま
ず
経
済
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め
、
国
内
に
あ
っ
た
、
様
々
な
障
壁
を
取
り
去
り
、
世
界
経
済
に
お
い
て
自
国
の
立
場
を
よ

り
良
く
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
。
こ
の
重
商
主
義
的
思
考
は
、
二
〇
世
紀
、
Ｊ
・
Ｍ
・
ケ
イ
ン
ズ
に
も
支
持
さ
れ
て
い
る
。
政
府
活
動

は
、
カ
ネ
の
国
内
ス
ト
ッ
ク
を
維
持
し
、
利
子
率
を
低
く
す
る
た
め
、
国
家
に
よ
る
規
制
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
現
代
で
は
、
一
七
世

紀
の
様
々
な
国
や
環
境
で
取
ら
れ
た
形
態
を
理
解
す
る
こ
と
よ
り
、
重
商
主
義
と
い
う
用
語
を
使
う
こ
と
な
く
、
国
家
の
果
た
す
役
割

が
大
き
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
た
だ
、
こ
の
意
味
だ
け
で
は
、
重
商
主
義
の
概
念
が
拡
が
り
す
ぎ
る
傾
向
が
あ
る
。

新
重
商
主
義
は
、
一
九
世
紀
末
に
登
場
し
た
保
護
貿
易
な
ど
の
国
家
の
経
済
干
渉
政
策
で
、
現
象
的
に
古
典
的
重
商
主
義
と
類
似
す

る
点
か
ら
呼
称
さ
れ
る
用
語
と
な
っ
て
い
る
。
古
典
的
重
商
主
義
が
原
始
的
蓄
積
政
策
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
新
重
商
主
義
の
ほ
う
は
、

二
〇
世
紀
の
独
占
資
本
の
政
策
で
あ
る
点
で
性
格
が
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
先
進
工
業
諸
国
が
採

用
し
た
経
済
成
長
政
策
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
重
商
主
義
は
、
古
代
、
近
代
、
現
代
と
時
代
を
異
に
し
て
も
共
通

点
と
し
て
、
国
家
が
経
済
を
管
理
す
る
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。

（
̍
）

重
商
主
義
者
は
、
貿
易
と
産
業
が
貴
金
属

bullion

（

）
の
蓄
積
、
国
家
の
艦
隊
と
訓
練
さ
れ
た
船
員
、
戦
略
的
投
資
の
安
全
な
方
法
、

強
力
な
武
器
生
産
を
最
優
先
し
た
、
一
九
世
紀
ま
で
の
西
欧
列
強
と
そ
の
属
国
を
通
じ
て
、
一
般
的
に
な
っ
た
国
家
と
経
済
の
関
係
シ

ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
重
商
主
義
は
、
英
国
や
オ
ラ
ン
ダ
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
よ
う
な
企
業
に
、
排
他
的
な
特
権
の
承
認
に
依
存
す
る
た

め
に
、
一
八
世
紀
か
ら
自
由
主
義
者
に
批
判
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
方
的
に
非
難
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
で
、
現
代
の
新
重
商
主

義
は
、
一
九
三
〇
年
代
と
一
九
七
〇
年
代
に
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
批
判
す
る
立
場
か
ら
の
呼
称
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

5――国際政治経済関係における重商主義論



重
商
主
義
は
次
の
三
段
階
を
た
ど
っ
て
き
た
。

①
一
八
世
紀
ま
で
の
重
商
主
義
が
貴
金
属
の
蓄
積
を
国
富
の
基
本
と
し
、
国
家
権
力
に
よ
る
産
業
保
護
、
輸
入
抑
制
・
輸
出
促
進
策

を
採
用
し
た
。

②
一
九
三
〇
年
代
の
世
界
恐
慌
を
起
因
と
す
る
保
護
主
義
、
近
隣
窮
乏
化

beggar-m
y-neighber

（

）
政
策
が
見
ら
れ
た
。

③
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
米
国
を
中
心
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
後
退
し
、
各
国
間
の
通
貨
、
通
商
を
め
ぐ
る
経
済
的
摩
擦
が
表

面
化
し
て
き
た
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
経
済
的
な
保
護
主
義
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台
頭
を
さ
す
。

②
と
③
の
現
代
の
新
重
商
主
義
は
経
済
成
長
の
低
下
、
長
期
不
況
、
失
業
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
国
際
収
支
赤
字
を
解
消
す
る
た

め
に
自
由
貿
易
主
義
を
放
棄
し
、
保
護
貿
易
主
義
を
と
る
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
①
と
②
の
歴
史
的
な

（
̎
）

事
象
を
解
説
す
る
こ
と
で
、
重
商
主
義
の
概
念
を
確
認
し
た
う
え
で
、
③
の
考
察
に
重
点
を
お
き
、
現
在
の
事
情
を
論
じ
て
お
き
た
い
。

第
一
章

重
商
主
義
と
は
何
か
？

一

古
典
的
重
商
主
義
と
概
念
整
理

「
重
商
主
義
シ
ス
テ
ム

m
ercantilistsystem

（

）」
と
い
う
用
語
は
、
一
八
世
紀
、
フ
ラ
ン
ス
の
ミ
ラ
ボ
ー
が
使
用
し
た
、
と
さ
れ
る
。

一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
、
重
商
主
義
者
は
、
自
ら
を
重
商
主
義
者
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
Ａ
・
ス
ミ
ス
が
富
の
源
泉
と
し

て
価
値
あ
る
金
属
に
と
り
つ
か
れ
た
重
商
主
義
的
な
シ
ス
テ
ム
を
、『
諸
国
民
の
富
』（
一
七
七
六
）
の
中
で
批
判
す
る
ま
で
、
そ
の
用
語

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
言
わ
れ
る
。
彼
の
批
判
は
、
重
商
主
義
の
見
解
か
ら
派
生
す
る
、
商
業
政
策
に
限
定
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
後
の
経
済
自
由
主
義
者
は
、
自
分
た
ち
が
認
め
な
い
、
政
府
の
市
場
介
入
を
含
む
、
重
商
主
義
の
概
念
を
批
判
的
な

意
味
で
普
及
さ
せ
て
き
た
。
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一
八
世
紀
ま
で
の
古
典
的
重
商
主
義
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
T
h
・
マ
ン
は
、
自
著
『
外
国
貿
易
に
よ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
財
宝
』

（
一
六
六
四
）
に
お
い
て
、
重
商
主
義
理
論
を
発
表
し
た
。「
富
と
財
を
増
す
最
上
手
段
は
対
外
貿
易
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

私
た
ち
は
こ
の
ル
ー
ル
を
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
が
外
国
製
品
を
消
費
す
る
よ
り
、
外
国
人
に
よ
り
多
く

の
自
国
製
品
を
売
り
込
む
こ
と
だ
」。
金
な
ど
の
貴
金
属
や
財
宝
が
世
界
で
は
有
限
で
あ
る
の
で
、
経
済
活
動
は
あ
る
国
の
利
益
を
得

て
、
別
の
国
の
損
失
と
な
り
、
経
済
（
政
治
、
国
際
）
紛
争
に
必
然
的
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
重
商
主
義
者
は
、
国
益
が
対
立
す
る
と
信

じ
る
よ
う
に
、
国
内
の
公
益
と
私
益
の
間
で
も
不
調
和
が
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
。
重
商
主
義
思
想
の
前
提
で
は
、
国
家
と
個
人
に
よ

る
利
益
追
求
と
、
そ
の
た
め
の
経
済
生
活
を
秩
序
づ
け
る
規
制

regulation

（

）
が
必
要
と
さ
れ
る
。
重
商
主
義
の
目
標
は
、
国
家
の
権

力
と
繁
栄
を
不
可
分
と
す
る
。

一
九
世
紀
、
ド
イ
ツ
の
Ｆ
・
リ
ス
ト
と
歴
史
学
派
の
政
治
経
済
学
は
重
商
主
義
を
支
持
し
た
。
彼
ら
は
、
政
府
に
よ
る
積
極
的
な
経

（
̏
）

済
管
理
が
国
民
形
成
と
国
家
建
設
に
と
っ
て
本
質
的
な
手
段
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。
重
商
主
義
シ
ス
テ
ム
は
、
中
央
集
権
的
行
政
と

常
備
軍
を
も
つ
近
代
国
家
の
枠
組
み
を
建
設
し
た
。
重
商
主
義
政
策
は
、
国
ご
と
に
多
様
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
共
通
す
る
、
原
則
的

な
目
的
で
は
一
致
し
て
い
た
。
主
権
の
権
限
拡
張
と
臣
民
（
あ
る
い
は
国
民
）
の
福
利

w
ell-being

（

）
を
最
大
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
重
商
主
義
の
権
力
と
富
の
も
と
と
同
じ
目
的
を
意
味
す
る
。

商
業
関
係
で
は
、「
現
実
主
義
的
」
論
理
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
論
理
は
対
外
貿
易
に
対
す
る
保
護
主
義
的
態
度
を
導
い
た
。
し
た

が
っ
て
、
例
え
ば
、
Ｊ
・
Ｊ
・
ベ
ッ
カ
ー
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
た
。「
他
国
か
ら
商
品
を
買
う
よ
り
、
他
国
に
商
品
を
売
る
ほ
う
が

常
に
良
い
。
な
ぜ
な
ら
、
販
売
は
あ
る
利
益
を
も
た
ら
す
が
、
購
買
は
必
ず
損
を
す
る
か
ら
だ
」
と
、
さ
き
に
引
用
し
た
マ
ン
と
同
じ

論
理
を
展
開
し
た
。
政
府
は
、
外
国
か
ら
の
商
品
の
購
入
を
禁
じ
、
そ
し
て
自
国
製
品
の
輸
出
を
促
進
し
よ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
、
輸

出
促
進
は
、
自
国
民
の
雇
用
に
は
良
い
実
践
と
な
る
。
外
国
貿
易
は
、
歳
入
増
を
め
ざ
し
、
そ
の
王
室
の
支
配
を
通
じ
て
厳
し
く
統
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制
・
管
理
さ
れ
て
い
た
。
重
商
主
義
者
は
、
輸
出
入
に
際
し
て
、
購
入
を
制
限
す
る
。
優
位
に
あ
る
国
は
、
い
わ
ゆ
る
二
国
間
主
義
を

強
要
す
る
。

一
九
世
紀
初
め
ま
で
に
、
正
当
な
貿
易
と
略
奪
の
間
に
ち
が
い
が
な
い
と
す
る
現
実
を
正
当
化
で
き
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
Ｄ
・

リ
カ
ー
ド
の
「
比
較
優
位
」
は
、
ゼ
ロ
・
サ
ム
の
関
係
と
す
る
政
治
経
済
的
な
概
念
を
否
定
し
た
。
帝
国
主
義
と
資
本
主
義
の
展
開
は
、

次
第
に
複
雑
な
国
際
的
分
業
と
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
を
導
い
て
き
た
。
重
商
主
義
に
反
対
す
る
自
由
主
義
か
ら
の
挑
戦
は
、
経
済
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
よ
り
、
相
対
的
に
開
か
れ
た
対
外
貿
易
の
有
利
さ
に
も
と
づ
い
て
、
表
向
き
で
は
、
成
功
し
、
そ
の
後
、
実
践
的
、
知
的
な

根
拠
に
ま
で
発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
国
際
社
会
が
主
権
国
家
で
構
成
す
る
現
実
は
、
か
え
っ
て
個
々
の
国
家
間
の
事
実
上
の
対
等

な
関
係
に
な
い
が
ゆ
え
に
、
多
く
の
重
商
主
義
政
策
の
復
活
を
保
証
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

自
ら
の
政
治
経
済
共
同
体
の
利
益
と
福
利
の
保
護
と
い
う
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
目
的
は
、
必
ず
し
も
重
商
主
義
の
権
力
と
富
の

捉
え
方
と
同
じ
で
は
な
い
が
、
こ
の
目
的
を
遂
行
す
る
際
に
使
わ
れ
た
手
段
は
し
ば
し
ば
類
似
す
る
。
Ｊ
・
フ
ィ
ヒ
テ
は
、『
封
鎖
商

業
国
家
』（
一
八
〇
〇
）
に
お
い
て
、
自
給
自
足
で
き
る
国
民
に
立
脚
す
る
共
同
体
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
は
ず
、
と
論
じ
た
。
こ
れ
ら
は

自
国
内
だ
け
で
調
達
で
き
る
生
産
、
投
資
、
雇
用
、
そ
し
て
対
外
貿
易
の
禁
止
の
計
画
が
含
ま
れ
て
い
た
。
い
わ
ば
、
そ
れ
は
一
種
の

「
鎖
国
状
態
」
で
あ
る
。
国
家
が
資
源
と
財
産
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
で
は
様
々
で
あ
る
が
、
国
民
国
家
と
い
う
政
治
経
済
共
同
体

の
成
功
は
国
民
が
「
国
家
が
自
己
の
支
配
で
き
る
最
前
線

nationalfrontier
（

）」
に
到
達
す
る
ま
で
軍
事
的
な
膨
張
を
要
す
る
。
こ
の

こ
と
は
、
貿
易
か
戦
争
か
の
い
ず
れ
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
も
、
両
者
と
も
必
要
で
あ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
の
場
合
は
攻
撃
的
な
経
済
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
典
型
で
あ
っ
た

H
orne,1986:335-336;M

aY
all,2001:

［

535-540

］。

重
商
主
義
は
、
一
方
で
封
建
制
の
崩
壊
か
ら
分
立
主
義

particularism

（

）
か
ら
離
れ
て
、
そ
し
て
他
方
で
中
世
欧
州
の
普
遍
主
義
か

ら
離
れ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
社
会
構
想
と
し
て
、
近
代
国
家
の
統
一
的
シ
ス
テ
ム
の
思
想
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
モ
ラ
ー
の
言
葉
で
は
、
重
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商
主
義
政
策

m
ercantilistpolicy

（

）
は
、
国
家
と
国
民
の
政
策
を
代
用
す
る
こ
と
で
、
ロ
ー
カ
ル
や
地
方
的

provincial

（

）
な
経
済
政

策
に
代
わ
っ
て
、
国
家
と
そ
の
制
度
と
同
様
、
社
会
と
そ
の
組
織
化
で
あ
っ
た

Eells,1972:91

［

］。
そ
の
意
味
で
は
、
重
商
主
義
は
近

代
化
の
推
進
力
で
あ
っ
た
。

重
商
主
義
は
、
あ
る
政
治
状
態
、
と
く
に
国
民
国
家
の
勃
興
と
そ
の
統
合
・
強
化
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
国
民
国
家
は
、
神
聖
ロ
ー

マ
帝
国
の
崩
壊
の
中
で
成
長
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
国
家
は
、
領
域
と
影
響
力
で
は
制
限
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
国
家
は
自
国
境
内

の
主
権
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
国
家
が
主
権
を
有
す
る
と
す
ぐ
に
、
国
家
は
重
商
主
義
政
策
の
中
心
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
主
権

国
家
の
出
現
は
、
一
部
重
商
主
義
に
基
づ
い
て
い
た
。
そ
れ
は
、
国
家
の
利
益
に
お
い
て
、
中
世
の
普
遍
主
義
の
遺
産
、
つ
ま
り
神
聖

ロ
ー
マ
帝
国
と
い
う
外
部
に
対
し
て
、
そ
し
て
局
地
的
な
封
建
勢
力
と
い
う
内
部
に
対
し
て
向
け
る
「
革
新
的
な
も
の
」
で
あ
っ
た
。

国
家
の
優
越
性
の
提
案
者
に
は
、
国
家
権
力

state
pow
er

（

）
に
対
す
る
内
外
の
脅
威
へ
の
対
処
が
目
前
の
課
題
で
あ
っ
た
。
重
商
主

義
は
、
近
代
初
期
で
は
、
国
家
を
超
え
た
普
遍
主
義
と
国
家
内
の
分
立
主
義
を
克
服
し
て
い
っ
た
。

重
商
主
義
政
策
は
、
画
一
的
な
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
経
済
領
域
で
は
、
国
家
目
的
の
決
定
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
的
は
、
す
べ
て
の
経
済

活
動
を
、
国
民
国
家
に
と
っ
て
必
要
条
件
を
追
求
し
た

Eells,1972:91-97

［

］。

近
代
初
期
の
欧
州
は
資
本
主
義
を
膨
張
さ
せ
た
。
資
本
主
義
は
、
政
治
的
源
泉
と
し
て
、
国
家
介
入
に
依
存
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

そ
の
後
も
国
家
は
、
経
済
成
長
の
牽
引
役
の
地
位
を
担
っ
て
き
た

K
ahler,1987:291-293

［

］。

国
家
は
初
期
資
本
主
義
の
統
制
を
繰
り
返
し
、
そ
し
て
国
際
市
場
に
介
入
し
、
自
己
に
都
合
よ
い
国
際
環
境
づ
く
り
に
尽
く
し
て
き

た
。
重
商
主
義
は
、
国
際
政
治
経
済
を
組
織
す
る
単
位
と
し
て
、
ま
た
現
代
の
新
重
商
主
義

neo-m
ercantilism

（

）
と
し
て
、
経
済
自

由
主
義
に
対
す
る
挑
戦
者
の
ま
ま
で
あ
る
。
欧
州
内
で
の
重
商
主
義
で
は
近
代
と
現
代
と
で
、
市
場
と
国
家
と
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。

重
商
主
義
は
、
国
内
外
の
経
済
的
取
引
が
権
力
と
地
位
の
目
的
、
す
な
わ
ち
、
ハ
イ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
目
標
に
有
用
で
あ
る
。
こ
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れ
ら
の
目
標
の
遂
行
で
は
、
ゼ
ロ
・
サ
ム
の
対
立
と
い
う
静
態
的
現
象
と
見
な
さ
れ
る
。
国
家
の
対
外
経
済
政
策
は
、
輸
入
削
減
と
輸

出
促
進
を
力
説
し
て
き
た
。
国
民
の
た
め
に
国
際
サ
ー
ビ
ス
（
例
、
海
運
業
）
の
最
大
限
可
能
な
シ
ュ
ア
を
獲
得
し
、
そ
し
て
国
家
の
経

済
安
全
保
障
の
た
め
、
原
材
料
の
供
給
を
保
障
す
る

K
ahler,1987:291-293

［

］。

重
商
主
義
の
目
的
か
ら
三
つ
点
が
選
び
出
さ
れ
る
。

①
あ
る
国
家
が
他
国
家
を
圧
倒
す
る
こ
と
で
の
み
自
国
の
繁
栄
が
か
な
う
信
念
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
家
は
、
戦
争
が
勃
発
す
れ

ば
常
に
勝
利
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
然
、
政
府
は
戦
費
を
必
要
と
す
る
。
と
く
に
租
税
は
、
財
政
上
の
借
方
勘
定
を
黒
字
に

し
て
お
く
考
え
方
が
あ
る
。

②
金
や
銀
な
ど
の
貴
金
属
に
特
化
し
た
財
宝
の
蓄
積
に
勤
し
む
と
い
う
信
念
で
あ
る
。
後
年
に
は
、
貿
易
上
で
の
黒
字
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。

③
「
ゼ
ロ
・
サ
ム
・
ゲ
ー
ム
」
の
発
想
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
交
換
に
お
い
て
も
、
一
方
が
得
す
る
と
他
方
が
損
を
す
る
、
と
い
う

発
想
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
輸
出
助
成
金
と
輸
入
禁
止
・
高
関
税
と
い
う
保
護
貿
易
政
策
、
貴
金
属
と
植
民
地
の
獲
得
競
争
、
重
商
主
義
政
策
か
ら

派
生
す
る
戦
争
な
ど
が
背
景
に
あ
る
。
実
際
、
重
商
主
義
は
一
六
四
八
年
の
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
調
印
後
に
発
展
し
た
欧
州
の
パ

ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
経
済
的
な
側
面
と
見
な
さ
れ
る
。

重
商
主
義
の
世
界
観
は
、
国
家
間
の
金
融
と
商
業
の
関
係
に
お
い
て
、
支
配
的
な
優
位
を
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
先

入
観
を
導
く
こ
と
と
な
っ
た
。
剰
余
金

surplus

（
＝
黒
字

）
は
、
財
政
分
野
で
は
、
最
重
要
視
さ
れ
る
。
富
が
金
貯
蔵
に
象
徴
さ
れ
る

の
で
、
財
政
上
の
貸
方
勘
定
の
増
加
は
貧
困
化
を
意
味
す
る
。
貴
金
属
の
貯
蔵
は
、
戦
争
で
戦
費
や
傭
兵
に
支
払
う
費
用
に
使
用
さ
れ

た
。
同
時
に
剰
余
金
を
追
求
す
る
論
理
は
、
問
題
が
あ
る
と
は
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
。
重
商
主
義
に
は
、
つ
ま
り
ゼ
ロ
・
サ
ム
の
世
界
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で
は
、
勝
者
と
敗
者
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
原
則
的
に
、
金
の
獲
得
は
、
例
え
ば
領
土
獲
得
や
海
賊
行
為
で
あ
ろ
う
が
、

自
国
の
優
位
を
保
持
す
る
成
果
を
示
す
の
で
あ
っ
た
。

Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
重
商
主
義
の
発
展
事
例
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
求
め
て
い
る

W
eber,1972:819

［

］。
英
国
は
、
初
め
か
ら
自
由

主
義
経
済
を
発
展
さ
せ
て
き
た
国
で
は
な
い
。
英
国
は
、
議
会
主
義
の
も
と
で
、
重
商
主
義
を
発
展
さ
せ
資
本
主
義
を
成
長
さ
せ
た
。

次
に
、
重
商
主
義
を
英
国
の
歴
史
か
ら
み
て
お
こ
う
。

二

国
家
指
導
（
型
）
資
本
主
義
：
英
国
の
場
合

一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
の
英
国
の
議
会
重
商
主
義

parliam
entary

m
ercantilism

（

）
は
、
古
典
的
重
商
主
義
か
ら
現
代

的
重
商
主
義
へ
の
過
渡
期
に
見
ら
れ
た
政
治
経
済
形
態
で
あ
っ
た
。
国
家
は
、
産
業
資
本
主
義
の
初
期
段
階
に
お
い
て
、
重
商
主
義
政

策
を
実
行
す
る
中
で
、
初
期
資
本
主
義
の
発
展
を
促
し
た
。

（
一
）
産
業
部
門
へ
の
国
家
の
影
響

貿
易
差
額
主
義
の
場
合
、
特
権
大
商
人
の
独
占
を
保
護
し
、
産
業
資
本
の
発
達
を
阻
止
す
る
絶
対
主
義
の
重
商
主
義
と
、
市
民
革
命

後
ま
だ
未
成
熟
な
産
業
資
本
を
保
護
す
る
重
商
主
義
と
が
区
別
さ
れ
る
。
後
者
は
英
国
で
は
「
議
会
（
自
由
主
義
）
重
商
主
義

parliam
entary

colbertism

（

、
英
国
流
の
コ
ル
ベ
チ
ス
ムcolbertism

e

）」
と
も
言
わ
れ
る
。

近
代
国
家
の
重
商
主
義
政
策
は
、
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
お
い
て
、
定
着
し
て
い
っ
た
。
重
商
主
義
は
同
時
代
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
単
位
か
ら
な
る
構
成
体
、
つ
ま
り
近
代
的
な
「
国
家
建
設
」、
そ
し
て
国
民
国
家
を
単
位
と
す
る
経
済
形
成
で
あ
っ
た

W
eiss
and

［

H
obson,1995:74

］。
重
商
主
義
は
、
政
治
空
間
に
あ
る
分
断
さ
れ
た
単
位
を
統
合
す
る
の
で
、
国
家
を
中
心
ア
ク
タ
ー
と
し
て
必
要
と

す
る
。
中
央
集
権
体
制
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
れ
は
国
家
歳
入
を
統
一
さ
せ
た
。
重
商
主
義
は
ま
た
、
国
家
が
経
済
的
、
軍
事
的
な
基

11――国際政治経済関係における重商主義論



礎
を
強
化
す
る
の
で
、
国
家
の
方
針
と
な
っ
た
。
国
家
は
、
国
家
権
力
の
維
持
の
た
め
に
、
富
を
産
み
だ
す
経
済
を
重
視
し
始
め
た

H
intze,1975:ch.11

［

］。
こ
れ
は
、
国
家
指
導
者
と
資
本
家
階
級
と
の
協
力
関
係
を
創
り
出
し
た
。

こ
の
協
力
関
係
は
様
々
な
方
法
で
達
成
さ
れ
た
。
第
一
に
、
輸
入
関
税
（
同
様
に
輸
出
関
税
）
は
、
国
内
生
産
を
刺
激
す
る
た
め
に
、

外
国
製
品
と
原
材
料
の
輸
入
製
品
か
ら
取
り
立
て
ら
れ
た
。
そ
れ
は
軍
事
へ
の
経
済
基
盤
に
貢
献
す
る
。
第
二
に
、
輸
入
関
税
は
貿
易

上
の
均
衡
を
保
つ
の
に
貢
献
し
た
。
そ
こ
に
は
、
財
政
危
機
に
直
面
し
て
国
家
の
財
政
上
に
は
不
可
欠
な
補
充
手
段
が
存
在
し
た
。
さ

ら
に
、
国
家
に
よ
る
蓄
積
金
の
準
備
は
、
債
権
者
へ
の
信
頼
で
は
重
要
な
保
証
措
置
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
戦
争
公
債
の
返
済
の
裏
づ
け

に
も
な
っ
た
。

重
商
主
義
は
単
純
な
市
場
促
進
戦
略
で
は
な
い
。
第
一
に
、
関
税
は
、
輸
入
商
品
に
税
を
課
す
こ
と
で
財
源
の
糧
と
な
っ
た
。
大
規

模
な
貿
易
で
あ
れ
ば
、
関
税
は
財
政
を
よ
り
豊
か
に
す
る
。
一
八
世
紀
、
一
九
世
紀
の
欧
州
諸
国
の
歳
入
で
は
、
関
税
と
物
品
税
が
全

歳
入
の
大
き
な
部
分
を
占
め
た

M
ann,1993:382

［

］。
近
代
初
期
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
重
商
主
義
者
の
コ
ル
ベ
ー
ル
が
述
べ
る
よ
う
に
、

「
貿
易
は
財
政
の
源
で
あ
り
、
財
政
は
戦
争
の
不
可
欠
な
神
経

vitalnerve

（

）」
で
あ
っ
た

W
eiss
and
H
obson,1995:74

［

］。

し
た
が
っ
て
、
重
商
主
義
は
、
財
政
・
軍
事
力
、
そ
し
て
経
済
力
を
強
め
る
た
め
に
、
国
家
が
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
国
力
を
集
合
的
に
発
揮
さ
せ
て
財
源
を
確
保
し
た
。
い
わ
ば
、
重
商
主
義
者
は
対
外
的
に
「
ゼ
ロ
・
サ
ム
・
ゲ
ー
ム
」
を
演

じ
た
が
、
財
源
を
自
国
の
策
略
で
自
国
を
豊
か
に
す
る
意
味
で
、
国
内
で
は
「
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
サ
ム
・
ゲ
ー
ム

positive-sum
gam
e

（

）」

と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
。
そ
の
実
行
手
法
が
資
本
家
と
の
交
渉
で
部
分
的
に
実
行
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
国
民
国
家
の
完
成
は
、
国
家

の
権
力
と
国
民
の
市
場
の
両
方
を
発
展
さ
せ
た
。

一
国
単
位
の
経
済
形
成
と
重
商
主
義
の
関
係
は
、
市
場
の
不
安
定
と
な
る
無
計
画
な
市
場
の
影
響

unplanned
m
arketinfluence

（

）、

そ
し
て
部
分
的
だ
が
、
市
場
促
進
型
戦
略

m
arket-prom

oting
strategy

（

）
の
間
の
相
克
で
も
あ
っ
た

W
eiss
and
H
obson,1995:75

［

］。
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私
た
ち
は
、
古
典
的
重
商
主
義
か
ら
新
重
商
主
義
へ
の
移
行
す
る
過
程
で
、
産
業
化
を
政
治
・
軍
事
と
の
関
係
で
捉
え
る
必
要
が
あ

る
W
eiss
and
H
obson,1995:95

［

］。
そ
れ
は
資
本
主
義
の
成
立
と
戦
争
の
関
係
が
大
切
で
あ
る
。「
戦
争
は
、
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
の

勃
興
、
特
に
産
業
化
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
」cf.M

ann,1993:495-499

［

］。
し
か
し
、
一
八
世
紀
と
一
九
世
紀
の
国
家
は

産
業
資
本
主
義
へ
の
様
々
な
働
き
か
け
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
三
つ
の
関
係
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

（
二
）
産
業
資
本
主
義
へ
の
道

第
一
の
関
係
は
、
ま
ず
計
画
の
立
た
な
い
市
場
の
影
響
、
次
に
雇
用
や
需
要
の
代
替
措
置
と
し
て
の
戦
争
で
あ
る
。
一
八
世
紀
の
英

国
は
低
雇
用
の
苦
境
に
あ
っ
た

A
nderson,1972:18

［

］。
そ
れ
に
も
か
わ
わ
ら
ず
、
一
八
世
紀
当
時
の
国
家
は
、
予
想
外
の
出
費
を
常

に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
国
家
は
一
六
八
八
年
か
ら
一
八
一
五
年
ま
で
戦
争
で
莫
大
な
費
用
を
要
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ

の
費
用
は
支
出
だ
け
で
な
く
、
あ
る
種
の
投
資
の
機
能
も
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。

需
要
は
政
府
介
入
な
し
に
図
れ
な
か
っ
た
。
政
府
は
、
軍
事
用
の
武
器
注
文
を
通
じ
て
、
鉄
産
業
を
刺
激
し
た

A
nderson,1972:

［

13-16,18

］。
だ
か
ら
、
需
要
の
創
出
と
い
う
、
別
の
経
済
効
果
も
も
た
ら
し
た
。
一
八
世
紀
、
軍
事
支
出
が
雇
用
や
産
業
化
へ
の
経
済

効
果
を
も
た
ら
し
た
。
例
え
ば
、
農
産
物
の
増
産
は
軍
隊
を
養
う
に
は
必
要
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
軍
隊
は
失
業
者
を
吸
収
し
た
。
つ

ま
り
、
国
家
に
よ
る
軍
事
的
な
投
資
は
、
農
業
増
産
や
、
低
雇
用
経
済
と
景
気
不
振
へ
の
対
策
と
し
て
生
産
と
需
要
を
向
上
さ
せ
た
。

一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
ま
で
の
英
国
で
の
産
業
化
は
、
鉄
と
木
綿
の
製
造
業
の
発
展
を
中
心
と
し
た
。
産
業
の
発
展
は
技
術

的
革
新
を
促
し
た
。
こ
の
発
明
は
、
生
産
者
が
戦
争
目
的
の
た
め
、
鉄
生
産
を
増
加
さ
せ
る
の
で
、
戦
争
が
産
業
・
技
術
の
発
達
を
刺

激
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
の
産
業
化
は
木
綿
業
で
あ
っ
た
。
戦
争
は
衣
類
需
要
を
起
こ
し
、
木
綿
製
造
の
発
展
を
刺
激
し

た
。第

二
の
関
係
は
、
国
家
、
戦
争
、
そ
し
て
「
青
（
大
）
海
原
戦
略

blue-w
ater

strategy

（

）」
で
あ
る

W
eiss
and
H
obson,1995:

［
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］。
英
国
の
地
政
学
的
位
置
は
強
力
な
海
軍
を
創
設
さ
せ
た
。
英
国
は
、「
青
（
大
）
海
原
戦
略
」
が
自
国
を
外
国
軍
の
侵
入
か
ら
防

衛
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
以
上
、
海
外
進
出
と
い
う
効
果
を
生
み
出
し
た
。
国
家
は
、
戦
争
を
実
施
す
る
な
ら
、
貿
易
と
船
舶
に
注
目

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貿
易
は
よ
り
大
き
な
税
収
入
（
特
に
関
税
を
通
じ
て
）
を
可
能
に
し
た
。

英
国
海
軍
は
、
政
府
を
介
し
て
、
英
国
の
造
船
業
を
支
援
し
た
。
こ
れ
は
、
石
炭
鉱
山
業
、
建
設
業
、
化
学
業
を
育
成
し
、
そ
し
て

工
業
技
術
を
刺
激
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
種
多
様
な
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
た
。
海
軍
は
、
英
国
の
商
業
活
動
、
と
く
に
植
民
地

交
易
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
航
海
上
の
安
全
を
保
護
す
る
際
、
そ
し
て
英
国
の
海
岸
線
を
防
衛
す
る
際
、
そ
れ
に
大
陸
の
封
鎖
に
直

面
し
た
際
、
貿
易
交
通
路
を
死
守
す
る
際
に
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、「
国
力
と
利
益
」
を
目
的
と
す
る
重
商
主
義
政

策
の
基
礎
を
な
し
た
。
海
軍
と
経
済
が
手
を
取
り
合
っ
た
。
さ
ら
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
金
融
街
の
シ
テ
ィ

City

（

）
が
資
金
面
で
貿
易
と

経
済
を
保
障
す
る
こ
と
も
な
っ
た
。
こ
の
関
係
は
産
業
発
展
に
は
効
果
的
で
あ
っ
た
。

第
三
の
関
係
は
、
経
済
発
展
の
た
め
の
関
税
保
護
主
義

tariffprotectionism

（

）
で
あ
る
。
英
国
は
、
一
八
四
六
年
以
降
、
ほ
ぼ
完

全
な
自
由
貿
易
に
転
換
し
た
、
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
英
国
が
産
業
発
展
と
と
も
に
、
自
由
貿
易
を
実
践
し
て
き
た
と
す
る

説
明
は
、
正
確
で
は
な
い
。
英
国
の
産
業
発
展
段
階
を
通
じ
て
課
さ
れ
た
関
税
は
、
一
六
八
八
‐
一
七
九
五
年
ま
で
二
七
%
、
一
七
九

六
‐
一
八
四
六
年
ま
で
四
〇
%
、
一
八
八
五
‐
一
九
一
三
年
ま
で
六
%
、
一
九
一
三
年
五
%
と
、
き
わ
め
て
高
く
、
か
つ
長
期
に
渡
っ

て
い
た

W
eiss
and
H
obson,1995:123,125-13

［

0

］。
一
六
八
八
年
か
ら
一
九
三
〇
年
代
ま
で
、
英
国
が
高
関
税
政
策
を
採
用
し
て
い
た
。

一
七
九
六
年
か
ら
一
八
四
六
年
ま
で
特
に
高
い
保
護
関
税
が
課
さ
れ
て
い
た
。
一
九
世
紀
と
二
〇
世
紀
の
他
の
高
関
税
国
と
比
較
す
る

と
、
こ
れ
ら
の
数
字
は
き
わ
だ
っ
て
い
る
。
一
九
世
紀
初
め
ま
で
、
英
国
は
、「
議
会
主
義
の
コ
ル
ベ
ー
ル
リ
ズ
ム

parliam
entary

（

Colbertism

）」
と
い
う
重
商
主
義
政
策
を
実
施
し
た
。

当
時
、
そ
の
よ
う
な
高
関
税
を
取
り
立
て
る
動
機
は
何
で
あ
っ
た
の
か
？
財
政
・
軍
事
の
事
情
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
六
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八
八
年
以
降
、
連
続
し
た
戦
争
は
、
英
国
（
フ
ラ
ン
ス
も
同
様
）
に
新
し
い
歳
入
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
英
国
の
解
決

策
は
間
接
税
を
増
や
す
こ
と
に
あ
っ
た
。

こ
の
関
税
措
置
は
国
内
の
製
造
業
者
が
不
利
益
を
被
っ
た
。
そ
し
て
、
英
国
の
商
品
は
世
界
市
場
で
の
占
有
率
を
減
ら
す
こ
と
に
も

な
っ
た
。
政
府
は
、
生
産
者
の
不
満
の
対
策
と
し
て
、
悪
影
響
を
被
っ
た
産
業
に
は
補
償
措
置
を
採
用
し
た
。
あ
る
程
度
の
産
業
保
護

は
、
関
税
収
入
に
よ
り
歳
入
を
増
や
す
と
は
い
え
、
そ
の
た
め
の
副
作
用
に
も
対
処
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
世
紀
後
半
ま
で
、
英
国
産
業
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
保
護
を
要
し
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
政
府
は
戦
費
調
達
の
た
め
歳
入
を
増
や

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
歳
入
増
加
（
＝
関
税
維
持
＝
戦
費
調
達
）
は
自
由
貿
易
に
向
け
た
転
換
を
そ
う
容
易
に
は
で
き
な
か
っ

た
。
戦
争
が
終
了
し
て
も
、
関
税
は
高
止
ま
り
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
金
融
業
者
は
戦
争
中
、
資
金
を
貸
与
し
た
。
戦
後
、
政
府
は
、
金

融
業
者
の
返
済
の
た
め
、
財
政
確
保
を
強
い
ら
れ
た
。
関
税
が
一
八
一
五
年
以
後
、
増
加
す
る
根
拠
は
、
政
府
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
終

了
後
、
所
得
税
を
廃
止
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
政
府
は
所
得
税
が
な
け
れ
ば
、
と
く
に
返
済
の
た
め
に
間
接
税
を
増
や
す
選
択
し
か
な

か
っ
た
。
関
税
率
が
低
下
す
る
の
は
、
一
八
八
五
年
以
降
で
あ
る
。

（
三
）
製
造
増
進
戦
略
と
関
税
保
護
主
義

し
か
し
、
国
家
の
保
護
主
義
的
政
策
が
「
不
確
定
な
市
場
」
の
た
め
に
採
用
さ
れ
た
わ
け
で
な
い
。
国
家
は
、
関
税
保
護
主
義
と
の

関
係
で
市
場
促
進
戦
略
に
関
与
し
て
い
た
。
特
に
、
関
税
率
が
大
規
模
な
の
で
、
商
品
の
流
入
制
限
は
歳
入
を
制
約
す
る
の
で
、「
保

護
的
」
な
根
拠
は
「
歳
入
」
増
の
た
め
の
合
理
性
に
す
り
替
え
ら
れ
た

W
eiss
and
H
obson,1995:127

［

］。
も
ち
ろ
ん
、
ほ
と
ん
ど
の

産
業
、
特
に
（
英
国
の
産
業
化
で
は
中
枢
の
役
割
を
鉄
と
並
ん
で
担
う
）
木
綿
は
関
税
制
度
の
も
と
で
成
長
で
き
た

H
intze,1975:440

［

］。
し

た
が
っ
て
、
保
護
主
義
的
な
産
業
利
益
集
団
は
、
保
護
さ
れ
た
枠
組
み
内
で
自
ら
の
地
位
を
確
保
で
き
た
。
こ
の
点
で
は
、
保
護
主
義

が
あ
る
「
階
級
」
を
育
成
し
た
こ
と
に
な
る

H
intze,1975:439-440;W

eiss
and
H
o

［

bson,1995:127

］。
財
務
官
僚
は
、
資
本
家
に
は
有
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利
な
立
場
を
保
証
す
る
と
同
時
に
、
重
商
主
義
政
策
の
中
心
で
あ
る
国
益
が
輸
出
を
通
じ
て
充
実
す
る
こ
と
で
、
重
要
な
経
済
的
利
益

を
確
実
な
も
の
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
英
国
の
「
青
（
大
）
海
原
」
戦
略
の
一
部
を
占
め
て
い
た
。
当
然
、「
輸
出
促
進
」
政

策
は
、
一
七
〇
〇
年
か
ら
一
八
五
〇
年
ま
で
の
期
間
の
経
済
成
長
に
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
っ
た
。

英
国
は
、
保
護
主
義
を
通
じ
て
、
貿
易
競
争
上
の
優
位
を
確
保
で
き
た
の
で
あ
る

cf.List,2005:45-72

［

］。
し
た
が
っ
て
、
一
九
世

紀
後
半
、
後
発
型
の
開
発
国

late
developer

（

）
に
は
、
一
八
六
〇
年
以
降
の
英
国
の
自
由
貿
易
（
と
同
様
に
低
関
税
）
へ
の
転
換
は
、

英
国
の
「
自
己
都
合
」
で
あ
り
、
立
場
を
替
え
れ
ば
、
他
国
か
ら
の
「
憎
悪
」
の
的
と
な
っ
た
。

英
国
の
産
業
化
を
考
え
る
場
合
、
国
家
の
「
見
え
る
手

visible
arm

（

）」
は
、「
見
え
ざ
る
手

invisible
arm

（

）」
と
少
な
く
と
も
と

同
程
度
、
重
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
家
に
よ
る
経
済
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
か
ら
と
い
う
議
論
は
、
あ
ま
り
に
単
純
な
視
点
で
し

か
な
い
。
国
家
は
間
接
的
に
経
済
に
介
入
で
き
た
。

第
一
に
、
国
家
財
政
は
軍
事
活
動
に
強
く
影
響
さ
れ
た
。
特
に
、
金
融
革
命
に
よ
っ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行

Bank
ofEngland

（

）
と

シ
テ
ィ
が
設
立
で
き
た
こ
と
は
重
視
さ
れ
る
。
第
二
に
、
政
府
の
金
融
政
策
は
、「
強
制
貯
蓄

forced
saving

（

）」
を
通
じ
て
、
経
済
運

営
上
で
の
多
く
投
資
す
る
貯
蓄
者
を
可
能
に
し
た
。
第
三
に
、
海
軍
の
活
動
が
英
国
の
商
業
用
船
舶
と
世
界
中
の
対
外
投
資
の
た
め
の

環
境
を
間
接
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、「
青
（
大
）
海
原
」
戦
略
は
英
国
の
対
外
投
資
と
シ
テ
ィ
に
役
立
っ
た
。
産
業
分

野
で
は
「
青
（
大
）
海
原
」
戦
略
は
海
運
業
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
こ
と
は
ま
た
、
石
炭
、
鉄
、
鉄
鋼
の
生
産
を
刺
激

す
る
相
乗
効
果
ま
で
導
い
た
。
産
業
化
の
二
つ
の
柱
で
あ
る
鉄
と
木
綿
の
両
産
業
で
は
、
高
関
税
が
（
財
政
・
軍
事
の
理
由
で
）
課
さ
れ

た
。
鉄
産
業
は
兵
器
需
要
に
よ
っ
て
技
術
的
革
新
を
導
く
こ
と
に
も
な
っ
た
。
そ
れ
ら
が
効
果
を
奏
し
、
英
国
を
欧
州
で
の
最
大
の
経

済
大
国
に
し
た
。

英
国
の
「
先
駆
者
の
有
利
さ

advantage
ofthe

pioneer

（

）」
と
「
有
利
な
国
際
経
済
環
境
」
は
、
英
国
が
強
力
な
貿
易
力
を
通
じ
て
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世
界
支
配
を
可
能
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
英
国
は
、
経
済
発
展
の
順
向
的
で
、
国
際
的
な
協
調
戦
略
に
関
与
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
英
国
に
は
（
一
九
世
紀
後
半
の
よ
う
で
は
な
い
）
国
際
環
境
が
そ
れ
を
要
し
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、「
先
駆
者
の
有
利
さ
」

は
、「
先
駆
者
の
不
利
さ

disadvantage

（

）」
と
も
な
っ
た
。
長
期
的
に
み
れ
ば
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
の
「
新
し
い
国
際
競
争
」
に
直

面
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
順
向
的
な
経
済
は
、
か
え
っ
て
英
国
の
無
気
力
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
、
没
落
の
道
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
英
国
の
事
例
か
ら
、
重
商
主
義
政
策
か
ら
資
本
主
義
の
展
開
を
要
約
す
る
と
、
次
の
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

第
一
に
、
政
府
は
、
資
本
家
階
級
と
の
消
耗
戦
を
繰
り
返
す
よ
り
、
む
し
ろ
国
家
指
導
の
も
と
で
「
相
互
協
力

reciprocally

（

cooperating

）」
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
力
を
増
幅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
に
、
欧
州
で
の
戦
争
が
資
本
主
義
の
端
緒
を
生
み
出
し
た
と
は
い
え
、
戦
争
は
国
家
ご
と
に
経
済
発
展
に
必
ず
し
も
画
一
的
な

影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
国
家
建
設
者
と
そ
の
国
家
の
発
展
条
件
を
位
置
づ
け
る
地
政
学
的
状
況
は
、
仲
介
的
な
役
割
を

果
た
し
国
内
外
で
の
進
展
で
は
変
化
づ
け
る
。

第
三
に
、
国
家
の
発
展
は
そ
の
国
家
‐
社
会
の
関
係
に
応
じ
て
変
化
す
る
。
そ
の
関
係
は
後
年
に
も
長
く
影
響
す
る
。

こ
の
よ
う
な
国
家
主
導
に
よ
る
経
済
活
動
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
情
に
応
じ
て
、
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。

三

埋
め
込
ま
れ
て
い
た
（
新
）
重
商
主
義

開
発
国
家

developm
entalstate

（

）
は
一
九
世
紀
の
産
業
発
展
期
に
登
場
し
た
。
そ
れ
の
政
策
の
配
列
は
自
治
的
経
済
開
発
を
促
進

す
る
後
発
的
な
産
業
国
家

late-industrializing
state

（

）
に
採
用
さ
れ
た
。
自
国
の
製
造
品
目
を
保
護
す
る
関
税
と
他
の
手
法
、
為
替
管

理
、
そ
し
て
外
国
投
資
に
関
す
る
統
制
権
が
あ
っ
た
。
そ
の
措
置
は
、
国
際
分
業
の
場
に
関
わ
る
国
に
お
い
て
適
用
さ
れ
て
き
た
。
例

え
ば
、
一
八
六
八
年
以
降
の
日
本
、
一
九
二
〇
年
代
と
一
九
三
〇
年
代
の
東
欧
諸
国
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
来
の
南
米
諸
国
や
途
上
国
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が
そ
の
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
家
指
導
戦
略
は
（
古
典
的
な
重
商
主
義
と
同
様
）
国
家
の
パ
ワ
ー
の
膨
張
を
目
指
す
が
、
経
済
成
長

の
手
段
を
通
じ
て
達
成
し
よ
う
と
す
る

K
ahler,1987:291-293

［

］。

新
重
商
主
義
は
、
市
場
の
成
果
を
ガ
ー
ド
す
る
国
家
に
使
用
さ
れ
る
対
外
的
手
段
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
経
済
活
動
は
、
①
国

家
指
導
、
②
経
済
的
自
立
（
他
国
へ
の
依
存
性
の
解
消
）、
③
経
済
関
係
の
ゼ
ロ
・
サ
ム
観
と
い
う
三
要
素
と
絡
み
合
う
。
一
九
一
九

年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
、
欧
州
で
は
国
際
経
済
関
係
の
組
織
に
お
い
て
、
三
要
素
が
新
重
商
主
義
に
お
い
て
考
慮
の
対
象
と
な
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
は
、
欧
州
経
済
の
自
由
主
義
経
済
を
重
ん
じ
た
、
当
時
ま
で
に
自
由
主
義
化
し
て
い
た
英
国
で
さ
え
、
国
家
統
制

を
拡
大
さ
せ
た
。
そ
れ
ま
で
の
戦
時
統
制
の
緩
和
は
、
政
治
的
無
秩
序
と
軍
事
的
不
安
定
に
よ
っ
て
、
戦
後
の
一
九
二
〇
年
代
に
ま
で

延
期
さ
れ
て
い
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
欧
州
に
お
け
る
国
際
経
済
秩
序
に
戦
前
よ
り
国
家
指
導
が
強
化
さ
れ
る
可
能
性
は
、
二
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。

戦
争
は
、
国
家
の
権
限
拡
大
に
お
い
て
、
対
外
的
に
は
自
国
の
安
全
保
障
、
対
内
的
に
は
戦
争
の
遂
行
の
た
め
に
労
働
者
階
級
の
支
援
、

と
い
う
両
方
の
点
を
拡
げ
て
き
た
。
国
際
紛
争
は
、
国
家
に
経
済
を
管
理
す
る
必
要
性
が
生
じ
て
き
た
。
そ
し
て
、
国
家
が
そ
の
管
理

を
引
き
受
け
る
に
は
、
国
民
か
ら
の
信
頼
を
不
可
欠
と
し
て
き
た
。
戦
争
の
教
訓
で
は
、
経
済
が
要
望
し
、
そ
れ
を
方
向
づ
け
る
ノ
ウ

ハ
ウ
、
そ
し
て
経
済
的
な
蓄
積
を
獲
得
さ
せ
た
い
と
す
る
意
識
が
重
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
戦
後
、
平
時
と
な
っ
た
国
内
外

の
経
済
的
な
目
標
に
つ
い
て
は
、
国
家
が
中
心
と
な
る
と
い
う
、
あ
る
程
度
の
政
治
的
、
経
済
的
な
同
意
が
あ
っ
た

K
ahler,1987:

［

293

］。
と
こ
ろ
が
、
一
九
三
〇
年
代
、
大
恐
慌
は
反
循
環
的
な
重
商
主
義

countercyclicalm
ercantilism

（

）
が
浸
透
す
る
転
機
と
な
っ

た
。第

二
次
世
界
大
戦
後
、
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
な
経
済
的
安
定
化
と
福
祉
国
家
が
誕
生
す
る
。
代
わ
っ
て
、
戦
時
管
制
は
徐
々
に
解
除
さ

れ
た
。
一
九
五
〇
年
代
ま
で
に
国
際
経
済
と
西
欧
経
済
は
、
重
商
主
義
モ
デ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
よ
り
も
自
由
主
義
の
そ
れ
に
近
か
っ
た
。
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米
ソ
超
国
家
支
配
に
よ
る
国
際
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
分
断
さ
れ
た
欧
州
は
、
安
全
保
障
の
関
心
を
以
前
よ
り
減
ら
し
た
。
新
重
商
主
義

へ
の
選
択
は
、
確
か
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
安
全
保
障
と
権
力
を
国
際
社
会
に
強
く
残
存
さ
せ
る
が
、
戦
後
の
時
点
で
は
、
そ
の
有
効
性

を
す
で
に
失
い
か
け
て
い
た
。
英
国
は
帝
国
主
義
的
な
配
置
か
ら
の
転
換
を
果
た
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
植
民
地
よ
り
も
、
欧
州
内
で
の

開
放
性
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
新
重
商
主
義
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
不
適
切
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
性
格
を
減
ら
す
に
は
時
間
は
要
し
た
が
、「
国

際
金
融
基
金
（
I
M
F
）」
と
「
関
税
と
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
（
G
A
T
T
）」
を
通
じ
て
、
限
定
的
に
定
義
さ
れ
た
条
件
を
除
外
し

て
、
こ
れ
ら
の
手
段
を
使
わ
な
く
て
も
西
側
諸
国
は
相
互
に
結
び
つ
い
た
。
経
済
的
安
定
は
、
固
定
為
替
相
場
の
保
証
の
も
と
の
財
政

と
金
融
の
政
策
に
依
存
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
の
も
と
で
許
さ
れ
た
、
為
替
レ
ー
ト
の
制
限
的
な
柔
軟
性
は

（
そ
の
後
消
滅
す
る
運
命
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
）、
欧
州
経
済
が
一
九
五
〇
年
代
か
ら
長
期
の
景
気
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
は
国
際
貿

易
と
投
資
の
中
で
支
え
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
の
役
割
は
後
退
す
る
か
に
思
わ
れ
た

K
ahler,1987:292

［

］。

し
か
し
、
私
た
ち
は
新
重
商
主
義
の
時
代
の
中
に
ま
だ
生
活
し
て
い
る
。
特
に
、
こ
の
こ
と
は
、
現
代
の
国
家
主
義
対
超
国
家
ビ
ジ

ネ
ス
の
状
況
下
で
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
今
日
の
多
国
籍
企
業
は
、
世
界
市
場
で
活
躍
す
る
た
め
に
、
あ
る
国
民
国
家
か
、
ま
た
国
家

同
士
の
組
み
合
わ
せ
（
例
、
欧
州
連
合
）
か
、
を
前
提
に
設
立
さ
れ
た
政
治
的
境
界

frontier

（

）
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
。
実
際
に
、
今

日
の
多
国
籍
企
業
は
、
古
い
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
領
域
（
国
境
）
と
い
う
高
い
壁
に
直
面
す
る
。
こ
れ
ら
の
領
域
内
、
国
家
の
政
治
官
僚
の

支
配
の
も
と
で
、
重
商
主
義
の
排
他
的
な
政
策
は
、
国
家
主
権
の
た
め
の
新
し
い
形
態
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た

Eells,1972:96

［

］。

こ
の
傾
向
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
や
欧
州
諸
国
に
お
い
て
観
察
で
き
る
。
欧
州
と
日
本
の
経
済
は
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
、

（
̐
）

戦
後
回
復
・
復
興
の
結
果
、
成
長
し
た
。
欧
州
で
は
、
巨
大
な
米
国
企
業
と
の
戦
い
の
た
め
に
、
企
業
は
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
一

九
七
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
合
併
を
繰
り
返
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
重
商
主
義
政
策
の
派
生
物
と
し
て
巨
大
企
業
が
形
成
さ
れ
た
。
ひ
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と
つ
の
世
界
市
場
、
つ
ま
り
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
方
向
性
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
現
象
は
、「
時
代
錯
誤
政
策

anachronistic
policy

（

）」

と
し
て
、
古
い
国
家
主
義
に
引
き
戻
し
た
感
が
当
時
あ
っ
た

Eells,1972:96

［

］。

こ
の
現
象
は
、
企
業
の
発
展
段
階
で
の
一
時
的
な
反
動
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
新
重
商
主
義
傾
向
で
の
新
形
態
の
ひ
と
つ
で
あ
る

か
の
い
ず
れ
か
が
論
じ
ら
れ
た
。
特
に
欧
州
に
お
い
て
、
多
国
籍
企
業
の
将
来
に
つ
い
て
、
そ
の
よ
う
な
疑
問
を
引
き
起
こ
し
た
。
戦

後
の
米
国
か
ら
の
挑
戦
に
対
抗
す
る
西
欧
諸
国
に
は
二
通
り
の
対
応
が
あ
っ
た
。
一
方
で
、
古
い
国
家
観
の
対
立
を
克
服
す
る
試
み
に

お
い
て
、
欧
州
統
合
が
発
展
し
て
き
た
。
他
方
、
企
業
集
中
の
動
員
に
よ
っ
て
、
非
欧
州
企
業
に
対
抗
す
る
自
国
企
業
を
再
編
・
統
合

し
、
米
国
企
業
な
ど
に
対
抗
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
国
家
が
中
心
と
な
っ
た
。

英
国
政
府
は
、
一
九
六
六
年
に
こ
の
課
題
を
実
行
す
る
産
業
再
組
織
団
体

IndustrialReorganization
Corporati

（

on:IRC

）
を
設
置

し
た
。
当
時
、
労
働
党
政
権
は
す
で
に
鉄
鋼
産
業
を
再
国
有
化
し
て
い
た
。
こ
の
Ｉ
Ｒ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
国
有
化
も
さ
ら
に
進
展
し

た
が
、
し
か
し
そ
の
背
後
に
強
い
政
府
の
要
請
が
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｒ
Ｃ
は
、
合
併
を
通
じ
て
産
業
を
再
編
成
し
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
産
業
開
発
機
構

Institute
de
D
evelopem

entIndustria

（

l

）
は
、
英
国
と
同
様
の
形
で
、
一
九
七
〇
年
代
に
設
立
さ

れ
た
。
政
府
は
産
業
の
大
部
分
の
集
中
を
奨
励
す
る
国
家
計
画
を
決
定
し
た
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
電
気
設
備
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
産
業
を
再
編
成
し
た
。

西
ド
イ
ツ
で
は
、
政
府
は
、
国
内
生
産
の
七
五
%
を
有
す
る
二
五
石
炭
会
社
の
合
併
す
る
ル
ー
ル
石
炭
の
創
設
を
支
援
し
た
。
イ
タ

リ
ア
で
は
、
国
家
所
有
の
持
株
会
社
の
イ
タ
リ
ア
産
業
復
興
会
社
（
I
R
I
）
は
、
国
有
石
油
会
社
の
炭
化
水
素
公
社
（
E
N
I
）
と
と

も
に
化
学
会
社
の
エ
ジ
ソ
ン
社
と
モ
ン
テ
カ
チ
ー
ニ
社
を
一
九
六
八
年
に
支
配
下
に
置
い
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
国
内
の
大
手
企

業
は
、
二
つ
の
国
有
石
油
会
社
と
化
学
会
社
の
合
併
か
ら
巨
大
企
業
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
は
、
企
業
合
併
・
再
編
・
統
合
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
産
業
強
化
の
国
策
を
実
行
し
た
。
こ
の
政
策
は
、
欧
州
で
は
ユ
ニ
ー
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ク
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
措
置
は
、
米
国
の
「
バ
イ
・
ア
メ
リ
カ
ン
法

Buy
A
m
erican

A
ct

（

）」
の
欧
州
版
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

単
一
の
供
給
者
を
優
遇
す
る
か
ど
う
か
で
、
ま
た
成
長
企
業
を
育
成
す
る
点
で
は
ち
が
い
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
企
業
の
独
占
的
な
立
場
は
、
共
同
市
場

Com
m
on
M
arket

（

）
の
発
達
に
よ
っ
て
自
由
に
国
境
を
越
え
た
移
動
に
よ
っ
て
、

あ
る
国
家
に
は
脅
威
と
感
じ
ら
れ
た
部
分
は
あ
っ
た
。
欧
州
に
と
っ
て
経
済
統
合
は
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
で
は
ま
だ
途
上
に
あ
り
、

欧
州
を
統
一
し
た
企
業
法
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
米
国
の
多
国
籍
企
業
は
欧
州
企
業
を
買
収
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
。
欧
州
の
各
企
業
の
国
境
を
超
え
た
合
併
は
生
じ
る
が
、
ま
だ
大
規
模
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
国
民
国
家
と
い
う
単
位
の
シ
ス
テ
ム
の
持
続
の
た
め
に
、
現
在
の
姿
も
（
欧
州
統
合
も
そ
れ
に
応
じ
た
企
業
の
あ
り
方
も
）

す
ぐ
に
は
予
測
で
き
そ
う
に
な
か
っ
た
。

第
二
章

二
〇
世
紀
後
半
の
新
重
商
主
義
の
復
活

一

安
定
装
置
と
し
て
の
国
家

新
重
商
主
義
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
一
国
資
本
主
義
に
も
と
づ
い
た
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
な
需
要
管
理
と
福
祉
国
家
の
創
造
を
通

じ
て
、
資
本
主
義
経
済
の
安
定
化
後
、
西
欧
諸
国
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
貿
易
は
徐
々
に
自
由
化
す
る
よ
う
に
思
わ

れ
た
。
こ
の
場
合
で
も
、
農
業
は
例
外
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
九
四
五
年
後
に
は
保
護
主
義
的
な
安
定
化
政
策
の
対
象
と
し
て
残
っ

た

K
ahler,1987:310

［

］。

例
え
ば
、
一
九
四
九
年
、
敗
戦
後
の
西
ド
イ
ツ
（
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
）
政
府
は
、
戦
前
の
国
家
中
心
の
新
重
商
主
義
か
ら
撤
退
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
こ
と
は
、
完
全
な
「
自
由
主
義
市
場
経
済

liberalm
arketeconom

y

（

）」
に
転
じ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
西
ド
イ
ツ
は
、「
社
会
的
市
場
経
済
（Soziale

M
arktw

irtschaft
）」
と
称
さ
れ
る
「
調
整
型
市
場
経
済
（coordinated
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m
arketeconom

y

）」
モ
デ
ル
を
採
用
し
た
。
そ
れ
は
、
企
業
が
市
場
を
介
し
て
活
動
す
る
「
自
由
主
義
的
市
場
経
済
」
よ
り
も
、
非
市

場
関
係
に
依
存
し
て
い
る

H
alland

Soskice,2001:8
and
27

［

］。
調
整
は
、
地
方
政
府
機
関
、
独
立
機
関
（
例
、
連
邦
銀
行
）、
非
営
利

ア
ク
タ
ー
（
例
、
教
会
）、
地
方
銀
行
な
ど
と
い
っ
た
ア
ク
タ
ー
間
で
行
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
事
実
上
、
半
公
的
な

sem
i-public

（

）

役
割
を
果
た
し
、
そ
し
て
企
業
経
営
者
と
労
働
組
合
の
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
関
係
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
ド
イ
ツ
は
、

「
集
権
化
し
た
社
会
を
も
つ
分
権
化
し
た
国
家

decentralized
state

w
ith
a
centrali

（

zed
society

）」
で
あ
る
、
と
解
釈
さ
れ
る

K
atzensteinb,1987b:15

［

］。

政
府
（
連
邦
と
地
方
の
レ
ベ
ル
両
方
で
）、
銀
行
、
製
造
業
者
、
労
働
組
合
な
ど
の
密
接
な
関
係
は
、
国
家
中
心
の
新
重
商
主
義
か

ら
、
分
権
化
し
た
新
重
商
主
義
へ
と
置
き
換
え
ら
れ
た
。
国
内
産
業
は
、
中
央
と
地
方
の
政
府
の
援
助
に
よ
っ
て
、
ロ
ー
カ
ル
な
銀
行

に
よ
っ
て
、
資
本
へ
の
優
先
的
な
接
近
、
非
関
税
障
壁
（
例
、
特
定
の
高
標
準
）、
敵
対
的
買
収

hostile
takeover

（

）
か
ら
企
業
を
保

護
す
る
株
式
の
持
ち
合
い
制

cross-shareholding

（

）、
労
使
紛
争
の
防
止
、
高
い
技
能
を
堅
持
す
る
労
働
者
と
の
良
好
な
関
係
な
ど
を

保
護
さ
れ
て
い
た
。
戦
後
ド
イ
ツ
流
の
新
重
商
主
義
政
策
は
、
国
際
自
由
貿
易
シ
ス
テ
ム
と
両
立
で
き
、
そ
し
て
実
際
に
輸
出
を
増
や

し
続
け
て
き
た

W
arlouzet,2018:30

［

］。

だ
が
、
西
欧
諸
国
の
開
放
的
な
経
済
は
、
取
引
に
お
い
て
政
府
統
制
の
後
退
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
必
要
で
あ
っ
た
。
開
放
性
の
構

造
的
効
果
は
、
欧
州
の
場
合
で
は
、「
公
共
経
済
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
、
国
内
で
の
介
入
と
対
外
開
放
性
の
「
幸
福
な

関
係
」
は
、
充
分
に
は
長
続
き
し
な
か
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
に
生
じ
る
自
由
貿
易
の
原
則
か
ら
の
逸
脱
現
象
は
、
国
内
安
定
化
政
策

を
欠
け
る
場
合
に
生
じ
た
（
例
、
ド
ル
危
機
と
そ
の
防
衛
措
置
、
石
油
危
機
以
降
の
景
気
後
退
な
ど
）。

戦
後
先
進
国
の
「
合
意
」
の
破
綻
は
、
国
内
外
の
矛
盾
を
一
九
七
〇
年
代
前
半
に
は
っ
き
り
示
し
た
。
第
一
に
、
安
定
化
の
手
段
の

効
率
性
は
国
際
的
な
経
済
環
境
で
は
確
実
で
な
く
な
っ
た
。
変
動
為
替
レ
ー
ト
体
制
の
ジ
レ
ン
マ
と
各
国
政
府
の
自
治
権
へ
の
固
執
は
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解
決
さ
れ
る
と
み
な
さ
れ
た
の
で
、
よ
り
柔
軟
な
為
替
取
決
め
の
政
策
を
準
備
さ
れ
な
か
っ
た
。
為
替
レ
ー
ト
の
柔
軟
性
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
様
々
な
国
々
の
資
産
の
国
際
移
動
や
置
換
可
能
性
が
容
易
に
な
っ
た
（
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
化
し
つ
つ
あ
る
）
世
界
に
お
い
て
、
政

策
を
め
ぐ
る
自
治
権
は
、
一
見
、
為
替
レ
ー
ト
体
制
を
確
保
で
き
て
い
る
と
み
え
て
も
、
そ
れ
が
「
見
せ
か
け
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
が
理
解
さ
れ
た
。
す
べ
て
の
国
は
マ
ク
ロ
経
済
と
為
替
レ
ー
ト
の
政
策
は
、
意
図
し
な
い
矛
盾
す
る
目
的

cross
purpose

（

）
で
機
能

し
な
く
な
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
、
欧
州
経
済
共
同
体
（
E
E
C
）
委
員
会
が
、
加
盟
国
の
代
表
と
し
て
、
国
際
貿
易
交
渉
の
重
要
な
役
割
を
演
じ
る

よ
う
な
っ
た
。
E
E
C
委
員
会
は
、
例
え
ば
E
E
C
加
盟
国
と
そ
の
旧
植
民
地
の
間
の
協
力
を
組
織
す
る
ロ
メ
協
定
の
よ
う
に
、
新
重

商
主
義
と
自
由
貿
易
の
両
方
と
結
び
け
る
点
で
は
決
定
的
な
役
割
を
演
じ
た
。
当
時
、
E
E
C
は
、
世
界
貿
易
の
規
制
で
五
つ
の
利
点

を
提
供
し
た
。

第
一
に
、
加
盟
国
の
共
通
商
業
政
策
は
、
加
盟
国
一
国
が
自
ら
交
渉
す
る
よ
り
、
強
い
影
響
力
を
行
使
で
き
る
こ
と
を
保
証
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
米
国
が
レ
ー
ガ
ン
政
権
下
で
よ
り
攻
撃
的
に
な
り
、
日
本
の
脅
威
と
な
る
と
実
証
さ
れ
だ
し
た
の
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
存

在
と
な
る
。
第
二
に
、
E
E
C
は
近
隣
諸
国
間
の
異
な
る
貿
易
政
策
か
ら
生
じ
る
緊
張
を
緩
和
す
る
の
に
役
立
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
英

国
の
保
護
主
義
も
、
西
ド
イ
ツ
の
自
由
貿
易
も
E
E
C
内
で
制
御
さ
れ
た
。
第
三
に
、
E
E
C
は
、
こ
の
時
期
で
は
、
各
国
家
主
権
を

脅
か
す
超
国
家
組
織
で
は
な
か
っ
た
。
と
に
か
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
貿
易
の
争
点
で
、
西
欧
諸
国
は
長
期
間
の
各
国
主
権
を
抑
制
す
る

意
識
が
あ
っ
た
。
E
E
C
の
疑
似
連
邦
主
義
的
枠
組
み
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
内
で
の
相
互
依
存
に
お
い
て
、
加
盟
国
を
代
弁
す
る
機

関
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
第
四
に
、
ロ
ー
マ
条
約
は
自
由
貿
易
、
社
会
的
欧
州
、
そ
し
て
新
重
商
主
義
の
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
結
び

つ
き
、
様
々
な
妥
協
が
こ
の
法
的
枠
組
内
に
結
晶
化
さ
れ
て
い
た
。
第
五
に
、
E
E
C
は
、
加
盟
国
の
統
一
戦
線
を
組
む
こ
と
が
で
き

た
の
で
、
世
界
舞
台
で
加
盟
国
の
影
響
力
を
増
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
西
欧
諸
国
が
、
例
え
ば
レ
ー
ガ
ン
政
権
下
の
米
国
と
交
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渉
す
る
際
に
と
く
に
重
要
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
利
点
は
、
加
盟
国
間
の
利
害
を
調
整
す
る
こ
と
で
各
国
の
経
済
的
利
益
を
擁
護
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
か

か
わ
ら
ず
、
新
重
商
主
義
的
政
策
は
加
盟
国
内
に
く
す
ぶ
り
続
け
た

W
arlouzet,2018:94-95,cf.ch.5

［

］。

同
じ
こ
ろ
、
西
欧
諸
国
の
指
導
者
は
、
西
欧
全
体
の
国
際
競
争
力
に
関
心
を
表
明
し
始
め
た
。
一
九
九
三
年
六
月
、
Ｊ
・
ド
ロ
ー
ル

（
当
時
、
欧
州
委
員
会
委
員
長
）
は
、
欧
州
経
済
の
も
っ
と
も
基
本
問
題
が
国
際
競
争
力
の
喪
失
で
あ
る
、
と
説
明
し
た
。
ド
ロ
ー
ル
は
、

高
失
業
の
理
由
が
欧
州
に
は
米
国
や
日
本
と
も
は
や
競
争
力
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
解
決
策
が
ハ
イ
テ
ク
産
業
で

の
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
だ
、
と
宣
言
し
た
。
他
の
西
欧
諸
国
は
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
競
争
に
つ
い
て
も
語
っ
た
。
多
く
の
政
治
指
導
者

と
各
国
国
民
は
、
経
済
的
繁
栄
と
国
家
の
独
立
と
存
続
が
国
際
競
争
で
危
機
に
瀕
す
る
、
と
信
じ
始
め
た
。
西
欧
諸
国
、
米
国
、
日
本

な
ど
の
先
進
国
の
関
心
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
で
も
、
競
争
力
で
あ
っ
た

Gilpin,2001:180

［

］。

国
家
は
国
際
的
文
脈
の
中
で
新
重
商
主
義
を
継
続
さ
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
後
の
、
新
し
い
事
情
の
も
と
で
、
国
家
は
、
相
変
わ

ら
ず
一
九
四
五
年
以
来
、
欧
州
の
国
際
政
治
経
済
の
事
情
で
主
た
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た

K
ahler,1987:314

［

］。

二
〇
世
紀
後
半
か
ら
も
、
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
あ
る
べ
き
規
範
と
し
て
、
存
続
し
て
き
た
。
そ
の
見
解
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
、
設
立
さ
れ
た
自
由
主
義
的
な
国
際
制
度
（
例
：
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
世
界
銀
行
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
）
に
も
浸
透
し
た
。
こ
の
見
解
に
も
政
府
に
自
国

民
を
優
遇
、
保
証
す
る
権
利
、
す
な
わ
ち
重
商
主
義
の
遺
産
が
影
響
し
て
い
る
。

古
典
的
重
商
主
義
者
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
イ
ク
ル
の
概
念
を
持
ち
合
わ
せ
な
か
っ
た
。
現
在
で
は
、
国
際
分
業
を
無
視
で
き
な
い
。

し
か
し
、
比
較
的
近
年
の
歴
史
事
例
に
お
い
て
、
新
重
商
主
義
は
一
九
三
〇
年
代
の
大
（
経
済
）
恐
慌
と
と
も
に
再
復
活
し
た
の
で
あ

る
。
経
済
政
策
の
失
敗
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
世
界
経
済
の
悪
化
と
大
量
失
業
は
国
か
ら
国
へ
と
広
ま
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
政
府
が
採

用
し
た
解
決
（
策
）
は
、
輸
出
促
進
と
輸
入
抑
制
を
重
視
す
る
新
重
商
主
義
に
回
帰
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、
高
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関
税
、
輸
入
割
当
制
、
通
貨
操
作
な
ど
が
そ
の
政
策
の
代
表
例
で
あ
る
。

一
九
四
五
年
後
、
一
九
三
〇
年
代
の
政
策
が
経
済
回
復
に
失
敗
し
、
欧
州
の
政
治
経
済
関
係
を
戦
争
へ
導
い
た
理
由
で
、
か
つ
て
の

「
近
隣
窮
乏
化
」
政
策
の
復
活
を
さ
せ
な
い
「
保
険
」
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
後
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
の
も
と
、
貿
易
自
由

化
が
進
展
し
、
保
護
主
義
の
完
全
廃
止
は
「
可
能
」
だ
と
証
明
さ
れ
て
き
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
自
由
貿
易
体

制
の
充
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
七
〇
年
代
と
一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
、
輸
出
補
助
金
、
輸
出
自
主
規
制
、
そ
し
て
組
織
的
な
市

場
取
引
合
意
な
ど
は
す
べ
て
新
重
商
主
義
的
措
置
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
措
置
は
、
一
方
で
先
進
国
間
だ
け
を
競
争
上
の
有
利
さ
を
確

保
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
、
他
方
で
途
上
国
に
対
し
て
先
進
国
の
優
位
さ
を
堅
持
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、「
新

植
民
地
主
義
」
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
だ
し
た
時
期
に
符
合
す
る
。

世
界
銀
行
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
と
い
う
戦
後
の
新
し
い
自
由
主
義
シ
ス
テ
ム
は
、
開
放
的
な
国
際
経
済
を
確
認
し
た
と
は
い
え
、

そ
れ
ら
は
経
済
問
題
を
管
理
す
る
際
に
、
国
家
が
果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
ブ
レ
ト
ン
・

ウ
ッ
ズ
体
制
は
、
自
由
主
義
思
想
と
い
う
点
で
枠
組
み
を
構
築
し
た
と
は
い
え
、
新
重
商
主
義
思
考
に
も
順
応
し
て
い
た
。
ブ
レ
ト

ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
へ
の
合
意
に
は
、
固
定
為
替
相
場
を
樹
立
す
る
目
的
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
変
動
為
替
に
は
、
本
来
、
不
安
定
で
あ

り
、
国
家
的
な
経
済
計
画
を
不
可
能
だ
と
す
る
考
え
が
あ
る

H
eyw
ood,2007:156

［

］。

新
重
商
主
義
で
も
、
国
家
と
国
益
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
国
益
間
の
相
互
作
用
は
、
古
典
的
重
商
主
義
時
代
（
そ
し

て
一
九
七
〇
年
代
ま
で
）
に
限
定
さ
れ
た
対
象
国
（
数
）
か
ら
、
現
在
に
至
れ
ば
先
進
国
だ
け
で
な
く
、
経
済
力
を
身
に
着
け
た
第
三
世

界
の
国
々
も
含
め
て
、
将
来
の
世
界
経
済
を
決
定
す
る
場
に
参
加
す
る
ア
ク
タ
ー
（
数
）
は
増
え
複
雑
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
時
代
の
基
調
も
変
化
す
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
、
い
く
つ
か
の
競
合
す
る
先
進
産
業
国
か
ら
世
界
経
済
の
編
成
を
ど

の
よ
う
に
す
る
か
が
国
際
政
治
の
課
題
で
あ
っ
た
。
帝
国
主
義
的
対
立
は
戦
争
の
主
因
と
な
っ
た
。
米
国
の
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
課

25――国際政治経済関係における重商主義論



題
は
、
世
界
規
模
で
の
自
由
主
義
シ
ス
テ
ム
を
い
か
に
堅
持
す
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
と
国
際
制
度
に
よ
る
分
割
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
べ
き
か
、
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
へ
の
回
答
は
、
冷
戦
が
も
た
ら
す
米
国
の
絶
対
的
な

主
導
権
の
確
立
の
た
め
、
一
時
的
に
問
題
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
七
一
年
、
米
国
の
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
の
声
明
は
、
冷
戦

の
一
時
的
緩
和
と
と
も
に
、
こ
の
問
題
が
再
び
前
面
に
姿
を
現
す
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
の
時
代
が
終
了
す
る
と
、
代
わ
っ
て
、
成
長
に
よ
る
配
当
よ
り
も
少
な
く
な
っ
た
パ
イ
の
分

配
を
め
ぐ
る
抗
争
が
先
鋭
化
す
る
。
各
国
は
、
成
長
の
鈍
化
と
資
源
上
の
制
約
の
表
面
化
と
と
も
に
、
市
場
の
シ
ェ
ア
と
希
少
な
資
源

の
獲
得
を
め
ぐ
り
争
奪
戦
を
繰
り
返
す
。
現
代
国
際
関
係
の
基
本
問
題
は
、
常
に
い
か
に
し
て
世
界
経
済
を
再
編
す
る
か
で
あ
る
。

二

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
新
重
商
主
義
の
解
釈

新
重
商
主
義
は
、
保
護
主
義
指
向
、
失
業
や
イ
ン
フ
レ
の
輸
出
、
貿
易
収
支
黒
字
へ
の
希
求
な
ど
の
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き

に
現
わ
れ
て
い
る
。
Ｊ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、「
新
し
い
重
商
主
義
」
を
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る

Robinson,1973

［

］。

「
今
日
、
各
国
の
政
府
は
、
雇
用
の
維
持
だ
け
で
な
く
、
国
民
所
得
の
成
長
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
資
本
主
義

の
世
界
は
、
今
な
お
、
買
い
手
市
場
と
な
っ
て
い
る
。
市
場
全
体
が
す
べ
て
の
も
の
が
参
加
で
き
る
ほ
ど
急
速
に
成
長
し
な
い
と
す
れ

ば
、
各
国
政
府
は
自
国
民
の
利
益
の
た
め
に
、
国
際
経
済
活
動
に
お
け
る
自
国
の
シ
ェ
ア
を
拡
大
す
る
こ
と
が
、
価
値
あ
る
、
そ
し
て

賞
賛
さ
れ
る
べ
き
目
的
で
あ
る
と
感
じ
る
。
こ
れ
が
新
し
い
重
商
主
義
で
あ
る
」。

「
資
本
主
義
の
世
界
で
は
、
す
べ
て
の
も
の
が
売
る
こ
と
に
熱
心
で
、
買
う
こ
と
に
は
用
心
深
い
。
す
べ
て
の
国
が
貿
易
収
支
の
黒

字
を
出
そ
う
と
望
ん
で
い
る
。
こ
れ
が
合
計
ゼ
ロ
と
な
る
ゲ
ー
ム
（
ゼ
ロ
・
サ
ム
・
ゲ
ー
ム
）
で
あ
る
。
誰
か
が
勝
ち
を
収
め
た
と
き
、

誰
か
が
負
け
て
い
る
。
自
由
貿
易
モ
デ
ル
の
美
し
い
調
和
は
、
は
る
か
か
彼
方
に
去
っ
て
い
る
」。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
戦
後
の
状
況
か
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ら
、「
自
由
主
義
の
教
義
は
、
よ
り
巧
妙
な
重
商
主
義
の
形
態
に
し
か
す
ぎ
な
い
、
と
認
識
す
る
。
こ
の
新
し
い
重
商
主
義
は
、
発
展

途
上
国
に
と
っ
て
、
残
酷
な
ま
で
に
障
害
に
な
っ
て
い
る
」、
と
批
判
的
に
言
及
し
た
。

新
重
商
主
義
も
戦
後
の
ま
す
ま
す
の
「
経
済
の
政
治
化
」
時
代
と
と
も
に
、
国
際
的
に
政
治
力
を
発
揮
し
出
し
た
。
経
済
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
が
ぶ
つ
か
り
合
う
時
代
で
あ
り
、
な
ん
ら
か
の
き
っ
か
け
で
国
際
情
勢
が
波
乱
含
み
と
な
り
、
各
国
間
の
政
治
的
対
立
や
緊
張

が
強
ま
る
と
、
経
済
構
造
の
も
つ
弱
み
が
絶
え
ず
浮
上
す
る
。
こ
の
弱
み
は
、
先
進
国
間
に
も
、
第
三
世
界
内
に
も
、
そ
れ
に
両
者
間

に
も
生
じ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
あ
る
と
こ
ろ
に
「
勝
ち
」
が
あ
り
、
別
の
と
こ
ろ
に
「
負
け
」
を
必
要
と
す
る
。

ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
南
北
関
係
の
焦
点
を
三
点
で
指
摘
す
る
。

①
先
進
工
業
国
の
工
業
製
品
価
格
と
途
上
国
の
一
次
産
品
価
格
の
不
均
衡
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
途
上
国
か
ら
見
た
交
易
条
件
の
恒

常
的
悪
化
を
生
じ
て
い
る
。

②
途
上
国
の
輸
出
所
得
の
変
動
の
激
し
さ
が
あ
る
。

③
途
上
国
の
資
源
が
先
進
国
資
本
に
よ
っ
て
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
く
る
途
上
国
の
発
展
を
阻
害
す
る
。

荒
川
弘
は
、
次
の
よ
う
に
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
説
明
を
具
体
的
に
解
説
す
る
［
荒
川
、
一
九
七
七
］。

「
一
次
産
品
の
取
引
は
競
争
原
理
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
工
業
製
品
の
価
格
は
、
コ
ス
ト
・
プ
ラ
ス
原
則
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
た
め
貨
幣
賃
金
率
が
継
続
的
に
上
昇
す
る
に
つ
れ
て
、
工
業
製
品
の
価
格
も
ま
た
上
昇
し
続
け
て
い
く
。
こ
の
結
果
、
旧
植
民
地
国

の
一
次
産
品
の
売
り
上
げ
は
伸
び
悩
み
、
彼
ら
の
工
業
製
品
に
対
す
る
購
買
力
は
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
経
済
学
者
の

モ
デ
ル
で
は
、
自
由
な
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
作
用
は
万
人
に
利
益
と
な
る
均
衡
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
実
は
途
上
国

の
輸
出
所
得
に
思
わ
ぬ
変
動
を
も
た
ら
し
、
継
続
的
な
計
画
化
を
不
可
能
に
し
、
投
資
計
画
の
選
択
を
一
種
の
賭
け
の
よ
う
な
も
の
に

し
て
し
ま
う
」［
荒
川
、
一
九
七
七
：
一
六
四
］。
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「
一
次
産
品
の
輸
出
所
得
も
途
上
国
の
経
済
成
長
に
と
っ
て
は
、
限
ら
れ
た
糧
に
過
ぎ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
は
植
民
地
投

資
の
産
物
で
あ
り
、
そ
の
所
得
の
一
部
は
投
資
へ
の
支
払
い
に
当
て
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
今
日
、
南
米
な
ど
の
多
く
の
国
々
で
は
、

輸
出
所
得
の
三
〇
か
ら
四
〇
%
を
外
国
投
資
家
へ
の
利
潤
あ
る
い
は
利
子
と
し
て
支
払
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
支
払
い
は
先
進
国
の
産

業
が
供
給
す
る
非
常
に
進
ん
だ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
最
新
式
の
設
備
を
買
う
た
め
で
な
く
、
自
分
た
ち
自
身
の
土
地
か
ら
自
分
た
ち
自
身
の

天
然
資
源
を
掘
り
出
す
代
価
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」［
荒
川
、
一
九
七
七
：
一
六
四
］。

（
̑
）

一
九
三
〇
年
代
当
時
の
先
進
各
国
は
、
恐
慌
時
、
国
内
の
過
剰
生
産
と
物
価
暴
落
、
大
量
失
業
、
同
時
に
生
じ
る
社
会
不
安
を
阻
止

す
る
た
め
に
保
護
主
義
や
閉
鎖
的
な
ブ
ロ
ッ
ク
化
に
走
り
、
世
界
市
場
は
分
裂
し
、
貿
易
は
大
幅
に
縮
小
し
た
。
金
本
位
的
に
も
と
づ

く
自
由
経
済
が
放
置
さ
れ
た
た
ま
ま
で
あ
り
、
か
え
っ
て
最
終
的
に
は
保
護
主
義
的
に
向
か
わ
せ
た
。

ケ
イ
ン
ズ
主
義
は
、
国
家
の
介
入
に
と
も
な
う
有
効
需
要
政
策
と
国
内
経
済
拡
大
策
が
敵
対
的
な
国
際
経
済
関
係
へ
の
転
化
を
阻
止

す
る
た
め
の
提
言
で
あ
っ
た
。
実
際
に
、
ケ
イ
ン
ズ
主
義
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
先
進
国
経
済
で
は
定
着
し
た
。
需
要
管
理
政
策

と
完
全
雇
用
で
経
済
成
長
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
現
象
の
「
光
と
影
」
は
、
新
重
商
主
義
化
し
た
先
進
国
と
そ
の
影
響
を
受
け
る
途

上
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
を
反
映
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ケ
イ
ン
ズ
主
義
は
、
先
進
資
本
主
義
に
活
力
を
与
え
、
そ
の
成
果
を
上
げ
れ
ば
、
第
三
世
界
と
の
不
平
等
は
累
積
し
な

か
っ
た
の
か
？
戦
後
、
先
進
福
祉
国
家
は
、
現
状
維
持
的
か
つ
自
国
本
位
的
で
あ
り
、
国
際
的
不
均
衡
を
放
置
さ
せ
、
再
度
、
国
際
調

整
に
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、「
多
国
間
協
力
」
と
い
う
名
の
先
進
国
だ
け
の
「
自
由
貿
易
」
で
あ
っ
た
。

途
上
国
で
は
、
先
進
国
で
進
行
し
た
機
会
均
等
な
ど
の
平
等
化
過
程
が
見
ら
れ
ず
、
途
上
国
で
は
個
人
間
、
階
級
間
、
地
域
間
に
内
部

的
不
平
等
が
残
存
し
た
［
荒
川
、
一
九
七
七
：
二
〇
三
‐
二
〇
五
］。
そ
の
「
南
北
問
題
」
へ
の
取
り
組
み
は
、「
自
由
主
義
経
済
と
い
う
枠

組
み
の
中
で
新
重
商
主
義
」
の
実
行
で
し
か
な
か
っ
た
［
宮
崎
、
一
九
六
七
：
第
二
章
参
照
］。
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「
そ
の
特
徴
は
、
基
本
的
に
先
進
工
業
国
中
心
の
一
国
資
本
主
義
論
だ
と
い
う
点
に
あ
り
、
先
進
国
国
内
の
豊
か
な
社
会
の
分
析
を

前
面
に
押
し
出
し
て
、
国
際
的
な
経
済
関
係
の
分
析
を
背
景
の
後
ろ
に
お
く
こ
と
が
多
か
っ
た
」
か
ら
だ
、
と
い
う
主
張
が
あ
る
［
宮

崎
義
一
、
一
九
六
七
］。
こ
の
指
摘
は
、
現
代
版
重
商
主
義
が
も
た
ら
す
世
界
情
勢
の
位
置
づ
け
で
あ
ろ
う
か
？

一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
前
半
ま
で
、
多
く
の
政
府
は
市
場
に
お
け
る
直
接
的
な
関
与
を
削
減
し
よ
う
と
し
た
が
、
選
挙

と
い
う
「
運
命
」
が
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
大
部
分
、
左
右
す
る
か
ぎ
り
、
そ
し
て
米
国
の
経
済
衰
退
と
と
も
に
先
進
国
間
、
そ
し

て
途
上
国
も
含
め
て
、
の
経
済
的
な
「
不
平
等
」
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
す
る
こ
と
に
な
る
か
ぎ
り
、（
い
ず
れ
も
生
産
の
販
路
拡
大
と
貿
易
か

ら
の
分
配
に
関
わ
っ
て
い
る
）
民
主
国
家
と
い
え
ど
も
、
重
商
主
義
的
な
政
策
を
完
全
に
排
除
で
き
な
さ
そ
う
に
な
っ
て
く
る
。

三

現
代
の
新
重
商
主
義
論

現
代
の
新
重
商
主
義
は
国
家
に
経
済
を
従
属
さ
せ
る
。
経
済
活
動
は
、
増
大
す
る
国
家
権
力
の
文
脈
の
中
で
見
ら
れ
て
き
た
。
富
と

パ
ワ
ー
は
、
単
に
達
成
目
標
で
な
く
、
そ
の
た
め
の
補
足
的
手
段
と
な
る
。
国
家
は
、
自
立
を
堅
持
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
他
国
へ

の
経
済
依
存
を
回
避
す
べ
き
で
あ
る
。
経
済
と
安
全
保
障
の
利
益
が
衝
突
す
る
際
は
安
全
保
障
が
優
先
さ
れ
る

Jackson
and
Sørensen,

［

2003:178-181

］。

新
重
商
主
義
モ
デ
ル
は
国
家
と
国
益
を
最
重
視
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
そ
の
基
本
的
な
考
え
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
効
率
よ

り
も
、
政
治
経
済
的
な
国
家
目
的
を
配
慮
す
る
。
そ
の
政
策
に
は
、
①
国
際
収
支
の
黒
字
、
②
失
業
か
イ
ン
フ
レ
か
の
い
ず
れ
か
の
輸

出
、
ま
た
は
そ
の
両
方
、
③
世
界
経
済
の
シ
ェ
ア
拡
大
、
④
先
端
産
業
な
ど
の
育
成
が
盛
り
込
ま
れ
る
。
国
家
は
、
国
内
で
は
経
済
的

需
要
と
、
国
外
で
は
政
治
的
野
望
を
反
映
す
る
た
め
の
経
済
政
策
を
採
用
す
る
。
国
家
は
、
経
済
成
長
の
鈍
化
と
資
源
上
の
制
約
を
認

識
し
て
、
市
場
の
シ
ェ
ア
と
希
少
資
源
の
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
競
争
す
る
。
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時
代
と
状
況
は
変
わ
っ
て
ゆ
く
が
、
し
か
し
、
そ
れ
で
も
現
代
の
新
重
商
主
義
は
、
次
の
基
本
的
な
特
徴
を
過
去
の
場
合
と
共
有
す

る
。
そ
れ
は
、
国
家
の
自
立
性
と
、
国
際
的
統
合
、
す
な
わ
ち
世
界
市
場
へ
の
編
入
と
依
存
に
あ
っ
て
も
自
国
に
有
利
な
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
。
国
家
は
、
市
場
と
政
府
規
制
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。
国
家
間
に
立
脚
す
る
経
済
的
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
経
済
相
互
依
存
よ
り

も
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
企
業
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
わ
な
い
。
企
業
は
自
国
権
益
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
国
民
国
家
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
脅
威
づ
け
ら
れ
な
い
。
規
制
と
監
督
の
た
め
の
国
家
能
力
は
、
減
少
す
る
と
い
う
よ

り
も
、
む
し
ろ
増
加
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

Jackson
and
Sørensen,2003:209,21

［

6

］。

新
重
商
主
義
は
、
そ
の
観
点
か
ら
、
国
家
間
の
経
済
競
争
に
お
い
て
、
二
つ
の
形
態
が
考
え
ら
れ
る
［
ギ
ル
ピ
ン
、
一
九
七
七
：
二
二

四
‐
二
二
五
］。

第
一
の
形
態
は
、「
攻
撃
的
重
商
主
義
aggressive

m
ercantilism

（

）」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
、
経
済
同
盟
、
そ
し
て

国
際
的
レ
ジ
ー
ム
内
の
多
国
間
関
係
が
国
際
的
な
経
済
紛
争
を
激
化
さ
せ
る
、
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
経
済
レ
ジ
ー
ム
の
あ
る
加
盟

国
は
、
経
済
協
力
や
共
同
的
策
略
の
行
使
を
通
じ
て
、
自
国
に
有
利
に
再
分
配
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
排
他
的
ブ

ロ
ッ
ク
や
経
済
同
盟
の
結
成
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
無
秩
序
な
状
態
や
「
近
隣
窮
乏
化
」
政
策
へ
の
復
活
の
予
兆
と
な
る
。

国
家
は
、
膨
張
主
義
的
な
政
策
を
通
じ
て
国
際
経
済
を
利
用
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
例
え
ば
、
こ
れ
は
、
か
つ
て
の
ア
ジ
ア
や
ア
フ

リ
カ
で
の
欧
州
諸
国
に
よ
る
帝
国
主
義
国
家
の
場
合
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
新
重
商
主
義
は
、
他
国
に
軍
事
・
政
治

力
と
経
済
力
を
見
せ
つ
け
る
。
経
済
的
な
強
さ
は
、
国
家
の
軍
事
と
政
治
の
パ
ワ
ー
の
発
展
を
支
え
る
。
そ
し
て
、
軍
事
・
政
治
力
は
、

国
家
の
経
済
力
を
強
化
す
る
。
新
重
商
主
義
者
は
、
国
家
の
安
全
保
障
の
方
法
と
し
て
、
最
大
可
能
な
剰
余

surplus

（
＝
黒
字

）
の
入

手
手
段
が
自
国
優
位
の
貿
易
だ
、
と
強
調
す
る
。

第
二
の
形
態
は
、「
防
衛
的
重
商
主
義

defensive
m
ercantilism

（

）」
で
あ
る
。
国
家
は
国
民
的
な
経
済
利
益
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
。
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な
ぜ
な
ら
、
そ
の
こ
と
は
、
国
民
国
家
の
安
全
保
障
の
中
で
重
要
な
措
置
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
政
策
は
、
他
国
に
と
っ
て
は

否
定
的
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
る
。
防
衛
的
重
商
主
義
者
は
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
や
国
際
レ
ジ
ー
ム
が
世
界
の
経
済
関
係
を
安
定

化
さ
せ
る
、
と
考
え
る
。
そ
の
論
拠
は
、
経
済
的
、
政
治
的
な
相
互
依
存
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

同
時
に
相
互
依
存
に
よ
る
便
益
が
生
じ
る
と
と
も
に
そ
れ
を
享
受
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
単
独
国
家
で
は
影
響
力
も
支
配
力
も
限
ら
れ

る
の
で
、
多
国
間
の
協
力
は
加
盟
国
外
の
経
済
的
、
政
治
的
な
脅
威
に
も
対
抗
で
き
る
。
地
域
ご
と
に
分
割
さ
れ
た
世
界
経
済
の
再
組

織
化
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
力
に
対
す
る
国
家
の
脆
弱
性
を
カ
バ
ー
で
き
る
。
そ
れ
は
安
全
で
平
和
な
政
治
経
済
秩
序
の
基
盤
と
な

る
。一

九
七
〇
年
代
以
降
、
米
国
中
心
の
世
界
経
済
の
衰
退
と
、
同
時
に
資
本
主
義
諸
国
間
の
市
場
と
資
源
を
め
ぐ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
抗

争
は
、
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。
先
進
産
業
国
間
の
衝
突
は
、
相
互
的
な
自
制
力
を
通
じ
て
、
防
止
で
き
る
の
か
？
攻
撃
的
重
商
主
義
者

は
、
複
数
加
盟
国
に
よ
る
協
調
や
調
整
が
や
が
て
破
綻
を
も
た
ら
す
と
主
張
す
る
が
、
防
衛
的
重
商
主
義
者
は
国
際
的
な
協
調
や
調
整

が
推
進
す
る
と
政
治
経
済
的
な
安
定
を
も
た
ら
す
、
と
反
論
す
る
。

各
国
は
、
国
際
的
結
束
を
維
持
す
る
よ
り
も
、
国
内
的
安
定
と
完
全
雇
用
を
優
先
す
る
よ
う
に
な
る
。
金
融
政
策
や
そ
の
他
の
政
策

に
対
す
る
国
家
の
管
理
の
行
使
が
求
め
ら
れ
る
。
攻
撃
的
重
商
主
義
者
は
、
国
内
外
の
経
済
政
策
を
推
進
す
れ
ば
、
軋
轢
が
増
し
て
現

実
的
に
は
相
互
依
存
関
係
か
ら
遠
ざ
か
る
、
と
認
識
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
攻
撃
的
重
商
主
義
者
は
、
例
え
ば
通
貨
政
策
で
は
固
定
為
替

相
場
よ
り
、
経
済
状
況
に
応
じ
て
変
化
す
る
変
動
為
替
相
場
制
を
選
択
し
が
ち
に
な
る
。

多
く
の
産
業
国
に
お
い
て
、
貿
易
自
由
化
と
相
互
依
存
の
便
益
が
高
ま
っ
て
も
、
そ
れ
に
と
も
な
う
コ
ス
ト
を
支
出
す
る
意
味
が
あ

る
か
ど
う
か
も
、
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
相
互
依
存
関
係
は
、
経
済
不
安
が
一
国
か
ら
他
国
に
伝
播
す
る
な
ら
、
国
内
経
済
問
題
を

他
国
で
も
生
じ
さ
せ
る
結
果
と
な
る
。
新
重
商
主
義
政
策
を
採
用
す
る
国
家
に
よ
る
自
給
自
足
と
国
益
中
心
が
あ
ま
り
に
も
度
が
過
ぎ
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る
と
、
国
際
政
治
経
済
の
関
係
は
相
互
依
存
関
係
を
破
壊
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
［
ギ
ル
ピ
ン
、
一
九
七
七
：
二
二
一
‐
二
二
五
］。

第
三
章

政
治
経
済
関
係
に
お
け
る
国
家
の
自
律
性
の
も
つ
意
味

一

国
家
の
自
律
性

重
商
主
義
の
政
治
経
済
関
係
を
考
え
る
際
、
経
済
的
側
面
を
論
じ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
際
、
国
家
を
所
与
の
も
と
と

し
て
位
置
付
け
る
傾
向
が
あ
る
。
本
章
で
は
、
重
商
主
義
の
政
治
的
側
面
と
し
て
、
ア
ク
タ
ー
と
し
て
国
家
を
考
え
て
お
き
た
い
。

自
律
性

autonom
y

（

）
は
自
己
選
択
、
自
己
決
定
、
自
己
投
資
、
自
己
責
任
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
こ
で
取
り
扱
う
国
家
の
自
律
性

state
autonom

y

（

）
は
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
根
拠
づ
け
を
社
会
に
あ
る
、
様
々
な
私
的
利
益
か
ら
で
な
く
、
国
家
自
ら
が
そ
れ
を
定
義
し

遂
行
す
る
能
力
を
意
味
す
る
。
国
家
中
心
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
国
家
に
か
か
わ
る
ア
ジ
ェ
ン
ダ
や
、
国
家
と
経
済
に
か
か
わ
る
ア
ジ
ェ
ン

ダ
を
政
治
と
一
体
化
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
す
る
概
念
で
あ
る
。
同
時
に
、
そ
の
こ
と
は
個
人
、
集
団
そ
れ
に
階
級
な
ど
の
私
益
世
界
を

一
括
し
て
「
社
会
」
と
い
う
用
語
で
規
定
し
、
そ
れ
を
国
家
と
い
っ
た
ん
切
り
離
し
て
表
現
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
こ

れ
は
国
家
と
社
会
を
区
別
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
国
家
が
単
独
で
す
べ
て
を
決
定
し
実
行
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
な
く
、
社
会

（
特
に
経
済
）
よ
り
上
位
に
あ
り
、
そ
れ
を
指
揮
す
る
と
考
え
る

Caporaso
and
Levine,1992:181-183

［

］。

ま
た
、
国
家
の
自
律
性
は
、
社
会
勢
力
（
特
に
経
済
勢
力
）
か
ら
の
要
請
と
は
別
に
行
動
で
き
る
国
家
の
能
力
を
指
す
。
こ
れ
は
社

会
が
国
家
の
自
律
性
に
影
響
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
国
家
は
独
自
の
判
断
で
行
動
す
る
。
あ
る
マ
ル
ク
ス
主

義
者
は
、
そ
れ
を
国
家
の
「
相
対
的
自
律
性

relative
autonom

y

（

）」
と
呼
ぶ
。
多
元
主
義
者
は
、
集
団
圧
力
の
ベ
ク
ト
ル
が
不
明
確

な
際
、
す
な
わ
ち
社
会
集
団
に
よ
る
圧
力
が
政
治
的
要
求
を
生
じ
な
い
場
合
、
国
家
の
自
律
性
を
承
認
す
る
。
国
家
の
自
律
性
は
、

Ｓ
・
ク
ラ
ズ
ナ
ー

K
rasner,1978

［

］
と
T
h
・
ス
コ
ッ
チ
ポ
ル

Skocpol,1985

［

］
が
説
明
す
る
国
家
統
制
主
義

statism

（

）
の
中
心
概
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念
で
も
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
Ｘ
（
国
家
）
が
自
律
的
で
あ
れ
ば
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
外
の
「
物
音
」
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
自
律
や

自
立
は
、
い
わ
ば
自
給
自
足
的
な
因
果
関
係

self-contained
causality

（

）
で
構
成
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
、

経
済
の
よ
う
な
他
分
野
を
分
け
隔
て
る
、
様
々
な
境
界

boundary

（

）
線
を
引
い
て
い
る
。

自
律
の
概
念
は
、
国
家
の
「
外
部
」
か
ら
影
響
さ
れ
ず
「
自
由
に
判
断
し
行
動
す
る
こ
と
」
と
し
て
、
三
つ
の
観
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

第
一
は
、
社
会
か
ら
派
生
す
る
圧
力
を
超
え
て
「
実
行
す
る
行
動
力

exerting
leverage

（

）」
や
、
状
況
か
ら
「
う
ま
く
切
り
抜
け
る

こ
と

w
inning

out

（

）」
と
い
う
国
家
の
方
針
に
か
か
わ
る
。
国
家
指
導
者
は
私
益
か
ら
の
圧
力
を
排
し
な
が
ら
、
自
己
の
意
思
と
公
共

政
策
を
貫
徹
す
る
。

第
二
の
観
点
は
、
ひ
と
つ
の
集
団
や
集
団
連
合
に
左
右
さ
れ
な
い
国
家
の
行
動
で
あ
る
。
国
家
は
、
社
会
の
利
益
が
明
ら
か
で
な
い

か
ぎ
り
、
そ
の
経
済
利
益
に
応
じ
な
い
。
こ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
が
言
う
「
対
立
す
る
階
級
勢
力
の
均
衡
」、
あ
る
い
は
多
元
主

義
者
の
「
集
団
勢
力
の
ベ
ク
ト
ル
が
ゼ
ロ
」
で
あ
る
場
合
を
指
す
。
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
基
本
は
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
統

制
主
義
か
ら
す
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
し
て
も
多
元
主
義
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
社
会
意
思

socialw
ill

（

）」
が
国
益
と
関
連
し

て
説
明
さ
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
公
共
選
択
理
論
は
、
そ
の
条
件
（
が
社
会
全
体
と
し
て
選
択
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
の
）
で
、
国
家
と

社
会
の
利
害
を
め
ぐ
る
関
係
を
明
確
に
で
き
な
い
、
つ
ま
り
大
ざ
っ
ぱ
す
ぎ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
国
家
は
、
私
的
領
域
が
全
体
的
立
場

と
し
て
行
動
で
き
な
い
理
由
で
、
自
ら
の
判
断
で
企
画
、
行
動
す
る
。

第
三
の
観
点
は
、
圧
力
に
抵
抗
す
る
国
家
の
能
力
（
量
）
に
関
す
る
主
張
で
あ
る
。
こ
の
観
点
は
「
強
い
国
家
‐
弱
い
社
会
」
論
に

結
び
つ
く
。
強
い
国
家
は
、
同
時
に
自
身
へ
の
圧
力
に
抵
抗
し
、
公
共
政
策
の
主
導
権
を
執
る
こ
と
が
で
き
る
。
弱
い
国
家
は
、
特
定

の
経
済
利
益
か
ら
の
圧
力
に
「
埋
没
し
て
し
ま
う

cave
in

（

）」
恐
れ
が
あ
る
。
利
益
代
表
が
適
切
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
政
治
過
程

の
俎
上
に
載
せ
る
と
、
他
の
多
数
の
利
益
を
排
除
す
る
こ
と
に
な
る
。
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国
家
の
方
針
・
行
動
・
主
張
を
特
別
扱
い
、
つ
ま
り
例
外
と
み
な
す
こ
と
は
、
社
会
に
由
来
す
る
政
治
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
考
察
す
る
方

法
と
関
係
を
除
外
す
る
こ
と
に
な
る
。
利
益
を
政
治
に
関
係
づ
け
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
利
益
を
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
託
し
、
そ
こ
に
ア
ク

タ
ー
の
私
的
利
益
を
公
共
政
策
に
混
入
さ
せ
る
。
通
常
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
行
動
、
利
益
と
ア
ジ
ェ
ン
ダ
、
そ
し
て
利
益
と
私
的
状
況
は

連
結
し
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
、
多
元
主
義
、
公
共
選
択
論
な
ど
の
諸
理
論
は
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
社
会
に
お
け
る
私
的
状
況
の
現
わ

れ
と
扱
う
。
マ
ル
ク
ス
主
義
で
は
こ
の
状
況
は
物
質
的
・
客
観
的
、
多
元
主
義
理
論
で
は
こ
の
状
況
は
主
観
的
で
あ
る
。
両
例
で
は
、

社
会
的
な
相
互
作
用
、
制
度
、
そ
し
て
秩
序
は
、
私
益
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
行
動
と
説
明
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
国
家
の
自
律
性
は
、

①
経
済
に
は
影
響
さ
れ
な
い
行
動
、
そ
し
て
②
国
家
を
特
別
視
す
る
こ
と
を
保
証
さ
れ
る
。

二

国
家
統
制
主
義

国
家
の
自
律
性
は
、
社
会
中
心
理
論

society-centered
theory

（

）
と
結
び
つ
く
因
果
関
係
の
流
れ

causalflow

（

）
を
拒
否
す
る
。
国

家
中
心
主
義
は
、
私
益
に
還
元
で
き
な
い
国
益
を
め
ぐ
る
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
様
々
な
方
法
で
追
求
す
る

Caporaso
and
Levine,1992:188-

［

191

］。
こ
の
国
家
中
心
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ク
ラ
ズ
ナ
ー
の
見
解
か
ら
も
う
少
し
詳
し
く
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ク
ラ
ズ
ナ
ー
は
国
家
の
独
特
な
性
格
を
説
明
す
る
。
彼
は
、
国
家
を
特
定
の
社
会
集
団
が
も
ち
え
な
い
強
制
や
目
的
、
そ
し
て
特
有

な
正
当
性
を
も
つ
役
割
と
制
度
の
セ
ッ
ト
と
認
識
す
る

K
raser,1978:10

［

］。
彼
は
、
個
人
、
集
団
、
階
級
と
い
う
単
位
で
な
く
、
役

割
と
制
度
を
私
的
性
格
よ
り
、
む
し
ろ
公
的
性
格
の
目
標
と
目
的
で
国
家
に
政
治
権
力
を
集
中
さ
せ
る
実
体
と
国
家
を
想
定
す
る
。
彼

は
、
個
人
や
集
団
の
要
望
の
総
和
を
国
家
の
要
望
と
す
る
こ
と
を
誤
り
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
反
対
に
国
家
目
的
が
政
治
共
同
体
と
し

て
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福

utility

（

）」
を
国
家
全
体
の
利
益
と
認
識
す
る
。

政
治
共
同
体
（
こ
の
場
合
、
国
民
国
家
）
の
メ
ン
バ
ー
の
私
的
幸
福
の
総
計
を
国
益
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
確
か
に
、
個
々
の
共
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同
体
は
国
家
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
る
価
値
に
依
存
す
る

K
rasner,1978:12

［

］。
国
家
は
国
益
の
条
件
で
定
義
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

国
家
は
、
政
治
共
同
体
が
決
定
す
る
価
値
を
割
り
当
て
る
制
度
（
ま
た
は
制
度
の
セ
ッ
ト
）
で
あ
る
。
国
家
は
国
益
を
定
義
づ
け
、
能
力

が
国
家
の
方
針
・
主
張
・
行
動
を
明
確
に
す
る
。
当
然
、
国
益
が
存
在
し
な
い
な
ら
、
国
家
は
存
在
で
き
な
い
。

国
益
の
概
念
は
国
家
制
度
と
は
別
に
議
論
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
国
益
は
決
定
作
成
者
の
選
択
と
そ
の
帰
納
的
な
結
果
に
定

義
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
結
果
的
に
満
足
で
き
る
心
理
的
様
相
か
ら
、
富
を
増
や
し
、
反
対
勢
力
を
弱
体
化
し
、
領
域
を
拡
大
し
、

そ
し
て
自
己
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
公
平
性

justice

（

）
を
確
立
す
る
ま
で
を
目
的
と
す
る
。
国
家
目
標
が
「
権
力
と
利
益
」
と
結
び
つ

く
と
、
予
定
し
た
国
益
と
一
致
す
る

K
raser,1978:13-14,33

［

］。

政
治
と
経
済
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
、
ど
の
程
度
役
立
つ
の
か
？
そ
れ
は
国
家
と
経
済
の
関
係
を
区
別
す
る
根
拠
を
示
唆
す

る
。
当
然
な
が
ら
、
国
家
の
み
が
そ
の
目
的
で
あ
る
国
益
を
実
行
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

国
家
統
制
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ

statistapproach

（

）
は
、
国
家
が
優
位
に
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
国
家
と
社
会
の
対
立
を
認
め
な
い
。

国
家
を
政
府
の
行
政
部
と
国
家
部
門
に
限
定
す
る
と
、
多
く
の
分
野
は
社
会
の
あ
る
一
部
に
か
か
わ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
国
内
政
策
の
一

部
が
国
益
と
し
て
拡
大
さ
れ
て
も
、
政
府
の
「
公
的
部
分
」
は
社
会
か
ら
独
立
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
国
家
は
、
経

済
と
の
関
係
で
産
業
競
争
力
を
最
大
化
す
る
こ
と
に
尽
力
し
、
物
価
の
安
定
化
を
試
み
、
資
源
供
給
の
確
保
す
る
こ
と
な
ど
で
は
、
あ

る
部
分
的
な
利
害
関
係
で
な
く
、
全
体
的
な
利
益
の
た
め
に
努
力
す
る
。
そ
の
た
め
に
も
国
家
の
自
立
と
安
全
保
障
と
い
う
よ
り
上
位

の
利
益
を
重
視
す
る

K
rasner,1978:331

［

］。

国
家
の
自
律
性
は
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
意
思
の
遂
行
の
観
点
か
ら
、
二
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
第
一
は
、
個
々
の
国
家
的
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ

は
社
会
の
特
定
集
団
・
階
級
の
私
益
を
投
影
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
国
家
の
意
思
を
遂
行
す
る
た
め
に
効
率
的
な
能
力
が
あ

る
こ
と
で
あ
る

Caporaso
and
Levine,1992:191-196

［

］。
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国
家
の
自
律
権
は
、
そ
の
行
動
の
源
泉
が
外
的
に
依
存
し
な
い
と
き
存
在
す
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
国
家
の
経
済
へ
の
優
位
の
条
件

で
国
家
の
自
治
権
を
定
義
す
る
際
、
自
律
性
の
あ
る
国
家
は
考
慮
す
べ
き
点
が
あ
る
。
第
一
に
、
自
律
権
の
あ
る
国
家
は
国
民
を
配
慮

す
る
こ
と
で
あ
る
。
民
主
国
家
で
あ
れ
ば
、
い
っ
そ
う
国
家
は
国
民
を
等
閑
視
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
支
配
者
と
被
支
配
者
と
の
応

答
性

responsiveness

（

）
の
関
係
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
応
答
性
が
国
家
行
動
に
影
響
し
、
国
家
と
国
民
と
の
意
思
疎
通
が
図
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
国
家
だ
け
が
国
民
の
利
益
を
識
別
で
き
る
機
関

agent

（

）
と
な
る
。

国
家
の
自
律
性
は
そ
の
方
法
的
な
困
難
さ
が
つ
き
ま
と
う
。
そ
れ
は
国
家
が
自
治
的
に
な
れ
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
を
意
味
す

る
の
だ
ろ
う
か
？
国
家
が
社
会
と
は
別
の
選
択
を
し
、
そ
れ
を
実
行
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
閉
鎖
的
な
決
定
に
な
り
は
し
な
い
か
？
国
家

が
社
会
的
条
件
で
自
ら
の
活
動
を
測
定
し
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
行
動
を
修
正
し
な
い
な
ら
、
国
家
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
決
定
し
行

動
で
き
る
の
か
？
国
家
が
選
択
を
専
制
的
に
形
成
し
、
社
会
を
考
慮
し
な
い
場
合
、
そ
の
意
図
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
へ
の
回
答
は
、
国
家
の
自
律
概
念
に
、
そ
し
て
私
た
ち
に
と
く
に
国
家
と
経
済
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
に
顕
在
化
す

る
。
他
の
理
論
と
比
較
し
て
国
家
の
自
律
性
の
特
質
を
考
え
て
お
こ
う
。

国
家
統
制
主
義
は
三
つ
の
理
由
で
自
由
主
義
と
一
致
し
な
い
。
第
一
に
、
利
益
集
団
理
論
で
は
、
政
策
決
定
者
に
そ
の
利
益
集
団
が

表
現
し
た
い
目
標
を
遂
行
す
る
、
客
観
的
な
環
境
を
説
明
で
き
そ
う
に
な
い
。
集
団
理
論
は
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
の
観
点
か
ら
政
治
を
考

察
す
る
。
公
的
機
関
に
い
る
政
策
決
定
者
は
国
益
と
い
う
観
点
か
ら
判
断
を
下
す
。
し
か
し
、
利
益
集
団
は
、
社
会
の
一
部
を
反
映
す

る
だ
け
で
あ
る
。
第
二
に
、
強
力
な
利
益
集
団
と
国
家
の
対
立
に
か
か
わ
る
。
そ
の
状
況
の
も
と
、
多
元
主
義
的
視
点
は
、
私
的
利
益

が
基
本
的
な
思
考
と
な
る
。
あ
る
利
益
に
対
抗
す
る
潜
在
的
集
団
は
、
社
会
全
体
で
の
均
衡
を
図
る
社
会
状
況
を
説
明
す
る
が
、
一
時

的
、
組
織
的
、
系
統
的
で
し
か
な
い
。
確
か
に
、
公
共
的
な
規
範
を
侵
害
す
る
な
ら
、
潜
在
的
集
団
は
始
動
す
る
。
現
在
、
潜
在
的
集

団
の
影
響
力
が
明
確
に
提
示
さ
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
第
三
に
、
規
範
的
な
立
場
か
ら
、
自
由
主
義
理
論
が
示
す
目
標
は
国
益
と
は
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結
び
つ
か
な
い
。

国
家
統
制
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主
義
と
区
別
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
国
家
に
あ
る
軍
事
力
の
行
使
を
要
件
と
す
る
。
国
家
が
強
制
手
段
を

使
用
す
る
際
、
そ
の
対
象
の
重
要
度
に
お
い
て
使
用
段
階
は
区
分
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
軍
事
力
は
最
終
手
段
で
あ
る
。
軍
事
力

の
行
使
は
直
接
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
目
標
の
達
成
に
関
連
す
る
。
そ
の
手
段
は
、
政
策
決
定
者
の
価
値
観
の
表
明
と
し
て
、
国
益
に
根
ざ

し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
主
義
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
取
り
扱
う
の
か
？
マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ
れ
ば
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が

社
会
的
な
首
尾
一
貫
性
を
、
国
家
が
行
使
す
る
、
と
説
明
す
る
。
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
唯
物
論
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
資
本
主
義
社
会
内
に
あ
る
搾
取
状
態
を
暴
露
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
規
定
さ
れ
た
行
動
が
国
内
の
社

会
構
造
を
掘
り
崩
す
な
ら
、
例
え
ば
物
価
上
昇
、
低
下
す
る
株
式
市
場
、
通
貨
変
動
、
同
盟
国
と
の
緊
張
、
そ
し
て
国
内
不
安
な
ど
国

益
と
対
極
の
事
情
を
説
明
し
え
て
も
、
そ
の
際
、
国
家
を
国
益
と
秩
序
の
関
係
の
観
点
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
主
義
は
説
得
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
？

国
家
統
制
主
義
で
は
、
国
益
と
結
び
つ
く
目
的
を
設
定
し
遂
行
で
き
る
と
す
る
、
自
律
的
な
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
と
国
家
は
取
り
扱
わ

れ
る
。
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、
国
策
の
決
定
者
は
、
あ
る
時
点
で
、
中
央
政
府
内
で
あ
る
立
場
を
占
め
る
公
人
の
活
動
と
み
な
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
近
代
で
あ
れ
ば
君
主
や
貴
族
、
現
在
で
は
大
統
領
職
や
首
相
職
な
ど
の
閣
僚
職
、
そ
れ
に
関
与
す
る
省
庁
、
そ
れ
を
支
え
る

官
僚
で
あ
る
。
中
心
的
な
政
策
決
定
者
に
は
、
外
国
の
ア
ク
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
国
内
の
ア
ク
タ
ー
と
の
対
立
や
衝
突
で
国
益
の
推
進

上
の
阻
害
要
因
を
排
除
し
、
か
つ
そ
れ
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
家
に
は
、
そ
れ
が
可
能
と
な
る
物
理
的
強
制
力
が
国
家
に

担
保
さ
れ
て
い
る
。

自
由
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
国
家
で
な
く
社
会
に
焦
点
を
当
て
て
、
社
会
に
存
続
す
る
集
団
や
階
級
の
利
益
を
強
調
す
る
。
だ
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か
ら
、
両
理
論
は
国
益
の
概
念
を
重
視
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
国
益
を
重
視
す
る
か
否
か
で
、
国
家
統
制
主
義
は
、
自
由
主
義
と
マ

ル
ク
ス
主
義
と
は
解
釈
上
で
は
一
致
し
な
い
点
が
多
々
あ
る
（
表
1
参
照
）。
た
だ
、
構
造
的
マ
ル
ク
ス
主
義
と
国
家
統
制
主
義
を
区
別

す
る
の
は
、
国
家
の
自
立
性
の
承
認
と
い
う
点
で
、
困
難
で
あ
る
け
れ
ど
、
政
策
決
定
者
が
経
済
的
か
、
戦
略
的
か
の
目
標
と
は
異
な

る
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
野
望
を
重
視
す
る
点
で
両
理
論
で
は
、
自
律
し
た
国
家
が
担
当
す
る
こ
と
が
一
致
す
る

K
rasner,1978:

［

31-33

］。
現
代
マ
ル
ク
ス
主
義
で
は
、
国
家
は
、
あ
る
程
度
自
立
し
て
い
る
と
は
い
え
、
支
配
階
級
の
意
を
受
け
て
政
策
を
実
施
す
る
、

と
こ
ろ
が
国
家
が
統
制
す
る
立
場
で
は
、
国
家
自
身
が
社
会
か
ら
超
越
す
る
立
場
で
国
益
を
政
策
に
変
換
す
る
。
次
に
政
策
へ
の
「
変

換
装
置
役
と
し
て
の
国
家

state
as
transform

er
（

）」
を
考
え
て
お
こ
う
。

三

変
換
装
置
役
と
し
て
の
国
家

ス
コ
ッ
チ
ポ
ル
は
国
家
の
歴
史
・
組
織
的
視
点
か
ら
議
論
を
展
開
す
る
。
そ
れ
は
、
行
政
、
警
察
、
軍
事
の
組
織
の
セ
ッ
ト
と
一
致

し
、
行
政
権
威
を
長
と
す
る

Skocpol,1979:29

［

］。
こ
れ
ら
の
組
織
は
特
定
の
歴
史
条
件
の
も
と
で
到
達
す
る
政
治
的
な
支
配
力
か
ら

形
成
さ
れ
る
。
個
々
の
国
家
が
歴
史
的
に
特
有
な
構
造
で
あ
っ
て
も
、
国
家
は
次
の
よ
う
な
点
で
政
策
に
共
通
し
て
影
響
を
与
え
る
。

国
家
構
造
は
政
治
を
通
じ
て
需
要
・
要
求
を
注
入
す
る
手
助
け
を
す
る

W
eir
and
Skocpol,1985:118

［

］。

各
国
家
構
造
の
ち
が
い
は
、
国
家
ご
と
に
自
律
性
が
あ
る
た
め
、
異
な
る
基
礎
と
そ
れ
に
も
と
づ
い
た
結
果
を
も
た
ら
す
。
経
済
は

完
全
な
独
立
体

entity

（

）
と
し
て
存
在
で
き
な
い
。
国
家
は
、
社
会
が
従
属
変
数
と
し
て
国
家
に
貢
献
す
る
よ
う
に
、
社
会
の
構
成
づ

く
り
に
か
か
わ
る

K
atzenstein,1978a:12

［

］。
ま
た
、
政
策
結
果
が
国
家
組
織
の
性
格
に
依
存
す
る
の
で
、
国
家
は
そ
れ
自
身
の
論
理

と
利
益
を
も
つ
独
立
変
数
と
し
て
取
り
扱
か
わ
れ
る
。

ス
コ
ッ
チ
ポ
ル
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
国
家
の
あ
り
方
を
公
職
者
や
そ
の
他
の
い
ず
れ
か
の
個
人
的
選
好
に
還
元
す
る
こ
と
を
認
め
な
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い
。
国
家
は
、
そ
の
活
動
を
適
切
に
、
正
確
に
伝
搬
す
る
よ
う
に
考
案
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
勢
力
に
影
響
さ
れ
ず
、
単
に
社
会

勢
力
の
一
部
で
も
あ
り
え
な
い
。
国
家
は
、
支
配
構
造
、
つ
ま
り
行
動
す
る
能
力
（
量
）
を
も
ち
、
そ
し
て
社
会
を
支
配
下
に
お
い
て

い
る
。

Ｐ
・
カ
ッ
ツ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
国
家
の
自
律
性
と
い
う
語
彙
を
使
用
し
な
い
が
、
彼
の
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
モ
デ
ル
は
国
家

の
自
律
性
の
代
替
的
な
考
え
方

alternative
idea

（

）
に
そ
の
概
念
を
使
用
す
る
。
そ
れ
は
、
国
家
と
社
会
と
の
相
違
を
強
調
す
る
こ
と

で
分
析
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
、
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
政
策
形
成
に
と
も
に
関
与
す
る
国
家
の
側
か
ら
、
社
会
集
団

と
制
度
に
言
及
す
る

K
atzenstein,1978:19

［

］。
彼
は
、
各
国
の
「
権
力
と
豊
か
さ

pow
er
and
plenty

（

）」
の
あ
り
様
の
ち
が
い
を
指

摘
す
る
。「
な
ぜ
、
石
油
危
機
の
よ
う
な
全
世
界
の
各
国
に
共
通
す
る
『
挑
戦
』
は
、
国
際
政
治
経
済
に
お
い
て
、
各
国
家
に
異
な
る

対
応
を
示
す
の
か
？
」
で
あ
る

K
atzenstein,1978a:3
［

］。
彼
に
よ
れ
ば
、
国
家
の
自
律
性
が
国
際
経
済
的
な
刺
激
と
、
国
内
の
戦
略

や
政
策
と
の
間
の
決
定
的
な
媒
介
変
数
の
ち
が
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
経
済
外
交
政
策
は
、
国
内
構
造
に
規
定
さ
れ
る
。

構
造
の
中
心
に
統
治
（
支
配
）
連
合
と
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
す
る
。
統
治
連
合
は
、
実
質
的
利
益
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
観
に
よ
っ

て
、
政
治
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
。
そ
こ
で
は
、
政
治
（
＝
国
家
）
は
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ
る
。
国
家
権
力
は
相
対
的
自
律
性

を
有
す
る
。
そ
の
自
律
性
を
論
じ
る
際
に
は
、
国
家
ご
と
に
よ
っ
て
、
ち
が
い
が
生
じ
る
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る

K
atzenstein,

［

1978a:20

］。
だ
か
ら
、
国
家
が
様
々
な
政
策
の
変
換
役
で
あ
る
。

各
国
内
構
造
は
、
政
策
結
果
の
相
違
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、（
た
と
え
多
民
族
国
家
で
あ
っ
て
も
）
社
会
か
ら
発
す
る
要
求
や
不

安
を
国
家
の
動
向
に
転
換
す
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
社
会
の
あ
る
部
分
は
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
変
換
さ
れ
て
い
る
。
国
家

間
を
比
較
す
る
と
、
様
々
な
政
策
結
果
の
実
態
で
の
相
違
に
現
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
完
全
雇
用
を
優
先
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

「
選
択
」
に
対
し
て
、
低
イ
ン
フ
レ
率
を
も
た
ら
す
政
策
の
（
西
）
ド
イ
ツ
の
「
選
択
」
な
ど
の
ち
が
い
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
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政
策
に
か
か
わ
る
要
因
を
考
慮
し
て
も
、
国
家
構
造
と
い
う
独
立
変
数
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

Ｐ
・
グ
ウ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
自
律
性
あ
る
国
家
が
社
会
に
対
立
、
離
反
し
た
存
在
で
は
な
い
と
い
う
出
発
点
か
ら
説
明
す
る

Gourevitch,

［

1986
］。
第
一
に
、
国
家
は
社
会
的
基
礎
を
形
成
す
る
際
に
関
与
す
る
。
介
入
は
し
ば
し
ば
規
制
す
る
か
方
向
づ
け
る
、
複
雑
な
支
配
力

を
発
揮
す
る
。
第
二
に
、
国
家
の
自
律
性
は
高
度
に
積
極
的
国
家
に
よ
り
結
び
つ
い
て
い
る
。
国
家
は
、
と
り
わ
け
危
機
の
時
代
に
お

い
て
、
主
導
権
を
執
る
。
国
家
は
、「
歴
史
を
変
更
す
る
」
契
機
に
は
、
決
定
的
な
行
動
を
と
る
。
つ
ま
り
、
国
家
の
自
律
性
は
、
社

会
か
ら
超
然
と
し
て
い
な
が
ら
、
社
会
全
体
を
左
右
す
る
と
因
果
関
係
で
は
結
び
つ
い
て
い
る

Gourevitch,1986:230

［

］。

国
家
の
概
念
は
、
こ
の
組
織
・
構
造
的
な
役
割
を
果
た
す
の
か
？
D
・
ル
ー
シ
ェ
マ
イ
ヤ
ー
と
Ｐ
・
Ｅ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
国
家
活
動
は
、
国
家
機
構

apparatus

（

）
内
部
だ
け
に
留
ま
る
の
で
な
く
、
市
民
社
会
の
全
体
利
益

generalinterest

（

）
に

影
響
す
る

Rueschem
eyer

and
Evans,1985:47

［

］
の
で
、
国
家
が
国
益
と
定
義
す
る
な
ら
、
こ
の
こ
と
は
説
明
を
要
し
な
い
。
し
か

し
、
効
率
性
の
観
点
か
ら
述
べ
る
な
ら
、
国
家
は
自
ら
が
代
表
し
防
衛
す
る
社
会
に
適
合
す
る
国
益
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
国
家
の
自
律
性
は
存
立
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
［
岩
崎
、
一
九
五
八
：
第
三
章
参
照
］。

国
家
と
経
済
、
す
な
わ
ち
公
私
間
の
区
別
の
た
め
の
歴
史
・
構
造
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
引
用
す
る
の
は
な
ぜ
か
？
国
家
の
基
本
的
な
概

念
枠
組
み
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
見
解
か
ら
説
明
で
き
る
。
そ
れ
は
、
正
当
な
支
配
力
の
手
段
、
権
力
、
そ
し
て
行
為
主
体
が
加
わ
っ
た

組
織
的
な
構
造
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
決
定
が
強
制
的
な
諸
機
関
が
と
も
に
も
つ
法
の
権
威
と
正
当
な
支
配
と
い
う
後
ろ
盾
を
も
た

ら
す
組
織
、
つ
ま
り
国
家
が
中
心
的
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
社
会
は
決
定
が
公
的
な
権
威
を
も
た
な
い
行
為
主
体
と
そ
の
組

織
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
厳
密
な
法
的
意
味
で
は
、「
社
会
」
は
任
意
団
体

volantary
association

（

）
か
ら
成
立
す
る
。
そ
の
団
体
（
ま
た

は
そ
の
関
係
）
が
社
会
の
あ
る
役
割
を
果
た
す
と
は
い
え
、
公
的
な
意
味
で
、
正
当
な
支
配
力
と
は
言
え
そ
う
に
な
い
。
国
家
は
、
そ
の

上
位
に
あ
る
正
当
な
支
配
力
を
所
持
し
、
そ
し
て
各
自
の
決
定
を
実
現
す
る

V
gl.W

eber,1966
［

］。
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確
か
に
、
抽
象
的
に
は
国
家
が
中
心
ア
ク
タ
ー
と
し
て
判
断
し
、
決
定
し
、
行
動
す
る
と
説
明
で
き
て
も
、
実
際
に
だ
れ
が
国
家
を

直
接
指
揮
す
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
行
き
つ
く
。
例
え
ば
、
カ
ッ
チ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
指
摘
す
る
、
国
家
指
導
の
統
治
連
合
は
、

支
配
階
級
と
政
治
権
力
ブ
ロ
ー
カ
ー
（
政
党
政
治
家
、
政
府
機
関
、
金
融
機
関
、
産
業
組
織
な
ど
）
の
合
わ
さ
っ
た
存
在
で
あ
る
、
と
述
べ

る
。ウ

ェ
ー
バ
ー
は
、
重
商
主
義
が
「
資
本
主
義
的
営
利
経
営
の
政
治
へ
の
転
用
」
で
あ
る
、
と
論
じ
る
。
現
実
主
義
的
な
政
治
の
場
に

お
い
て
は
、
営
利
経
営
は
政
治
的
な
傾
向
を
帯
び
る
。
国
際
経
済
に
し
て
も
、
国
際
政
治
に
し
て
も
、
国
家
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
［
ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
、
一
九
八
九
：
一
九
四
］。
国
家
が
政
治
経
済
の
中
心
的
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
。
具
体
的
に
国
家
を
運
営
す
る

機
関
、
代
表
者
、
集
団
な
ど
は
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
。
そ
の
点
を
強
調
す
る
と
、
国
家
は
社
会
に
支
配
さ
れ
る
ア
ク
タ
ー
と

な
っ
て
し
ま
う
。
個
々
の
政
策
と
決
定
の
関
係
の
点
だ
け
を
採
り
上
げ
る
と
、
自
由
主
義
や
マ
ル
ク
ス
主
義
と
支
配
の
場
面
で
は
変
わ

ら
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
つ
ま
り
、
国
家
の
社
会
へ
の
優
位
は
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
部
分
的
な
観
点
で
あ
っ
て
、
全
体
的

な
視
点
か
ら
み
る
べ
き
で
あ
る
。

全
体
的
構
成
を
解
く
カ
ギ
は
正
当
化
の
二
つ
の
確
認
を
必
要
と
す
る
。
第
一
の
確
認
は
、
国
家
に
帰
属
す
る
支
配
力
は
正
当
化
さ
れ

る
こ
と
が
で
き
る
か
？
国
家
が
具
体
化
す
る
正
当
化
の
意
味
、
そ
し
て
国
家
が
そ
れ
に
固
執
す
る
意
義
は
あ
る
。
第
二
の
確
認
は
、
国

家
が
付
与
さ
れ
た
理
念
に
国
家
は
服
従
す
る
か
？
正
当
化
は
歴
史
的
な
側
面
を
も
つ
け
れ
ど
、
そ
れ
は
あ
る
時
点
の
事
実
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
そ
の
あ
り
方
は
ひ
と
つ
の
理
念
に
国
家
行
動
を
関
係
づ
け
る
。
こ
の
理
念
は
正
当
性
の
原
動
力
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
①
（
私
益

で
あ
る
意
味
で
）
社
会
内
で
も
な
く
、
②
国
家
構
造
の
発
展
を
阻
害
す
る
こ
と
で
も
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
正
当
性
は
、
国
家
に
全

体
と
し
て
、
公
的
な
目
的
や
理
念
の
意
味
を
付
与
さ
せ
、
そ
し
て
国
家
と
社
会
の
上
下
関
係
を
再
考
察
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
ス
コ
ッ

チ
ポ
ル
は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。「
ど
ん
な
国
家
も
最
初
に
そ
し
て
根
本
的
に
社
会
か
ら
資
源
を
抽
出
す
る
能
力
が
あ
る
行
政
組
織
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を
設
置
し
、
そ
し
て
国
家
を
支
援
す
る
組
織
を
配
置
す
る
」Skocpol,1972:29

［

］。
こ
の
指
摘
は
、
国
家
を
（
資
源
の
た
め
の
競
争
シ
ス
テ

ム
）
社
会
内
へ
の
分
配
の
主
導
的
ア
ク
タ
ー
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
傾
向
は
特
有
の
歴
史
経
験
的
な
制
度
を
も
つ
国
家
へ
の

理
念
と
な
っ
て
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

仮
に
国
家
が
私
益
を
容
易
に
す
る
組
織
を
構
成
し
て
い
る
と
な
る
と
、
国
家
の
自
律
性
を
根
拠
づ
け
る
の
に
不
十
分
な
効
果
を
生
じ

さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
国
家
を
別
の
組
織
や
集
団
と
同
等
に
扱
う
こ
と
は
、
国
家
と
社
会
の
区
別
を
あ
い
ま
い
に
す
る
。
国
家
が
資
源

を
め
ぐ
る
競
争
に
参
加
す
る
際
、
国
家
が
い
く
つ
か
の
点
で
利
益
集
団
に
類
似
す
る
点
は
否
定
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
国
家
は
、
そ

の
根
底
に
あ
る
価
値
や
規
範
を
保
存
す
る
際
に
、
自
己
利
益
や
行
動
以
上
の
存
在
で
あ
る
。
国
家
は
、
社
会
秩
序
の
理
念
的
（
ま
た
は

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
）
な
支
持
基
盤
や
、
そ
れ
へ
の
理
解
を
普
及
さ
せ
る
際
に
機
能
す
る
。
国
家
は
、
国
際
関
係
で
も
国
家
の
意
思
や
政

策
を
変
換
す
る
点
も
考
慮
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
新
重
商
主
義
が
国
際
政
治
に
お
い
て
中
心
的
ア
ク
タ
ー
と

捉
え
る
の
が
国
家
だ
か
ら
で
あ
る
。

国
際
社
会
は
、
ア
ナ
ー
キ
ー
な
世
界
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
自
力
と
自
助
を
不
可
欠
と
す
る
。
各
国
は
自
ら
の
力
に
よ
っ
て
、
そ
の
存

立
と
安
全
、
そ
し
て
繁
栄
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
国
の
政
策
で
は
、
軍
事
力
と
経
済
力
が
重
視
さ
れ
る
が
、
軍
事
力
の
重

視
か
ら
は
現
実
主
義
が
生
ま
れ
、
経
済
力
の
重
視
か
ら
重
商
主
義
が
成
立
す
る
。
か
つ
て
の
古
典
的
重
商
主
義
は
一
国
の
自
給
自
足
を

追
求
し
た
。
新
重
商
主
義
は
、
経
済
の
相
互
依
存
の
時
代
に
自
国
の
経
済
活
路
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
重
商
主
義
国
家
は
経

済
の
相
互
依
存
の
世
界
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
追
求
さ
れ
る
べ
き
は
、
自
国
に
と
っ
て
有
利
な
「
相
互
依
存
」
関
係
で

あ
る
。
現
代
の
新
重
商
主
義
は
、
政
府
の
産
業
政
策
に
よ
っ
て
、「
戦
略
産
業
」
を
設
定
し
、
基
幹
産
業
、
輸
出
産
業
、
軍
事
産
業
を

育
成
す
る
［
初
瀬
、
二
〇
一
二
：
三
‐
四
］。

現
実
主
義
的
な
視
点
か
ら
国
際
政
治
を
考
え
る
と
、
勢
力
均
衡
論
、
核
抑
止
論
な
ど
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
に
関
す
る
権
力
論
が
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中
心
理
論
と
な
る
。
対
外
経
済
政
策
で
は
重
商
主
義
、
外
交
論
と
し
て
の
国
益
論
な
ど
が
附
随
す
る
。

新
重
商
主
義
は
、
国
際
政
治
で
は
、
現
実
主
義
へ
の
認
識
と
一
致
す
る
点
が
あ
る
。
現
代
で
は
、
一
国
だ
け
の
パ
ワ
ー
だ
け
で
は
、

自
国
の
安
全
保
障
を
確
保
で
き
な
い
た
め
、
安
全
の
経
済
的
、
軍
事
的
、
政
治
的
な
国
際
レ
ジ
ー
ム

internationalregim
e

（

）
や
同
盟

を
国
家
間
で
創
設
し
、
自
国
が
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
握
り
、
そ
の
結
果
、
自
国
の
安
全
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る

cf.K
rasner,

［

1982

］。
そ
の
際
、
国
際
シ
ス
テ
ム
に
構
造
的
強
制
装
置
を
置
く
こ
と
で
、
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
修
正
す
る
。
こ
れ
は
ネ
オ
・
リ

ア
リ
ズ
ム
に
近
づ
く
。

重
商
主
義
を
考
え
る
場
合
、
国
家
が
自
国
の
強
化
と
独
立
へ
の
関
心
で
経
済
生
活
、
と
り
わ
け
海
外
貿
易
を
管
理
す
る
こ
と
で
、
そ

の
政
治
経
済
体
制
を
発
展
さ
せ
て
き
た
こ
と
も
考
慮
に
い
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
で
は
、
第
一
に
国
家
的
な
パ
ワ
ー

強
化
の
目
的
、
第
二
に
そ
の
パ
ワ
ー
の
真
の
基
礎
と
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
第
三
に
そ
の
土
台
を
保
障
し
、
拡
大
す
る
目
的
の
た
め
、

国
家
が
採
用
し
た
農
業
、
産
業
、
商
業
の
、
具
体
的
な
政
策
な
ど
が
含
ま
れ
る

H
orrocks,1925:1

［

］。
国
家
は
、
自
国
の
繁
栄
、
強
靭

さ
、
そ
し
て
独
立
の
関
心
か
ら
枠
組
み
づ
け
ら
れ
た
点
か
ら
、
パ
ワ
ー
を
追
求
す
る

H
orrocks,1925:

［

25

］。

（
̒
）

自
律
性
は
基
本
的
に
自
己
の
方
向
・
管
理
に
応
じ
た
行
為
で
あ
る
。
そ
の
制
度
は
そ
れ
自
身
の
事
情
を
規
制
す
る
前
提
条
件
を
と
も

な
う
。
ひ
と
つ
の
自
律
制
度
は
集
団
的
自
治
と
、
そ
の
集
団
の
個
々
の
メ
ン
バ
ー
の
自
己
の
方
向
・
管
理
と
を
区
別
す
る
こ
と
を
必
要

と
す
る
。
前
者
の
自
律
制
度
は
国
家
、
後
者
の
個
々
の
メ
ン
バ
ー
は
国
家
に
従
属
す
る
社
会
（
経
済
）
と
考
え
ら
れ
る
。
新
重
商
主
義

に
関
し
て
、
国
家
は
そ
れ
自
身
の
方
向
に
合
わ
せ
て
自
ら
の
社
会
や
他
国
に
様
々
な
資
源
を
求
め
る
「
選
択
」「
決
定
」「
投
資
」「
責

任
」
を
有
す
る
。
次
に
、
新
重
商
主
義
の
経
済
的
な
注
目
点
を
現
時
点
か
ら
考
察
し
て
お
き
た
い
。
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第
四
章

新
重
商
主
義
政
策
の
経
済
的
視
点

一

通
貨
政
策
を
め
ぐ
る
新
重
商
主
義
の
二
タ
イ
プ

金
融
経
済
は
、
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
と
各
国
通
貨
の
、
あ
る
時
点
で
の
優
劣
に
よ
る
国
際
的
な
文
脈
内
に
存
在
す
る
。
国
際
金
融
シ

ス
テ
ム
は
国
内
経
済
政
策
の
範
囲
を
限
定
し
た
り
、
国
外
経
済
政
策
を
拡
大
し
た
り
、
国
家
間
の
経
済
力
の
差
を
示
す
指
標
と
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
金
融
経
済
は
、
国
際
関
係
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
国
内
経
済
政
策
を
分
析
で
き
な
い

H
err,1997:124

［

］。

重
商
主
義
は
、
元
々
、
国
家
の
軍
事
目
的
や
王
侯
・
貴
族
の
寡
頭
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
貿
易
拡
大
を
狙
っ
た
政
治
経
済
シ
ス
テ

ム
で
あ
っ
た
。
そ
の
新
形
態
は
、
現
代
版
の
「
国
家
資
本
主
義
」、
あ
る
い
は
「
管
理
貿
易
論
」
な
ど
と
類
似
す
る
。
各
国
政
府
は
、

自
国
民
の
利
益
の
た
め
に
、
世
界
で
の
活
動
に
お
い
て
、
自
己
の
シ
ェ
ア
の
拡
大
を
目
的
と
考
え
る

Robinson,1973:5

［

］。
そ
れ
は
、

単
な
る
経
済
的
な
実
体
だ
け
で
は
な
く
、
国
益
を
擁
護
す
る
政
治
的
、
軍
事
的
な
ア
ク
タ
ー
の
積
極
的
な
行
為
で
も
あ
る
。
そ
の
形
態

は
、
一
見
、
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
に
反
す
る
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
多
国
籍
企
業

や
投
資
家
な
ど
の
国
民
の
一
部
を
い
か
に
優
遇
す
る
か
に
焦
点
を
あ
て
れ
ば
、
か
え
っ
て
、
現
代
国
家
は
貿
易
差
額
主
義
の
場
合
と
類

似
し
た
、
重
商
主
義
的
な
性
格
を
帯
び
る
こ
と
が
、
指
摘
さ
れ
る
［
柴
山
、
二
〇
一
二
：
九
二
、
一
〇
〇
］。

現
代
の
新
重
商
主
義
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
経
済
と
政
治
の
目
標
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
効
率
へ
の
配
慮
を
優
先
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、

国
際
収
支
の
黒
字
へ
の
願
望
、
失
業
や
イ
ン
フ
レ
の
輸
出
、
輸
入
制
限
、
輸
出
規
制
、
輸
出
シ
ェ
ア
の
拡
大
、
原
料
先
の
確
保
、
先
端

産
業
の
促
進
な
ど
を
追
求
す
る
点
に
み
ら
れ
る
。

新
重
商
主
義
者
の
世
界
観
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
時
代
に
あ
る
と
し
て
も
、
国
家
間
の
金
融
と
通
商
で
の
国
家
の
「
安
全
保
障
と

制
御
」
を
重
視
す
る
。
金
融
事
情
で
は
、
黒
字
は
最
優
先
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
国
家
は
黒
字
を
追
求
す
る
。「
ゼ
ロ
・
サ
ム
・
ゲ
ー
ム
」
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の
世
界
内
で
勝
者
と
敗
者
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
程
度
の
差
を
無
視
し
て
極
端
な
表
現
を
使
え
ば
、
軍
事
占
拠
を

通
じ
て
領
土
獲
得
と
、
公
海
で
の
海
賊
行
為
と
し
て
金
品
強
奪
と
あ
ま
り
に
ち
が
い
は
な
く
な
り
か
ね
な
い
。

新
重
商
主
義
、
経
済
支
配
、
そ
れ
に
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
は
相
互
関
連
す
る
。
新
重
商
主
義
は
、
継
続
的
な
通
貨
会
計
上
の
黒
字

（
ま
た
は
赤
字
）
に
帰
着
す
る
経
済
政
策
と
定
義
で
き
る
。
通
貨
会
計
上
の
黒
字
は
、
関
税
や
無
関
税
の
障
壁
、
ま
た
は
世
界
経
済
の
成

長
に
比
べ
国
内
の
成
長
、
為
替
レ
ー
ト
の
競
合
な
ど
と
関
係
す
る
。

現
在
の
新
重
商
主
義
の
あ
り
方
を
考
え
る
場
合
、
通
貨
政
策
と
い
う
指
標
か
ら
、
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
「
安

定
志
向
型
重
商
主
義

stability-oriented
m
ercantilism

（

）」、
も
う
ひ
と
つ
は
「
平
価
切
下
げ
志
向
型
重
商
主
義

devaluation-oriented

（

m
ercantilism

）」
で
あ
る
。
前
者
は
、「
経
常
会
計
上
の
黒
字
は
、
安
定
し
た
為
替
レ
ー
ト
か
通
貨
価
値
と
結
び
つ
く
」
場
合
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
例
え
ば
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
防
衛
的
重
商
主
義
的
な
日
本
や
ド
イ
ツ
に
該
当
す
る
。
後
者
は
、「
通
貨
会
計
上
の
黒
字
は
、

平
価
切
下
げ
と
結
び
つ
く
」
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
の
、
攻
撃
的
重
商
主
義
的
な
米
国
に
該
当
す

る
。国

際
金
融
シ
ス
テ
ム
は
二
つ
の
基
準
に
応
じ
て
分
類
で
さ
れ
る
。
単
一
通
貨
（
シ
ス
テ
ム
）
が
支
配
を
実
行
す
る
程
度
（
言
い
換
え
れ

ば
、
覇
権
的
通
貨
シ
ス
テ
ム
）、
そ
し
て
準
備
通
貨
国

reserve
currency

nation
（

）
の
貿
易
と
金
融
の
政
策
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

複
数
の
通
貨
が
支
配
的
な
多
通
貨
シ
ス
テ
ム
で
は
、
い
く
つ
か
の
準
備
通
貨
は
、
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
内
の
金
融
政
策
を
支
配
す
る
潜

在
能
力
を
保
持
し
て
い
る
。
一
方
で
、
単
一
通
貨
に
よ
る
覇
権
的
な
シ
ス
テ
ム
は
、
政
治
権
力
が
国
際
レ
ベ
ル
で
金
融
政
策
を
機
能
で

き
れ
ば
、
安
定
す
る
は
ず
で
あ
る
。
他
方
、
い
く
つ
か
の
通
貨
が
国
際
金
融
関
係
に
お
い
て
、
影
響
力
が
あ
る
自
国
通
貨
を
「
武
器
」

に
そ
の
通
貨
の
「
価
値
」
を
、
形
を
変
え
て
国
際
政
治
に
お
い
て
使
用
で
き
る
。
そ
の
点
を
承
認
す
る
な
ら
、
多
通
貨
シ
ス
テ
ム
は
国

際
経
済
関
係
を
不
安
定
に
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
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第
二
次
世
界
大
戦
後
に
設
置
さ
れ
た
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
は
、
米
国
の
経
済
、
政
治
、
軍
事
の
支
配
に
も
と
づ
い
て
、
ひ
と
り

勝
ち
の
基
軸
通
貨

key
currency

（

）
と
し
て
の
ド
ル
を
も
つ
覇
権
通
貨
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
米
国
は
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
ま
で

（
金
に
裏
づ
け
ら
れ
た
）
ド
ル
を
蓄
積
す
る
こ
と
を
他
国
に
容
認
し
、
経
常
勘
定
の
赤
字
に
移
行
し
た
。
ド
ル
は
、
高
い
「
価
値
」
を
維

持
す
る
た
め
に
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
を
自
制
し
、
準
備
通
貨
と
し
て
の
無
競
争
の
立
場
を
堅
持
で
き
た
。
し
か
し
、
米
国
の
金
融
と
貿

易
の
政
策
は
、
西
欧
諸
国
と
日
本
（
さ
ら
に
第
三
世
界
）
の
経
済
成
長
、
そ
し
て
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
変
化
し
て
き
た
。
そ

の
後
、
欧
州
諸
国
と
日
本
（
、
そ
れ
に
現
在
で
は
中
国
）
の
経
済
成
長
が
、
米
国
の
覇
権
的
な
地
位
を
揺
る
が
せ
る
の
は
必
然
的
で
あ
っ

た
。

二

安
定
志
向
型
重
商
主
義
と
平
価
切
下
げ
型
重
商
主
義

重
商
主
義
、
経
済
支
配
、
そ
し
て
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
は
相
関
関
係
に
あ
る
。
重
商
主
義
は
、
継
続
的
な
経
常
勘
定
の
黒
字
を
生
じ

る
経
済
政
策
と
定
義
で
き
る
。
経
常
勘
定
の
黒
字
は
、
実
際
の
為
替
レ
ー
ト
や
、
関
税
と
非
関
税
の
障
壁
の
成
果
で
あ
る
か
、
ま
た
は

世
界
経
済
の
景
気
動
向
と
関
連
し
て
の
国
内
の
成
長
の
帰
結
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
通
貨
の
「
価
値
」
は
、
経
常
勘
定
と
結
び
つ
く

が
ゆ
え
に
、
通
常
の
為
替
レ
ー
ト
を
自
国
優
先
的
に
す
る
。
経
常
勘
定
の
黒
字
が
為
替
レ
ー
ト
の
安
定
化
か
、
あ
る
い
は
通
貨
の
評
価

か
の
い
ず
れ
か
に
結
び
つ
く
な
ら
、
新
重
商
主
義
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
通
常
、
安
定
志
向
型
を
選
択
す
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
経
常
収
支
上
の
黒
字
が
安
定
し
た
為
替
レ
ー
ト
か
通
貨
価
値
か
と
結
び
つ
く
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
経
常
収
支
の
黒
字

が
平
価
切
下
げ
の
手
段
で
達
成
さ
れ
る
な
ら
、
そ
れ
は
平
価
切
下
げ
志
向
型
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

H
err,1997:135

［

］。

平
価
切
下
げ
型
重
商
主
義
は
、
定
期
的
な
平
価
切
下
げ

periodic
devaluation

（

）
で
、
意
図
的
に
経
常
収
支
の
黒
字
の
目
的
を
創
り

出
し
、
し
た
が
っ
て
自
国
通
貨
の
「
価
値
」
を
向
上
さ
せ
な
い
。
こ
の
政
策
は
国
内
雇
用
を
増
や
す
方
向
に
ギ
ア
を
入
れ
る
こ
と
に
な
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る
。
こ
の
政
策
は
、
国
内
生
産
者
の
競
争
力
を
改
善
し
、
そ
し
て
通
貨
の
評
判
を
高
め
る
か
も
し
れ
な
い
。
為
替
レ
ー
ト
が
う
ま
く
維

持
さ
れ
、
そ
し
て
経
常
勘
定
が
黒
字
に
な
る
な
ら
、
一
度
の
平
価
切
下
げ
は
、
安
定
志
向
型
重
商
主
義
に
転
換
で
き
る
。
平
価
切
下
げ

志
向
型
重
商
主
義
は
、
国
内
条
件
が
整
う
な
ら
、
通
貨
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
成
功
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
名
目
賃
金
が

厳
格
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
通
貨
の
低
下
か
ら
生
じ
る
実
質
所
得
の
下
落
が
労
働
者
に
認
め
ら
れ
、
そ
し
て
自
国
通
貨
の
信
頼
が
維

持
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
条
件
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
平
価
切
下
げ
型
重
商
主
義
の
採
用
は
、
短
期
間
の
例
外
と
み
な
さ
れ
る

H
err,1997:

［

141

］。
覇
権
的
な
通
貨
シ
ス
テ
ム
に
は
、
無
競
争
な
基
軸
通
貨
が
存
在
す
る
。
他
方
で
、
多
通
貨
シ
ス
テ
ム
は
、
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
内
で
、

金
融
政
策
に
影
響
す
る
潜
在
能
力
を
も
つ
。
多
通
貨
シ
ス
テ
ム
内
で
ひ
と
つ
の
通
貨
が
、
あ
る
時
期
に
お
い
て
、
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム

で
支
配
的
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
は
基
軸
通
貨
に
な
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
（
例
、
旧
マ
ル
ク
、
ユ
ー
ロ
、
円
、
最
近
で
は
人
民
元
）。
覇
権
国
は
、

現
実
の
国
際
政
治
経
済
の
関
係
に
お
い
て
、
金
融
分
野
を
支
配
す
る
だ
け
で
な
く
、
事
実
上
、
軍
事
的
、
政
治
的
な
パ
ワ
ー
を
も
っ
て

い
る
。
そ
の
国
力
は
他
国
を
金
融
政
策
で
束
縛
す
る
。
さ
ら
に
、
政
治
的
、
経
済
的
、
軍
事
的
に
支
配
す
る
国
は
、
通
貨
が
不
安
定
に

な
っ
た
と
し
て
も
、「
安
全
な
場
所

safe
haven

（

）」
で
自
国
の
有
利
さ
を
続
行
で
き
る

H
err,1997:143-144

［

］。

一
九
八
〇
年
代
、
米
国
は
、
債
務
国
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
の
通
貨
に
よ
り
債
務
に
陥
る
こ
と
に
な
っ
た
。
仮

に
重
商
主
義
国
が
低
い
貿
易
障
壁
と
自
由
な
資
本
移
動
を
採
用
す
る
な
ら
、
そ
の
通
貨
は
国
際
的
な
通
貨
に
発
展
す
る
。

他
方
、
平
価
切
下
げ
は
、
会
計
上
の
黒
字
の
保
存
か
、
創
造
か
を
目
指
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
る
国
の
通
貨
の
蓄
積
を
目
指
さ
な
い
。

こ
れ
は
、
国
内
生
産
者
の
競
争
力
を
改
善
し
、
通
貨
の
評
判
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

米
国
の
労
働
者
は
、
相
対
的
に
雇
用
が
確
保
さ
れ
る
と
考
え
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
雇
用
と
地
位
を
発
展
さ
せ
る
政
府
や
そ
の
政
策
を

自
己
の
立
場
で
判
断
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
彼
（
女
）
ら
は
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
志
向
す
る
［
荒
川
、
一
九
七
七
：
二
〇
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六
］。
米
国
政
府
は
こ
の
国
内
要
因
も
無
視
で
き
な
か
っ

た
。つ

ま
り
、
例
え
ば
賃
金
が
厳
格
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
、
通
貨
低
下
か
ら
生
じ
る
実
質
所
得
で
の
減
少
、
通

貨
の
安
定
に
よ
る
信
頼
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
価
切
下
げ
は
、
イ
ン
フ
レ
問

題
を
抱
え
る
国
に
は
適
用
で
き
そ
う
に
な
い

H
err,

［

1997:141

］。

二
つ
の
タ
イ
プ
を
考
え
る
と
、
一
九
八
〇
年
代
の
日

本
や
ド
イ
ツ
は
安
定
志
向
の
重
商
主
義
国
家
を
示
す
が
、

米
国
は
安
定
志
向
の
重
商
主
義
か
ら
、
レ
ー
ガ
ン
政
権

時
代
に
は
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
介
し
て
、
平
価
切
下
げ

の
重
商
主
義
に
移
行
し
た
。
平
価
切
下
げ
は
、
政
府
や

中
央
銀
行
が
他
国
通
貨
に
対
し
て
意
図
的
に
、
ま
た
は

事
実
上
、
自
国
通
貨
の
価
値
を
引
下
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
目
的
は
、
財
政
赤
字
の
縮
小
な
ど
に
あ
る
。
レ
ー

ガ
ン
政
権
は
、
大
幅
な
輸
入
超
過
で
経
常
収
支
の
赤
字

が
莫
大
と
な
り
、
政
策
協
調
と
し
て
円
高
・
ド
ル
安
路

第31巻――48

攻撃的重商主義防衛的重商主義タイプ

平価切下げ志向安定志向通貨措置

通貨会計上の黒字は、平価切下げと結
びつく。多通貨システム⇒事実上か結
果上か通貨価値の変動を是認する変動
相場制

経常会計上の黒字は、安定した為替レート
か通貨価値と結びつく。単一基軸通貨シス
テム⇒ある程度の固定相場制の是認

定義

戦略的通商主義
・管理貿易
・高い貿易障壁
・資本移動への制限

貿易障壁のあり方
↙ ↘

措置

選択主義
・高い貿易障壁
・資本移動への制限

互恵主義
・低レベルの貿易障
壁
・自由な資本移動

・適度なインフレのもとでの高（輸出
志向）成長
・意図的か結果的か近隣窮乏化政策

・高（輸出志向）成
長
・高価値の通貨蓄積

・外貨蓄積
・国際通貨の可能性
・低成長

効果

・1985年以降の米国（2017年以降のト
ランプ政権の政策を含める）
・戦後から1980年代半ばまでの日本
・最悪の場合、1930年代大恐慌時の世
界経済

・1970年代までの日
本
・1980年代以降の中
国

・1980年代以降の日
本

事例

出典、Herr,1997:136を一部修正・加筆

表２：通貨政策に関する二タイプの新重商主義



線
を
通
じ
て
、
平
価
切
下
げ
を
事
実
上
の
手
法
と
し
て
選
択
し
た
。
だ
か
ら
、
米
国
は
次
の
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
た
。

①
米
国
の
国
際
収
支
が
赤
字
で
な
け
れ
ば
、
流
動
性
（
外
貨
準
備
）
の
増
加
は
見
込
め
な
い
。

②
流
動
性
を
増
強
し
、
世
界
貿
易
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、
米
国
が
赤
字
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
米
国
の
赤
字
は
ド
ル
不
安
が
生

じ
る
。

③
赤
字
で
あ
れ
ば
ド
ル
の
信
認
は
低
下
し
て
、
ド
ル
は
国
際
的
な
流
動
性
を
失
う
。

資
本
主
義
諸
国
間
の
経
済
競
争
か
ら
自
国
の
富
を
守
る
姿
勢
が
、
安
全
保
障
に
影
響
す
る
。
重
商
主
義
や
地
経
済
的
な
認
識
が
広
ま
っ

た
。
そ
の
発
想
は
、
自
国
内
の
反
省
に
向
か
わ
ず
、
例
え
ば
一
九
八
〇
年
代
に
「
日
本
脅
威
論
」
を
喧
伝
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
［
山

本
、
二
〇
〇
九
：
一
三
］、
と
考
え
ら
れ
る
。

安
定
志
向
型
重
商
主
義
の
市
場
配
置
は
、
イ
ン
フ
レ
な
き
賃
金
増
と
安
定
し
た
国
内
物
価
に
依
存
す
る
。
高
成
長
は
安
定
し
た
労
働

コ
ス
ト
を
下
支
え
す
る
。
こ
の
配
置
は
国
家
の
外
貨
蓄
積
を
も
た
ら
す
。
結
果
と
し
て
、
安
定
志
向
は
、
相
対
的
に
低
い
金
利
に
よ
っ

て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
経
常
収
支
上
、
赤
字
や
弱
い
通
貨
を
も
つ
国
に
は
、
赤
字
を
処
理
す
る
資
本
を
輸
入
す
る
た

め
、
高
金
利
政
策
を
強
い
ら
れ
る

H
err,1997:135-136

［

］。

三

対
立
す
る
新
重
商
主
義
政
策
の
背
景

覇
権
国
は
、
国
際
的
な
経
済
的
安
定
に
向
け
て
中
立
・
客
観
的
な
調
整
役
を
演
じ
る
と
は
限
ら
ず
、
自
己
利
益
に
利
用
す
る
か
も
し

れ
な
い
。
ふ
た
つ
の
シ
ナ
リ
オ
が
想
定
さ
れ
る
。

第
一
シ
ナ
リ
オ
は
、
覇
権
国
が
重
商
主
義
政
策
を
積
極
的
に
遂
行
す
る
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
覇
権
国
の
政
策
が
世
界
経
済
に
は
逆
機

能
的
と
な
り
、
世
界
規
模
に
経
済
成
長
を
妨
げ
る
。
こ
れ
は
、
覇
権
国
が
安
定
志
向
型
重
商
主
義
の
政
策
を
追
求
す
る
場
合
に
お
い
て
、
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世
界
経
済
に
デ
フ
レ
傾
向
を
生
じ
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
覇
権
国
に
よ
る
（
事
実
上
も
含
め
て
）
平
価
切
下
げ
を
導
き
出
す
。
そ
れ
は
、

弱
い
国
々
に
経
常
収
支
の
赤
字
を
垂
れ
流
し
、
し
た
が
っ
て
国
際
収
支
の
危
機
を
生
じ
、
か
え
っ
て
基
軸
通
貨
を
不
安
定
に
す
る
こ
と

に
な
る
。
極
論
を
想
定
す
れ
ば
、「
近
隣
窮
乏
化
」
政
策
が
結
果
的
に
生
じ
る
。
私
た
ち
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
世
界
経
済
に
そ
の
事

例
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
二
は
イ
ン
フ
レ
気
味
の
基
軸
通
貨
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
基
軸
通
貨
が
利
己
的
に
振
る
舞
う
な
ら
、
覇
権
国
内
の

事
情
が
「
何
と
か
切
り
抜
け
る

m
uddling

through

（

）」
経
済
政
策
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、
一
九
六
〇
年
代
半

ば
以
降
、
米
国
が
実
証
し
た
事
例
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
い
ず
れ
か
そ
の
解
決
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
六
〇
年
代
前
半
ま
で
、
西
欧
諸
国
や
日
本
の
経
済
は
再
建
途
上
に
あ
っ
た
。
そ
の
時
代
で
は
、
米
国

経
済
の
優
位
は
揺
る
が
な
か
っ
た
。
西
欧
諸
国
と
日
本
は
次
第
に
、
経
済
的
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
た
。
そ
の
後
、
米
国
の
国
際
収
支

の
赤
字
が
増
加
し
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
に
、
米
国
は
戦
後
、
初
め
て
貿
易
赤
字
国
に
陥
っ
た
。
そ
し
て
、
米
国
の
政
策
は
国
益
志
向

に
な
っ
た
。
一
九
四
五
年
以
降
の
自
由
主
義
的
な
世
界
経
済
を
下
支
え
る
代
わ
り
に
、
米
国
は
「
略
奪
的
覇
権
国

predatory
hegem

on

（

）」

と
し
て
行
動
し
始
め
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
米
国
は
自
国
の
国
益
に
も
っ
と
関
心
を
も
ち
だ
し
、
開
放
的
な
世
界
経
済
の
擁
護
者
と
し

て
の
管
制
高
地

controlheight

（

）
の
立
場
を
失
い
始
め
、
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
パ
ワ
ー
・
プ
レ
ー
（
の
一
員
）
を
演
じ
始
め

た
。米

国
は
、
保
護
主
義
、
金
融
不
安
定
、
そ
し
て
経
済
危
機
に
応
じ
て
、
そ
れ
に
対
処
す
る
政
策
を
追
求
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

そ
れ
ら
は
、
輸
出
国
へ
の
自
主
規
制
の
要
請
、
戦
略
的
通
商
、
事
実
上
の
平
価
切
下
げ
、
管
理
貿
易
、
構
造
協
議
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ

は
新
し
い
国
際
政
治
経
済
の
時
代
を
意
味
し
た

cf.Gilipin,2001:ch.11

［

］。
米
国
の
相
対
的
低
下
と
と
も
に
、
自
由
主
義
的
な
世
界
経
済

を
維
持
す
る
、
単
独
で
統
括
で
き
る
大
国
は
も
は
や
存
在
し
な
く
な
っ
た

Jackson
and
Sørenson,2003:198

［

］。
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一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
の
不
安
定
が
米
国
政
府
の
経
済
政
策
に
起
因
す
る
と
だ
け
考

え
る
こ
と
は
、
や
や
近
視
眼
的
で
あ
ろ
う
。
日
本
と
ド
イ
ツ
の
経
済
能
力
と
経
済
政
策
は
、
安
定
志
向
型
重
商
主
義
と
し
て
、
結
果
的

に
国
際
金
融
経
済
に
打
撃
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
国
は
、
自
国
の
貿
易
黒
字
を
増
加
さ
せ
る
新
重
商
主
義

戦
略
を
遂
行
し
た
。
こ
れ
ら
の
債
権
国
が
両
国
の
債
務
国
の
輸
出
歳
入
の
支
払
い
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
債
権
国
（
西

ド
イ
ツ
と
日
本
）
が
自
国
の
債
務
と
し
て
債
務
国
（
米
国
）
に
役
立
つ
追
加
資
本
を
輸
出
し
な
い
な
ら
、
必
然
的
に
支
払
不
能
を
導
く
。

第
二
、
第
三
番
目
の
通
貨
価
値
を
も
つ
国
の
戦
略
は
、
国
際
経
済
に
と
っ
て
の
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
米
国

と
い
う
基
軸
通
貨
国
の
経
常
収
支
は
、
西
ド
イ
ツ
や
日
本
に
対
し
て
、
貿
易
赤
字
を
緩
和
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

米
国
は
、
戦
後
数
十
年
間
、「
安
定
し
た
」
国
際
収
支
が
日
本
と
西
ド
イ
ツ
に
遮
ら
れ
た
、
と
主
張
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
世
界
経
済
の

変
動
は
、「
理
想
と
現
実
」
と
の
偏
り
を
生
じ
さ
せ
て
き
た

H
err,1997:156

［

］。
次
に
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
か
ら
の
米
国
の
新

重
商
主
義
政
策
を
考
え
て
お
こ
う
。

第
五
章

米
国
の
新
重
商
主
義
政
策

一

レ
ー
ガ
ン
政
権
の
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ト

国
家
が
国
益
を
優
先
す
る
政
策
は
、
ど
の
国
で
も
見
受
け
ら
れ
る
現
象
で
あ
っ
て
、
新
重
商
主
義
を
必
ず
し
も
適
用
す
る
必
要
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
特
に
米
国
は
、
新
重
商
主
義
国
家
と
認
識
で
き
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
新
重
商
主

義
の
両
概
念
は
、
す
べ
て
一
致
し
な
い
が
、
前
者
に
は
後
者
の
い
く
つ
か
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
と
り
わ
け
第
二
次
レ
ー
ガ

ン
政
権
以
降
、
明
確
な
政
策
形
成
（
例
、
自
国
の
絶
対
優
位
、
貿
易
黒
字
、
ゼ
ロ
・
サ
ム
的
発
想
な
ど
）
で
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
？
レ
ー
ガ
ン
政
権
（
、
そ
の
後
の
米
国
政
府
）
の
も
つ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
観
点
か
ら
、
攻
撃
的
重
商
主
義
の
性
格
が
確
認
さ
れ
る
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［
古
田
、
二
〇
一
八
：
五
七
‐
六
七
参
照
］。

レ
ー
ガ
ン
政
権
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ト

new
right

（

）
を
基
本
原
理
と
し
た
。
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ト
と
は
、「
個
人
を
重
視

し
た
視
点
か
ら
市
場
主
義
と
自
由
主
義
を
保
守
主
義
に
積
極
的
に
融
合
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
で
あ
る
、
と
同
時
に
「
強
い
国
家
を
標

榜
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
で
も
あ
る
。
こ
の
原
理
に
は
、
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

neo-liberalism

（

）
と
新
保
守
主
義
（neo-conservatism

）

を
基
本
と
す
る
［
古
田
、
二
〇
一
五
：
第
四
章
３
参
照
］。

一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
の
景
気
後
退
は
、
高
イ
ン
フ
レ
に
と
も
な
う
失
業
増
大
と
い
う
「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る

現
象
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
生
じ
た
景
気
後
退
は
凋
落
気
味
の
国
々
に
は
打
撃
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
当
時
、
低
調
な
経
済
状
態
の
米
国

は
、
戦
後
急
成
長
し
た
日
本
や
西
ド
イ
ツ
か
ら
挑
戦
を
受
け
て
い
た
。
米
国
は
、
国
際
政
治
で
も
国
際
経
済
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面

に
お
い
て
、
国
家
の
威
信
を
傷
つ
け
ら
れ
た
。

新
保
守
主
義
と
は
、「
秩
序
を
回
復
し
、
伝
統
価
値
に
回
帰
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
再
活
性
化
す
る
こ
と
を
擁
護
す
る
現
代
的
な

保
守
主
義
の
一
形
態
」
で
あ
る
。

経
済
的
自
由
は
安
定
し
た
社
会
秩
序
を
前
提
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
経
済
で
の
自
由
の
拡
大
と
同
時
に
、
国

際
政
治
に
お
け
る
自
国
権
威
の
再
確
立
を
目
指
し
、「
自
由
経
済
と
強
い
国
家
」
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
を
示
し
た
。
米
国
政
府
は
、
国

際
政
治
経
済
体
制
の
安
全
保
障
が
米
国
の
権
威
に
よ
っ
て
保
た
れ
る
、
と
考
え
て
き
た
。
そ
の
権
威
は
、
米
国
流
の
「
法
と
秩
序
」
の

シ
ス
テ
ム
か
ら
の
現
わ
れ
と
み
な
せ
る
。
そ
れ
は
、
米
国
の
権
威
が
崩
壊
す
る
と
、
無
秩
序
と
不
安
定
が
は
び
こ
る
だ
け
で
あ
る
、
と

す
る
認
識
で
あ
る
。

そ
の
事
情
は
、
米
国
社
会
に
お
け
る
道
徳
基
準
の
弛
緩
と
権
威
の
弱
体
化
の
認
識
に
つ
い
て
国
民
的
な
不
安
感
を
海
外
に
向
け
た
姿

勢
に
も
反
映
し
て
い
た
。
そ
の
対
処
は
、
国
内
外
に
「
強
い
国
家
」
で
あ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
。
社
会
の
秩
序
と
安
定
が
脅
威
に
さ
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ら
さ
れ
る
と
す
る
考
え
が
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
か
ら
登
場
す
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
国
民
を
保
護
す
る
の
は
「
強
い
政

府
」
だ
け
で
あ
っ
た
。

レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
一
九
七
五
年
の
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
撤
退
の
屈
辱
、
一
九
七
九
年
の
イ
ラ
ン
で
の
米
国
人
人
質
事
件
で
の
不
面
目

に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
・
ダ
ウ
ン
か
ら
、
米
国
の
国
家
威
信
の
回
復
を
追
求
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
の
米
国
の
軍
事
拡
張
と
経
済
的
回
復
は
、

世
界
舞
台
で
の
米
国
優
位
の
再
確
認
で
も
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
措
置
は
、
国
際
政
治
で
は
米
国
軍
に
よ
る
グ
ラ
ナ
ダ
侵
攻
、
リ
ビ
ア

爆
撃
な
ど
で
あ
り
、
国
際
経
済
で
は
「
強
い
ド
ル
」、「
公
正
な
貿
易
」
の
強
調
、
通
貨
秩
序
の
維
持
、
円
と
ド
ル
の
適
正
評
価
、
そ
し

て
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
な
ど
で
あ
っ
た
。

レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
平
時
の
米
国
史
で
は
、
国
威
発
揚
の
防
衛
予
算
を
中
心
に
、
も
っ
と
も
経
済
の
国
家
管
理

state
m
anagem

ent

（

ofeconom
y

）
に
積
極
的
に
関
与
し
た
。
軍
事
支
出
は
、
あ
る
意
味
で
、
経
済
の
国
家
行
動
の
正
当
化
で
あ
り
、
そ
の
代
わ
り
に
社
会
支

出
を
削
減
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
国
防
政
策
を
通
じ
て
、
産
業
政
策
を
主
導
し
つ
つ
、
経
済
で
の
国
家
の
役
割
を
増
大
さ
せ
た
、

ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
の
立
場
で
国
家
の
介
入
を
自
制
す
る
も
、
強
い
国
家
の
立
場
で
軍
事
生
産
に
関
わ
る
企
業
を
「
国
有
化
」
さ
え
実
施
し

た

Gourevitch,1986:183,237

［

］。

強
烈
な
敵
対
意
識
が
、
主
権
喪
失
の
恐
れ
の
反
映
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
深
層
部
分
に
お
い
て
、
国
家
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危

機
へ
の
懸
念
も
あ
っ
た
。
新
保
守
主
義
は
、「
自
由
市
場
」
と
「
強
い
国
家
」
と
の
政
治
か
ら
の
連
結
に
力
点
を
置
い
て
い
る
。
レ
ー

ガ
ン
政
府
は
、
自
国
流
の
国
際
市
場
秩
序
（
像
）
を
想
定
し
、
社
会
と
政
治
の
権
威
を
支
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ネ
オ
・

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
新
保
守
主
義
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
両
立
し
え
た
の
で
あ
る
。

国
際
収
支
は
、
政
治
経
済
上
、
経
常
収
支
と
資
本
収
支
の
相
違
が
一
国
の
準
備
金
に
よ
っ
て
埋
め
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

経
常
収
支
は
世
界
の
各
国
か
ら
資
源
を
獲
得
す
る
一
国
の
能
力
へ
の
限
界
を
意
味
す
る
。
あ
る
国
は
高
金
利
を
通
じ
て
資
本
流
入
を
増
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や
す
か
、
あ
る
い
は
外
国
資
本
の
有
利
な
取
扱
い
を
誘
導
す
る
か
、
の
い
ず
れ
か
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
調
整
は
、
黒
字
と
赤
字
の

国
々
に
は
、
実
際
に
は
政
策
変
更
の
た
め
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
黒
字
の
国
に
強
い
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
な
る
。
こ
れ
は
、
防
衛
的
重
商

主
義
の
日
本
と
攻
撃
的
重
商
主
義
の
米
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
ち
が
い
で
あ
る
（
表
2
参
照
）。

米
国
は
世
界
最
大
の
経
常
収
支
赤
字
国
で
あ
り
、
そ
の
シ
ェ
ア
が
世
界
か
ら
資
本
輸
入
を
占
め
る
。
こ
の
事
情
を
背
景
と
す
る
貿
易

と
投
資
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
は
、
と
り
わ
け
米
国
と
、
欧
州
諸
国
や
日
本
（
現
在
で
は
、
中
国
）
の
間
に
お
い
て
、
政
治
的
軋
轢
の
源
泉

と
な
っ
た
。

米
国
の
歴
代
大
統
領
は
、
基
本
的
に
通
貨
と
資
本
に
関
す
る
国
家
に
よ
る
統
制
を
削
減
す
る
こ
と
に
は
熱
心
で
あ
っ
た
。「
自
由
経

済
と
強
い
国
家
」
は
、
政
権
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
関
係
な
く
、
米
国
の
伝
統
と
な
っ
て
、
脈
々
と
生
き
続
け
て
き
た
。
そ
れ
に
、
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
米
国
の
エ
リ
ー
ト
に
は
、
特
定
利
益
を
意
識
さ
せ
て
き
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
世
界
の
国
々
に
と
っ
て
回

避
で
き
な
い
現
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
米
国
経
済
と
政
治
エ
リ
ー
ト
が
そ
れ
を
主
導
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
際
、
米
国
に
と
っ
て
、
貿

易
、
海
外
投
資
、
金
融
市
場
は
、
自
由
化
の
開
放
に
は
重
要
な
ア
ク
タ
ー
で
あ
り
続
け
た
。
他
の
産
業
国
は
、
覇
権
国
の
米
国
に
従
わ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
経
済
シ
ス
テ
ム
は
、
米
国
ス
タ
イ
ル
の
紀
律
と
凝
集
性
で
、
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
米
国
は
、
事
実
上
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
存
在
を
保
証
で
き
る
、
唯
一
の
国
だ
か
ら
で
あ
る
。
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
が
述
べ
た
よ

う
に
、
米
国
だ
け
が
二
一
世
紀
へ
の
国
際
的
な
ル
ー
ル
を
決
定
で
き
る
こ
と
に
な
る

Bergsten
and
Gagnon,2017:159,162

［

］。

二

新
重
商
主
義
化
の
事
情

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
、
世
界
を
席
巻
し
て
き
た
。
そ
れ
へ
の
国
家
か
ら
の
対
処
す
る
立
場
は
、
米
国
で
は
、

第
二
次
レ
ー
ガ
ン
政
権
か
ら
で
あ
っ
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
流
の
「
緊
縮
財
政
+
近
隣
窮
乏
化
政
策
」
と
い
う
政
策
セ
ッ
ト
が
軍
事
・
政
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治
・
経
済
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
。
各
国
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
名
の
も
と
に
「
緊
縮
財
政
」、
す
な
わ
ち
「
小
さ
な
政
府
」
論
、
そ

し
て
「
自
由
貿
易
は
経
済
成
長
を
も
た
ら
す
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
現
在
の
世
界
の
現
状
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ

の
論
理
は
、
あ
る
面
で
、
米
国
流
の
「
保
護
主
義
」
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
い
び
つ
さ
の
結
果
で
し
か
な
い
。

米
国
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
的
、
政
治
的
地
位
を
維
持
す
る
な
ら
、
多
額
の
海
外
投
資
収
益
だ
け
で
な
く
、
貿
易
黒
字
を
必
要
と
す

る
。
米
国
が
貿
易
黒
字
を
望
む
の
は
、
資
本
流
出
に
制
限
を
外
し
、
米
国
企
業
の
海
外
拡
張
を
続
け
る
た
め
の
資
金
を
調
達
す
る
た
め

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
米
国
は
資
本
と
商
品
を
輸
出
す
る
［
ギ
ル
ピ
ン
、
一
九
七
七
：
二
〇
五
‐
二
〇
六
］。

米
国
側
が
意
識
し
よ
う
が
し
ま
い
が
、
そ
の
後
も
、
例
え
ば
通
貨
・
金
融
政
策
に
お
い
て
、
新
重
商
主
義
的
政
策
が
み
ら
れ
る
。
一

九
八
五
年
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
戦
後
通
貨
関
係
に
お
い
て
、
最
大
の
通
貨
調
整
措
置
、
い
わ
ば
ド
ル
防
衛
策
で
あ
っ
た
［
古
田
、
二

〇
一
八
参
照
］。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
調
整
措
置
が
な
け
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
貿
易
シ
ス
テ
ム
が
不
安
化
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
放

置
す
れ
ば
、
米
国
内
の
保
護
主
義
者
か
ら
の
圧
力
を
生
じ
さ
せ
た
。
そ
の
も
と
で
、
資
本
の
流
れ
は
貿
易
不
均
衡

trade
im
balance

（

）

に
直
結
す
る
。
通
貨
操
作
は
、
住
宅
バ
ブ
ル
、
大
幅
な
景
気
後
退
、
そ
し
て
ユ
ー
ロ
危
機
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
、

通
貨
操
作
は
、
米
国
と
他
国
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
新
た
な
貿
易
合
意
の
た
め
の
政
治
的
支
援
を
浸
食
し
て
き
た
。
そ
れ
は
自
由
貿
易

に
脅
威
と
な
る

Bergstein
and
Gagnon,2017:1

［

］。

国
家
は
、
自
国
の
準
備
金
を
健
全
に
構
築
す
る
た
め
、
そ
し
て
将
来
の
外
的
シ
ョ
ッ
ク
に
対
処
す
る
た
め
に
経
常
勘
定
の
黒
字
を
追

求
す
る
。
そ
の
立
場
を
支
持
す
る
立
場
は
、
と
く
に
製
造
業
や
そ
れ
に
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い
て
、
国
民
の
経
済
、
政
治
、
軍

事
の
力
が
大
き
な
貿
易
剰
余
金
を
増
進
す
る
、
と
信
じ
る
。
そ
の
点
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
新
重
商
主
義
ド
ク

ト
リ
ン
は
依
然
と
し
て
支
持
さ
れ
る

Bergstein
and
Gagnon,2017:2

［

］。

米
国
政
権
は
、
重
商
主
義
的
目
的
の
た
め
の
為
替
レ
ー
ト
に
介
入
し
て
き
た
。
そ
の
政
策
は
国
家
の
経
常
収
支
の
赤
字
へ
の
衝
撃
を
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回
避
す
る
こ
と
を
求
め
た

Bergsten
and
Green,2016:11

［

］（
例
、
日
米
間
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
交
渉
、
半
導
体
協
議
、
日
米
構
造
協
議
な
ど
）。

三

新
重
商
主
義
政
策
へ
の
転
換
点
と
し
て
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」

為
替
レ
ー
ト
の
特
定
範
囲
を
具
体
化
す
る
方
針
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」（
一
九
八
五
）
と
「
ル
ー
ブ
ル
合
意

Louvre
A
ccord

（

）」（
一
九

八
七
）
に
影
響
し
た
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
ド
ル
の
交
換
価
値
を
低
く
す
る
米
ド
ル
価
値
を
正
当
化
す
る
共
同
合
意
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
、
米
国
の
経
常
収
支
を
均
衡
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
。「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
は
、
ド
ル
の
価
値
が
十
分
に
低
下
し
た
こ
と
を

認
め
ら
れ
、
そ
し
て
米
国
と
他
国
が
さ
ら
な
る
低
下
に
対
処
す
る
た
め
、
ド
ル
の
価
値
を
正
当
に
評
価
す
べ
き
こ
と
を
宣
言
し
た

Bergstein
and
Gagnon,2017:142

［

］、
と
理
解
さ
れ
る
［
古
田
、
二
〇
一
八
参
照；

cf.Furuta,2019

］。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
成
果
は
、
現
実
的
な
介
入
が
実
施
し
た
時
点
で
よ
り
も
、
将
来
の
介
入
に
つ
い
て
の
市
場
が
期
待
す
る
こ
と
で

変
化
を
予
測
さ
れ
る
。
日
本
政
府
は
自
国
政
策
を
推
進
す
る
た
め
の
外
圧

foreign
pressure

（

）
に
譲
歩
を
繰
り
返
し
た
。
西
欧
諸
国
政

府
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
為
替
レ
ー
ト
の
再
評
価
に
同
意
す
る
際
、
米
国
議
会
の
保
護
主
義
傾
向
を
意
識
し
て
い
た

Bergstein
and

［

Gagnon,2017:37,135

］。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
戦
後
の
国
際
政
治
経
済
の
協
調
を
め
ぐ
る
分
水
嶺
で
あ
っ
た
。
米
国
政
府
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
、

経
常
勘
定
バ
ラ
ン
ス
の
為
替
レ
ー
ト
の
調
整
を
達
成
し
た
こ
と
に
な
る
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
米
国
議
会
の
保
護
主
義
の
圧
力
の
も

と
、
G
5
に
よ
っ
て
集
団
的
に
履
行
さ
れ
た
が
、
同
意
さ
れ
た
ル
ー
ル
や
制
度

arrangem
ent

（

）
に
も
と
づ
い
た
か
ど
う
か
に
は
疑
問

で
あ
る
。
米
国
は
一
方
的
な
主
導
権
を
も
っ
て
開
始
し
た

Bergsten
and
Green,2016

［

］。

表
３
は
政
策
選
択
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
多
角
間
協
議
ア
プ
ロ
ー
チ
が
自
由
主
義
的
立
場
を
表
わ

し
、
多
国
間
協
議
ア
プ
ロ
ー
チ
、
さ
ら
に
片
務
的
協
議
ア
プ
ロ
ー
チ
に
な
れ
ば
、
新
重
商
主
義
政
策
の
色
合
い
を
濃
く
す
る
、
と
解
釈
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で
き
る
。
米
国
の
議
論
と
し
て
は
、
政
権
の
性
格
に
応
じ
て
、
多
国
間
協
議
か
ら
片

務
的
協
議
ま
で
の
範
囲
内
で
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
輸
入
追
加
税

im
portsurcharge

（
ま
た
は
割
増
金

）
と
相
殺
課
税

countervailing
duty

（

）
は
、
相

互
的

m
ultilaterally

（

）
か
ま
た
は
一
方
的
に

unilaterally

（

）
か
の
い
ず
れ
か
を
適

用
で
き
る
。
国
際
的
取
引
は
特
定
の
貿
易
政
策
の
選
択
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る

Bergstein
and
Gagnon,2017:130-131

［

］。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
通
貨
介
入
に
対
応
す

る
こ
と
は
、
一
方
的
に
履
行
さ
れ
た
、
全
面
的
・
一
律
的
な
措
置

across-the-board-

（

m
easure

）
と
も
み
な
せ
る
。

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
、「
競
争
力
戦
略
com
petitiveness

strategy

（

）
の
遂
行
が
米

国
経
済
の
国
際
競
争
力
を
回
復
す
る
」、
と
想
定
し
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
が
国

民
に
語
っ
た
よ
う
に
、
米
国
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
で
競
争
す
る
大
企
業
の
よ
う

な
も
の
」
で
あ
る
。
ク
リ
ン
ト
ン
は
、
米
国
の
巨
大
な
貿
易
赤
字
と
経
済
の
脱
産
業

化
に
つ
い
て
の
関
心
に
対
応
す
る
競
争
力
の
争
点
を
持
ち
出
し
た
。
日
本
と
の
大
き

な
貿
易
赤
字
は
、
米
国
政
府
に
警
告
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
ハ
イ
テ
ク
産
業

は
、
次
世
代
産
業
と
し
て
、
そ
し
て
米
国
の
国
防
上
の
安
全
保
障
と
し
て
、
自
国
製

の
技
術
を
確
保
す
る
意
味
で
、
神
経
を
尖
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
［
古
田
、
二
〇
一
三
、

二
〇
一
四
、
二
〇
一
八
参
照
］。

米
国
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
関
心
に
対
応
す
る
国
家
経
済
委
員
会

N
ational

（
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貿易政策マクロ政策/金融政策アプローチ

輸入追加税の負担（例：WTO14
条４）
相殺課税の負担。

IMFルールの発動
国際金融システム（例、参考レー
ト）

多角間協議アプローチ

自由貿易協定での通貨供給（例、
TPP、マクロ経済グループ）

G７かＧ20の使用（例、「プラザ合
意」「ルーブル合意」）

多国間協議アプローチ

最終的にWTOに承認されないな
ら、報復を必要とする。

・財政政策の使用
・金融政策の使用
・防衛介入
・対抗通貨介入
・資本コントロールの負担

片務的協議アプローチ

出典、BergstenandGagnon,2017:130.

表３：政策協議アプローチ



Econom
ic
Council

）
を
設
置
し
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を
取
り
扱
う
国
家
戦
略
を
展
開
す
る
計
画
（
案
）
を
求
め
る
。
そ
れ
は
、
市
場

シ
ェ
ア
と
経
済
的
優
越
さ
の
た
め
の
ゼ
ロ
・
サ
ム
競
争
に
関
与
す
る
思
想
で
あ
っ
た
。
個
人
や
政
府
は
国
民
が
勝
者
か
敗
者
か
の
経
済

闘
争
に
関
わ
る
の
で
、
自
由
貿
易
と
国
際
競
争
が
す
べ
て
の
人
々
に
益
す
る
。
実
際
、
比
較
優
位
に
し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
国
民
は
、

比
較
的
な
有
利
に
あ
る
産
業
部
門
を
も
つ
が
ゆ
え
に
、
そ
し
て
そ
れ
を
根
拠
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
は
勝
者
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
論
じ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
考
え
は
、
表
向
き
は
「
自
由
貿
易
」
と
い
う
名
で
、
本
音
は
「
新
重
商
主
義
」
の
立
場
に
あ
る
勝
者
か
敗
者
か
の
闘

争

w
in-or-lose

struggle

（

）
の
信
念
か
ら
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
重
商
主
義
的
あ
る
い
は
地
経
済
的
立
場
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
対

決
的
な
貿
易
政
策
と
無
用
な
産
業
政
策
が
含
ま
れ
て
い
た
。
た
だ
、
そ
れ
は
米
国
国
内
の
も
つ
基
本
問
題
（
例
、
貯
蓄
率
、
労
働
者
の
ス

キ
ル
、
産
業
競
争
力
、
雇
用
・
失
業
な
ど
）
を
等
閑
視
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
、
米
国
は
、
多
く
の
技
術
・
技
能
、
そ
し
て
そ
れ
を
担
う

人
々
を
輸
入
・
移
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

cf.Gilpin,2001:180ff

［

］。

第
六
章

現
代
の
国
際
政
治
経
済
体
制
下
の
新
重
商
主
義

一

相
互
依
存
時
代
の
新
重
商
主
義
の
認
識

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
国
際
政
治
経
済
体
制
下
に
お
い
て
、
新
重
商
主
義
は
次
の
特
徴
が
み
ら
れ
る

Jackson
and
Sørensen,2003:

［

209

］。
①
国
家
は
、
自
ら
の
自
律
性

nationalautonom
y

（

）
と
国
際
的
統
合
の
中
で
の
自
立
性
、
す
な
わ
ち
世
界
市
場
に
編
入
す
る
が
、
自

己
の
維
持
（
国
益
）
と
国
際
経
済
へ
の
依
存
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。

②
国
家
は
、
自
ら
と
市
場
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
市
場
と
の
国
家
規
制
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。
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③
国
家
は
、
多
国
籍
企
業
に
よ
る
対
外
直
接
投
資
は
、
国
家
の
経
済
活
動
に
よ
る
発
展
形
態
の
一
帰
結
で
あ
ろ
う
が
、
進
出
先
の
受

入
国
は
多
国
籍
企
業
と
地
元
産
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
ろ
う
と
し
、
当
該
国
政
府
の
監
督
下
に
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
。

で
は
、
新
重
商
主
義
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
経
済
現
象
を
ど
の
よ
う
に
み
る
の
か
？
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
新
重
商
主
義
観
は
、
以
下

の
通
り
で
あ
る

Jackson
and
Sørensen,2003:216

［

］

①
経
済
的
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
新
し
い
現
象
と
は
捉
え
ら
れ
ず
、
経
済
相
互
依
存
と
同
等
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
も
の
と
み
な
さ
な

い
。

②
企
業
は
国
家
に
所
属
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
わ
な
い
。
企
業
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
味
で
の
納
税
者
で
な
く
、
自
国
に
忠

誠
を
尽
く
す
。

③
国
家
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
脅
威
づ
け
ら
れ
な
い
。
規
制
と
監
視
の
た
め
の
国
家
能
力
は
減
少
よ
り
も
、
む
し
ろ
増
加
す
る
。

新
重
商
主
義
は
、
国
家
を
中
心
的
な
ア
ク
タ
ー
と
考
え
る
か
ぎ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
否
定
す
る
立
場
に
あ
る
「
懐
疑
論

Sceptics

（

）」

と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
「
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論

H
yperglobalist

（

）」
と
は
対
極
の

考
え
方
で
あ
る
。「
懐
疑
論
」
に
よ
れ
ば
、
一
八
〇
〇
年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
と
比
べ
て
、
現
代
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
相
互
依
存
の

集
中
に
力
点
を
お
く
見
解
は
、
誇
張
し
た
議
論
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
経
済
の
相
互
依
存
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
主
要
先
進
国
に
限
定
さ
れ

た
現
象
で
し
か
な
い

H
eld,1999:5-7

［

］。

世
界
は
い
く
つ
か
の
主
要
な
経
済
と
政
治
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
る
。
世
界
の
経
済
活
動
は
三
つ
の
金
融
・
貿
易
ブ
ロ
ッ
ク
（
欧
州
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
、
北
米
）
を
中
心
に
展
開
す
る
。
だ
か
ら
、
現
在
の
世
界
経
済
は
ひ
と
つ
に
統
合
さ
れ
て
い
な
い
。
少
数
の
強
力
な
国
家

が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
支
配
を
強
化
す
る
だ
け
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
そ
の
現
象
は
、
帝
国
主
義
の
復
活
に
す
ぎ
な
い
［
宮
崎
、
一
九
六
七
：
第

一
章
３
参
照
、cf.Rossi,1996

］。
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現
在
の
状
況
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
よ
り
国
家
間
の
関
係
が
緊
密
に
な
っ
た
「
国
際
化

inter-nationalization

（

）」
と
理
解
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
化
と
は
「
ひ
と
つ
の
価
値
法
則
」
が
一
般
的
と
な
っ
た
世
界
規
模
で
統
合
さ
れ
た
組
織
体
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
「
神
話
」
で
あ
る
。
人
々
は
国
際
化
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
誤
解
し
て
い
る
。「
国
際
化
」
と
は
あ
く
ま
で
も
国
民
国

家
と
い
う
単
位
を
基
本
と
す
る
相
互
作
用
を
指
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
に
は
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
国
家
能
力
を
過
小
に
判
断
す
る
た
め
、
そ
の
制
御
力
を
評
価
し
な
い
が
、

実
は
、
国
際
化
そ
の
も
の
が
経
済
の
自
由
化
を
保
証
す
る
国
家
の
力
に
依
拠
し
て
い
る
。
現
在
の
世
界
情
勢
は
、
新
世
界
秩
序
を
予
見

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
国
家
は
、
国
際
的
な
市
場
、
取
引
、
協
定
の
場
で
中
心
で
な
く
な
っ
た
、
と
誤
解
さ
れ
が
ち
に
な
る
。
と
こ
ろ

が
、
国
家
は
国
境
を
超
え
る
経
済
活
動
に
積
極
的
に
関
与
し
、
様
々
な
規
制
に
よ
っ
て
国
際
関
係
を
律
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
国
家
は

国
際
化
の
主
導
役
を
担
っ
て
い
る
。
特
に
、
国
際
化
と
い
う
現
象
は
大
国
を
中
心
と
す
る
国
家
間
に
よ
る
経
済
政
策
の
副
産
物
で
あ
る
。

国
際
化
は
「
第
三
世
界
」
の
途
上
国
を
経
済
的
に
周
辺
化
す
る
。
新
し
い
国
際
的
分
業
は
、「
北
」
の
先
進
国
の
多
国
籍
企
業
に
よ

る
「
南
」
の
途
上
国
で
の
「
収
奪
」
活
動
を
意
図
す
る
。
対
外
投
資
の
フ
ロ
ー
が
先
進
資
本
主
義
国
家
の
間
で
伸
張
す
る
実
態
は
、
多

国
籍
企
業
が
先
進
経
済
国
の
「
先
兵
役
」
で
あ
る
と
も
理
解
で
き
る
。
多
国
籍
企
業
は
あ
く
ま
で
も
資
本
輸
出
の
一
形
態
で
あ
る
。
付

言
す
れ
ば
、
資
本
輸
出
は
、
外
国
で
使
用
さ
れ
る
資
本
が
自
国
内
で
自
由
処
分
に
属
し
、
そ
の
資
本
が
生
み
出
す
剰
余
価
値
が
自
国
の

資
本
家
に
よ
っ
て
自
由
に
処
分
さ
れ
る
場
合
を
指
す
。
こ
れ
は
資
本
移
転
と
は
異
な
る
［
宮
崎
、
一
九
六
七
：
一
三
二
‐
一
三
三
］。

そ
の
こ
と
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
架
空
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
化
は
、
ひ
と
つ
に
な
っ
た
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
関
係
に
進
展
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
世
界
経
済
に
深
く
根
づ
く
不
平
等
と
階
統
制
が
続
く
。
だ
か
ら
こ
そ
、

国
際
政
治
経
済
構
造
は
、
一
九
世
紀
か
ら
の
国
家
間
の
関
係
が
基
本
的
に
変
更
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

要
す
る
に
、「
国
民
国
家
が
グ
ロ
ー
バ
ル
統
治
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
」
と
い
う
主
張
は
誤
り
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
は
ネ
オ
・
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リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
経
済
戦
略
の
方
便
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
資
本
の
国
際
化
は
、
国
民
国
家
の
政
策
の
選
択
を
制
約
す
る
の
で
は
な
く
、

反
対
に
拡
大
を
意
味
す
る
［
古
田
、
二
〇
〇
九
：
二
九
―
三
二
］。

新
重
商
主
義
は
、
特
定
産
業
や
特
定
企
業
を
支
援
す
る
国
家
活
動
を
意
味
す
る
。
そ
の
よ
う
な
活
動
は
様
々
な
形
態
を
採
用
し
て
い

る
。
個
々
の
企
業
の
た
め
の
補
助
金
、
市
場
の
法
的
規
制
、
生
産
配
分
、
価
格
固
定
化
、
製
造
基
準
、
価
格
支
援
、
市
場
取
引
委
員
会

の
設
置
、
企
業
ま
た
は
産
業
界
の
再
編
成
、
貸
付
配
分
、
外
国
取
引
調
節
、
そ
し
て
政
府
調
達
な
ど
で
あ
る
。
新
重
商
主
義
的
な
指
導

は
、
ミ
ク
ロ
経
済
レ
ベ
ル
、
つ
ま
り
特
定
企
業
に
も
介
入
で
き
る
。
そ
の
他
の
政
策
は
市
場
レ
ベ
ル
で
機
能
す
る
。
そ
れ
と
は
対
照
的

に
、
新
重
商
主
義
政
策
は
、
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
で
の
組
織
と
産
業
構
造
上
で
の
問
題
に
関
与
す
る
。

二

国
家
に
基
づ
く
相
互
依
存
関
係

相
互
依
存
的
な
世
界
経
済
の
拡
大
は
、
国
家
に
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
次
の
三
点
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
［
ギ

ル
ピ
ン
、
一
九
七
七
：
第
一
章
参
照
］。

①
経
済
的
、
技
術
的
な
要
因
は
、
国
際
経
済
に
効
果
を
生
み
出
す
力
を
も
つ
と
同
時
に
、
移
転
し
や
す
い
。
そ
れ
ら
は
、
特
定
国
家

に
留
め
お
く
こ
と
は
で
き
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
繁
栄
と
い
う
観
念
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
国
だ
け
で
な
く
、
国
家
間
の
相
互
依
存
に

有
益
な
共
有
財
産
に
な
る
。

②
経
済
力
や
技
術
力
が
国
か
ら
国
へ
と
移
転
す
る
場
合
、
国
内
的
政
治
秩
序
は
そ
れ
ら
に
影
響
す
る
。
移
転
に
反
す
る
立
場
に
固
執

す
る
と
、
重
商
主
義
の
色
合
い
が
濃
く
な
る
。

③
国
防
、
国
内
外
政
治
、
国
内
外
経
済
に
お
い
て
自
国
を
優
先
す
る
見
解
は
、
国
際
秩
序
を
自
国
に
好
都
合
な
環
境
を
実
現
し
よ
う

と
す
る
。
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重
商
主
義
と
は
、
国
家
を
単
位
と
し
て
、
政
府
が
そ
れ
自
身
の
目
的
を
最
大
化
す
る
た
め
に
、
経
済
的
な
国
際
的
関
係
を
操
作
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
完
全
雇
用
、
物
価
安
定
な
ど
の
国
内
的
関
心
に
関
連
す
る
事
項
、
あ
る
い
は
安
全
保
障
、
国
家
の
独
立

な
ど
の
対
外
政
策
と
関
連
す
る
事
項
で
あ
る
。
現
代
の
新
重
商
主
義
は
、
貿
易
及
び
国
際
収
支
の
剰
余
を
求
め
て
国
家
が
争
う
と
い
う
、

古
典
的
な
そ
れ
と
基
本
的
に
同
じ
根
を
も
つ
が
、
現
代
の
国
際
関
係
の
複
雑
さ
と
拡
が
り
を
反
映
す
る
た
め
に
、
一
八
世
紀
的
な
意
味

合
い
よ
り
も
広
い
概
念
と
な
り
が
ち
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
新
重
商
主
義
は
、
相
互
依
存
的
な
経
済
効
率
へ
の
考
慮
と
い
う
よ
り
、
あ

く
ま
で
も
国
家
の
政
治
お
よ
び
経
済
の
目
標
の
達
成
を
優
先
す
る
。

相
互
依
存
関
係
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
生
活
の
向
上
と
捉
え
る
な
ら
、
国
家
目
標
を
優
先
さ
せ
る
重
商
主
義
は
相
互
依
存
関
係
を
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
？

一
九
七
〇
年
代
の
新
重
商
主
義
は
、
主
と
し
て
自
国
の
た
め
の
貿
易
を
中
心
に
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら

一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
通
商
関
係
の
背
後
に
あ
る
通
貨
と
技
術
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
産
業
重
商
主
義

と
呼
ぶ
場
合
が
あ
る
［
山
本
、
一
九
八
九
：
三
五
‐
三
六
］。
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
、
古
典
的
重
商
主
義
や
新
重
商
主
義
と
は
異
な
る
で
あ

ろ
う
か
？
時
代
と
環
境
が
異
な
る
と
は
い
え
、
国
家
が
自
国
の
優
位
や
国
益
を
求
め
る
基
本
姿
勢
は
変
わ
っ
て
い
な
い
、
と
考
え
ら
れ

る
。自

由
主
義
は
絶
対
的
利
益
に
強
調
点
を
お
く
。
そ
の
拠
り
所
は
、
長
期
的
に
自
由
経
済
体
制
か
ら
誰
も
が
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
経
済
が
ゼ
ロ
・
サ
ム
・
ゲ
ー
ム
で
な
く
、
非
ゼ
ロ
・
サ
ム
・
ゲ
ー
ム
や
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
サ
ム
・
ゲ
ー
ム

だ
か
ら
で
あ
る
。
分
業
効
率
が
高
め
れ
ば
、
富
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
非
効
率
は
富
の
損
失
を
生
じ
る
。
経
済
が
総
和
量
に
限

界
な
い
絶
対
的
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
を
強
調
す
る
（
表
１
参
照
）。
そ
れ
と
は
反
対
に
政
治
を
強
調
す
る
と
、
目
標
達
成
の
手
段
は
権

力
闘
争
で
あ
る
。
そ
し
て
、
政
治
権
力
は
相
対
的
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
国
際
政
治
に
お
い
て
、
一
国
の
権
力
に
お
け
る
利
益
は
、
必
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然
的
に
他
国
の
損
失
と
な
る
。
重
商
主
義
者
は
、
権
力
の
観
点
か
ら
、
国
際
関
係
を
ゼ
ロ
・
サ
ム
・
ゲ
ー
ム
と
み
な
す
。
そ
う
す
る
と
、

そ
の
と
き
分
配
は
ど
う
す
る
の
か
？

分
配
は
政
治
の
問
題
で
も
あ
る
。
富
の
分
配
は
権
力
者
に
よ
る
手
段
を
意
味
す
る
。
政
治
は
相
対
的
利
益
の
分
配
に
関
連
す
る
。
な

ぜ
な
ら
、
政
治
は
自
己
利
益
を
含
め
た
う
え
で
、
利
益
の
分
配
（
そ
し
て
再
分
配
）
を
熟
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
家
は
利
益
や
不

利
益
が
自
国
に
影
響
す
る
こ
と
に
ま
ず
関
心
が
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
権
力
の
二
つ
の
観
点
を
区
別
す
る
。
ひ
と
つ
は
、
権
力
の
増
大

に
関
し
て
、
数
量
化
し
や
す
い
物
的
能
力
の
増
加
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
権
力
が
心
理
的
関
係
で
も
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
国
際
関
係
に
お
け
る
物
的
能
力
に
お
け
る
変
化
が
国
内
外
の
心
理
的
関
係
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
、
ま
た
そ
の
こ
と
へ
の
対

処
を
ど
う
す
る
か
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
国
家
の
政
治
的
領
域
に
関
わ
っ
て
く
る
。

政
治
権
力
が
経
済
に
依
拠
す
る
と
考
え
る
な
ら
、
富
（
例
、
資
源
、
財
宝
、
産
業
）
と
国
家
目
標
を
厳
密
に
分
け
る
こ
と
に
は
意
味

が
な
く
、
こ
の
二
つ
を
同
時
に
追
求
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
物
理
的
能
力
と
心
理
的
関
係
か
ら
、
重
商
主
義
の
立
場
を
考
え
る
と
、

次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

①
安
全
保
障
上
、
防
衛
や
侵
略
に
関
し
て
、
富
は
権
力
に
貢
献
す
る
手
段
と
な
る
。

②
逆
に
権
力
は
富
の
取
得
や
保
有
の
た
め
の
手
段
と
な
る
。

③
富
と
権
力
と
は
い
ず
れ
も
国
家
存
立
の
究
極
的
な
目
的
で
あ
る
。

④
権
力
と
富
と
い
う
目
的
に
は
調
和
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
特
定
状
況
の
も
と
で
は
、
軍
事
的
安
全
保
障
は
、
一
時
的
に
、
経
済
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
も
や
む
を
え
な
く
な
る
。
マ

ル
ク
ス
主
義
流
に
考
え
れ
ば
、
資
本
主
義
国
の
外
交
政
策
は
、
利
潤
を
求
め
る
資
本
家
が
事
実
上
決
定
す
る
見
解
だ
が
、
し
か
し
そ
れ

だ
け
で
は
狭
す
ぎ
る
視
点
で
あ
ろ
う
。
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政
治
権
力
は
資
源
に
依
存
す
る
。
経
済
的
な
動
機
と
そ
の
活
動
を
め
ぐ
る
権
力
闘
争
は
、
国
際
政
治
で
は
、
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
。

国
際
経
済
関
係
は
政
治
関
係
で
も
あ
る
。
国
益
は
広
い
価
値
観
が
含
ま
れ
る
。
そ
れ
に
は
、
文
化
的
価
値
、
国
家
の
安
全
、
地
政
学
的

位
置
、
軍
事
技
術
の
進
歩
、
権
力
の
国
際
的
分
配
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
国
益
の
決
定
は
客
観
的
な
も
の
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
国
益
の
概

念
は
当
該
国
の
政
治
と
経
済
の
各
エ
リ
ー
ト
が
、
抽
象
的
な
「
国
家
」
と
い
う
名
を
使
っ
て
、「
国
民
」
を
配
慮
し
な
が
ら
決
め
る
。

例
え
ば
、
自
由
貿
易
、
通
貨
交
換
性
、
資
本
移
動
な
ど
の
国
際
経
済
活
動
は
、
物
心
両
面
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の

で
あ
ろ
う
か
？
自
由
主
義
者
で
あ
れ
ば
、
経
済
協
力
、
相
互
依
存
性
、
国
際
分
業
は
、
効
率
を
高
め
、
富
全
体
の
極
大
化
を
も
た
ら
す

か
ら
だ
、
と
回
答
す
る
で
あ
ろ
う
。
自
由
な
国
際
経
済
を
維
持
、
安
定
さ
せ
る
に
は
、
そ
の
制
度
を
管
理
し
、
安
定
さ
せ
る
権
力
が
必

要
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
他
国
を
犠
牲
に
し
て
も
、
自
国
利
益
を
最
大
化
に
す
る
た
め
に
、
あ
る
国
が
近
隣
窮
乏
化
政
策
を
採
用
す
る

危
険
性
は
常
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
世
界
経
済
は
敵
対
す
る
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
断
さ
れ
る
。
国
際
的
な
制
度
は
、

後
ろ
向
き
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
克
服
に
失
敗
し
た
経
験
が
あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
対
処
を
し
て
き
た
の
か
？

第
二
次
世
界
大
戦
後
、（
少
な
く
と
も
西
側
の
）
世
界
に
お
け
る
国
際
経
済
関
係
は
、
米
国
の
政
治
・
経
済
が
反
映
さ
れ
て
き
た
。
国
際

経
済
の
（
戦
前
と
比
べ
て
）
安
定
は
、
米
国
の
覇
権
に
依
存
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
経
済
的
利
害
と
も
一
致
し
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
、

相
互
依
存
関
係
を
不
可
避
と
す
る
国
際
政
治
経
済
体
制
が
存
在
す
る
。

権
力
と
富
の
追
求
は
、
国
際
関
係
に
お
け
る
相
互
作
用
次
第
で
あ
る
。
単
純
化
し
て
時
間
の
変
数
で
述
べ
れ
ば
、
短
期
的
に
は
、
権

力
を
も
つ
側
か
ら
の
分
配
と
政
治
的
指
向
は
、
富
の
形
成
、
分
配
さ
れ
る
枠
組
み
の
決
定
要
因
と
な
る
。
例
え
ば
、
現
在
の
米
国
の
ト

ラ
ン
プ
政
権
が
通
商
関
係
を
仕
切
っ
て
い
る
。
長
期
的
に
は
、
経
済
効
率
や
経
済
活
動
か
ら
生
じ
る
変
化
は
、
こ
れ
ま
で
の
政
治
関
係

（
支
配
関
係
）
を
徐
々
に
浸
食
し
、
変
更
し
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
ゼ
ロ
・
サ
ム
的
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
米
国
の
国
力
の
衰
退
が

中
国
と
の
主
導
権
争
い
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
変
容
は
、
優
位
さ
へ
の
変
更
を
求
め
る
政
治
経
済
関
係
も
規
定
す
る
。
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重
商
主
義
モ
デ
ル
の
中
心
ア
ク
タ
ー
は
国
家
で
あ
る
。
こ
の
ア
ク
タ
ー
は
、
経
済
自
由
主
義
、
マ
ル
ク
ス
主
義
、
従
属
論
の
各
モ
デ

ル
で
は
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
国
家
と
国
益
と
、
他
国
と
そ
れ
の
間
の
相
互
作
用
が
世
界
経
済
を
決
定
す
る
。
そ
の

モ
デ
ル
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
効
率
の
配
慮
よ
り
、
国
家
と
い
う
単
位
で
の
経
済
・
政
治
目
的
の
方
に
重
点
を
お
く
こ
と
に
あ
る
。

国
家
は
、
国
内
で
の
経
済
需
要
と
、
国
外
で
は
政
治
的
な
野
望
を
反
映
す
る
経
済
政
策
を
採
用
し
て
い
る
［
ギ
ル
ピ
ン
、
一
九
七
七
：
二

二
一
‐
二
二
五
］。

国
家
指
導
者
の
課
題
の
ひ
と
つ
は
、
い
か
に
し
て
世
界
経
済
を
自
国
に
有
利
な
よ
う
に
編
成
す
る
か
、
で
あ
る
。
一
九
世
紀
後
半
か

ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
は
、
い
く
つ
か
の
対
立
す
る
経
済
先
進
国
か
ら
な
る
世
界
経
済
の
編
成
を
ど
の
よ
う
な
形
に
す
る
か
が
、
国

際
政
治
の
中
心
的
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
生
じ
た
敵
対
関
係
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
主
因
と
な
っ
た
。

第
二
次
大
戦
後
の
中
心
課
題
は
、
冷
戦
の
た
め
、
西
側
世
界
で
は
、
米
国
の
絶
対
的
な
主
導
権
を
容
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
そ
れ
も
長
く
続
か
ず
、
一
九
七
一
年
八
月
の
ニ
ク
ソ
ン
声
明
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
米
国
の
あ
き
ら
か
な
経
済
的
衰
退
は
世
界

経
済
を
再
検
討
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。

多
く
の
先
進
国
に
お
い
て
、
貿
易
の
自
由
化
と
相
互
依
存
の
効
用
が
理
解
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
と
も
な
う
コ
ス
ト
を
捻
出
す

る
か
ど
う
か
。
経
済
不
安
が
一
国
か
ら
他
国
に
伝
播
す
る
事
態
は
、
相
互
依
存
が
か
え
っ
て
国
内
経
済
問
題
を
浮
き
彫
り
に
さ
せ
る
結

果
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
影
響
を
被
る
関
係
国
も
現
れ
る
。
攻
撃
的
重
商
主
義
者
の
立
場
に
あ
れ
ば
、
国
家
間
の
関
係
強
化
は
、

か
え
っ
て
自
国
へ
の
相
互
依
存
関
係
が
浸
透
し
す
ぎ
た
た
め
、
一
度
問
題
が
生
じ
る
と
自
国
に
も
影
響
す
る
、
と
考
え
る
だ
ろ
う
。
そ

の
結
果
は
も
は
や
恩
恵
的
な
相
互
依
存
体
制
の
限
界
を
超
え
る
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
る
。
そ
の
こ
と
は
国
益
を
害
す
る
。
そ
う
す
る
と
、

防
衛
的
重
商
主
義
か
ら
す
れ
ば
、
攻
撃
的
重
商
主
義
の
国
家
指
導
者
は
、
相
互
依
存
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
と
、
自
国
の
立
場
を

保
持
す
る
こ
と
と
の
間
の
ジ
レ
ン
マ
に
陥
る
か
も
し
れ
な
い
。
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新
重
商
主
義
と
い
う
国
家
単
位
を
中
心
と
す
る
、
国
際
政
治
経
済
上
の
ジ
レ
ン
マ
は
、
米
国
と
い
う
覇
権
国
に
代
わ
る
世
界
経
済
を

統
制
、
分
配
で
き
る
国
家
が
不
在
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
欧
州
諸
国
も
日
本
も
、
そ
れ
に
中
国
も
、
米
国
の
政
治
的
、
軍
事
的
、
経
済

的
な
力
に
代
わ
る
方
策
を
も
た
な
い
か
ぎ
り
、
相
互
依
存
に
よ
る
国
際
政
治
経
済
の
関
係
で
の
中
心
を
担
う
国
家
に
は
な
れ
そ
う
に
な

い
［
ギ
ル
ピ
ン
、
一
九
七
九
：
二
四
二
参
照
］。

三

現
在
の
新
重
商
主
義
の
意
義

新
重
商
主
義
は
、
一
九
世
紀
を
通
じ
て
、
重
要
な
施
策
を
行
う
基
本
原
理
で
あ
り
続
け
た
。
例
え
ば
、
英
国
と
フ
ラ
ン
ス
の
鉄
道
事

業
は
民
間
で
設
立
、
建
設
、
運
営
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
欧
州
大
陸
の
大
部
分
の
国
々
の
鉄
道
は
、
間
接
的
に
は
資
金
提

供
、
あ
る
い
は
直
接
的
に
は
国
有
会
社
を
通
じ
て
、
国
家
活
動
の
一
部
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
軍
事
生
産
は
、
ど
の
国
に
お
い
て
も
、

こ
の
よ
う
な
国
策
に
も
と
づ
い
た
経
済
発
展
・
計
画
を
選
択
し
て
い
た
。

二
〇
世
紀
に
は
、
新
重
商
主
義
は
別
の
名
称
と
形
態
で
存
続
す
る
。
戦
争
中
、
戦
時
生
産
委
員
会
は
、
両
大
戦
間
、
ど
の
国
で
も
設

立
さ
れ
た
。
戦
間
期
、
多
く
の
国
は
、
一
種
の
重
商
主
義
的
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム

m
ercantilistcorporatism

（

）
を
試
み
た
。
例
え
ば
、

米
国
国
家
復
興
管
理
制
度

A
m
erican

N
ationalRecovery

A
dm
inist

（

ration

）
は
、
価
格
、
基
準
、
生
産
割
当
を
固
定
化
し
、
産
業
を

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
規
制
し
た
。
一
九
四
五
年
以
降
、
特
定
産
業
の
条
件
に
向
け
た
政
府
政
策
は
、
通
常
、
産
業
政
策
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
国
が
関
与
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
情
報
に
関
わ
る
直
接
的
計
画
と
、
財
政
的
補
助
に

関
わ
る
産
業
政
策
を
わ
ざ
わ
ざ
区
別
し
た

Gourevitch,1986:51

［

］。

日
本
は
、
戦
前
か
ら
政
府
主
導
の
産
業
政
策
で
有
名
に
な
っ
た
国
家
で
あ
る
。
そ
の
多
く
の
政
策
が
戦
後
日
本
の
経
済
成
長
の
起
因

と
な
っ
て
い
る
。
米
国
で
は
、
実
際
と
は
別
に
、
国
家
が
実
施
す
る
と
い
う
意
味
で
の
産
業
政
策
が
一
応
、
否
定
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
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米
国
の
建
国
以
来
、「
公
共
事
業

public
w
ork

（

）」
の
形
で
重
商
主
義
的
政
策
で
存
続
さ
せ
て
き
た
。

一
九
三
〇
年
代
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
国
は
、
農
業
生
産
者
へ
の
価
格
支
援
、
生
産
割
合
、
市
場
取
引
委
員
会
、
貯
蓄
計
画
、
教
育
、
職

業
訓
練
、
そ
し
て
調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
幅
広
く
採
用
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
措
置
の
い
く
つ
か
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
先
行
し
て
み
ら

れ
た
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
国
は
、
そ
れ
ら
の
方
針
を
現
在
ま
で
修
正
し
な
が
ら
続
行
し
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
予
算
を
削
減

す
る
「
小
さ
な
政
府
」
を
標
榜
す
る
英
国
と
米
国
の
両
政
府
で
も
、
少
な
く
と
も
、
自
国
産
業
に
は
国
家
的
な
介
入
に
関
心
を
示
し
て

き
た

Gourevitch,1986:52

［

］。

つ
ま
り
、
貿
易
自
由
化
が
進
展
す
れ
ば
、
政
府
は
「
小
さ
く
」
な
ら
ず
、
国
内
の
「
弱
者
」
の
た
め
の
保
護
を
含
め
て
、「
大
き
く
」

な
る
理
由
と
事
情
が
あ
る
［
古
田
、
二
〇
一
五
：
五
八
‐
六
七；

古
田
、
二
〇
一
八
参
照
］。
こ
れ
は
経
済
自
由
主
義
と
い
う
（
事
実
上
、
自
国

は
自
由
貿
易
、
他
国
に
は
保
護
貿
易
と
い
う
、
表
と
裏
の
）「
看
板
」
を
掲
げ
た
新
重
商
主
義
政
策
で
し
か
な
い
。

新
重
商
主
義
政
策
に
と
っ
て
の
合
理
的
根
拠
は
、
市
場
が
経
済
的
課
題
の
対
応
と
し
て
、
必
ず
し
も
適
切
に
対
処
で
き
る
と
は
か
ぎ

ら
な
い
こ
と
に
あ
る
。
第
二
章
二
の
英
国
の
場
合
で
指
摘
し
た
「
無
計
画
な
市
場
の
影
響
」
は
昔
も
今
も
同
じ
で
あ
る
。
国
家
は
そ
の

不
安
定
を
で
き
る
だ
け
抑
制
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
市
場
に
依
存
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
投
資
の
見
返
り
の
利
益
で
は
あ
ま
り

に
確
実
性
が
な
い
の
で
、
そ
し
て
効
果
・
効
率
に
お
い
て
、
お
そ
ら
く
不
確
定
な
要
素
が
含
ま
れ
る
措
置
が
必
要
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
防
衛
産
業
の
よ
う
な
、
不
可
欠
性
、
緊
急
性
や
機
密
性
を
要
す
る
も
の
、
そ
れ
へ
の
見
返
り
と
効
用
性
が
不
確
定
で
あ
り
、

個
人
や
企
業
に
そ
ぐ
わ
な
い
が
国
民
全
般
に
は
不
可
欠
な
も
の
な
ど
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
国
家
資
本
主
義
が
国
家
の
擁
護
と
正
当
化
を
議
論
さ
れ
る
と
き
に
生
じ
る
。
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
を
信
条
と

す
る
資
本
家
や
政
治
家
の
一
部
は
、
現
代
の
経
済
に
は
新
重
商
主
義
的
が
も
は
や
適
合
し
な
く
な
っ
て
い
る
、
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、

例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
伝
統
が
貴
族
、
土
地
の
重
視
、
そ
し
て
ル
イ
一
四
世
と
コ
ル
ベ
ー
ル
の
重
商
主
義
が
と
も
に
リ
ス
ク
を
ひ
ど
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く
嫌
う
経
済
文
化
を
形
成
し
て
き
た
。
一
方
で
、
市
場
シ
ェ
ア
の
安
定
と
家
族
経
営
の
存
続
に
非
常
に
関
心
が
あ
る
と
は
い
え
、
他
方

で
、
二
〇
世
紀
に
お
い
て
も
、
生
産
と
経
営
の
合
理
化
、
成
長
の
長
所
、
低
コ
ス
ト
で
の
大
量
生
産
に
は
、
国
家
主
導
が
必
要
と
さ
れ

る
。
フ
ラ
ン
ス
が
一
九
四
五
年
後
、
い
く
つ
か
の
産
業
の
経
済
構
造
を
再
編
成
し
、
成
長
指
向
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
経
済
的
な
梃
子
は
、

や
は
り
国
家
の
積
極
介
入
策
で
あ
っ
た
。
同
事
例
は
他
国
で
も
あ
る
。

新
重
商
主
義
の
正
当
化
は
、
国
家
ご
と
の
事
情
の
も
と
、
資
本
主
義
の
特
有
の
問
題
に
ど
う
対
処
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例

え
ば
、
日
本
で
は
、
明
治
維
新
以
来
、
重
商
主
義
は
世
界
経
済
に
参
入
す
る
時
機
に
自
国
の
後
進
性
へ
の
対
策
と
見
な
さ
れ
る
。
他
国

と
の
関
係
で
、
産
業
化
が
遅
れ
る
と
、
民
間
の
力
は
社
会
が
近
代
化
を
推
進
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
家
が
積
極
的
な

牽
引
役
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。
明
治
日
本
の
エ
リ
ー
ト
は
、
遅
れ
て
国
際
社
会
に
参
入
し
た
の
で
、
民
間
に
よ
る
市
場
の
自
助
努
力

や
保
護
主
義
で
は
、
自
国
の
成
長
を
担
え
な
い
の
で
、
国
家
が
成
長
を
率
先
す
る
の
に
先
頭
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

cf.Ram
eseyer,1998

［

］。
政
策
は
、
計
画
、
分
析
、
誘
因
、
そ
し
て
制
裁
を
使
っ
て
市
場
力
を
強
化
す
る
、
複
雑
で
注
意
深
い
手
法
で

あ
る
。
日
本
は
、
欧
米
先
進
経
済
国
と
は
異
な
っ
た
新
重
商
主
義
モ
デ
ル
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
［
小
林
ほ
か
、
一
九
九
五
参
照；

サ
ミ
ュ
エ
ル
ズ
、
一
九
九
七
参
照
］。
各
国
家
（
第
三
世
界
も
含
め
）
は
、
二
〇
世
紀
以
降
も
、
日
本
と
同
様
に
、
現
代
の
新
重
商
主
義
を
そ

れ
ぞ
れ
の
形
で
実
践
し
て
き
た
。

新
重
商
主
義
は
、
社
会
主
義
体
制
に
よ
る
政
府
の
役
割
を
別
に
し
て
、
他
の
政
策
と
比
べ
複
雑
な
制
度
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
要
す
る
。

例
え
ば
、
国
家
に
よ
る
報
償
と
抑
制
は
、
選
別
的
な
目
的
を
ど
の
よ
う
に
達
成
で
き
る
制
度
的
機
構
が
設
け
ら
れ
る
。
政
府
が
勝
者
に

報
い
る
、
そ
し
て
敗
者
に
補
償
を
す
る
な
ら
、
政
府
は
、「
ど
れ
が
ど
れ
や
ら

w
hich

are
w
hich

（

）」
を
計
算
す
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
政
府
が
事
前
の
合
意
を
組
織
す
る
こ
と
で
紛
争
を
回
避
で
き
る
な
ら
、
政
府
は
そ
の
た
め
の
諮
問
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
常
設

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
合
意
を
強
い
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
そ
れ
は
、
国
民
に
向
か
っ
て
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規
制
力
を
事
前
に
用
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
例
、
日
本
の
行
政
指
導
）。
例
え
ば
、
民
主
的
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
が
示
す
よ
う

に
、
諸
制
度
は
国
ご
と
の
、
相
当
に
異
な
る
課
題
と
目
標
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
考
案
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

Gourevitch,1986:

［

53
］。

む
す
び

重
商
主
義
は
、
一
七
世
紀
に
は
、
富
を
金
塊
基
準

bullion
view

（

）
で
計
測
さ
れ
た
。
世
界
で
は
富
は
固
定
し
て
い
る
と
す
る
ゼ
ロ
・

サ
ム
的
な
発
想
か
ら
、
国
家
の
使
命
は
最
大
限
、
富
を
獲
得
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
考
え
方
は
、
軍
事
能
力
と
同
様
、
生
産
能
力

の
発
達
を
促
し
て
き
た
。
国
家
に
よ
る
積
極
的
政
策
は
最
善
方
法
と
考
え
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
重
商
主
義
は
、
政
治
経
済
理
論
と

し
て
、
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
資
本
主
義
よ
り
先
行
し
て
い
た
。
実
際
、
市
場
経
済
の
理
論
が
一
八
世
紀
に
開
始
で
き
た
の
は
、
重
商
主

義
が
す
で
に
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る

Gourevitch,1986:50
［

］。

国
際
経
済
政
策
の
た
め
の
演
繹
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
い
く
つ
か
の
意
味
（im

plication

）
を
引
き
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
重

商
主
義
者
は
国
家
の
基
礎
に
あ
る
パ
ワ
ー
の
能
力
（
量
）
に
関
心
が
あ
る
。
彼
（
女
）
ら
は
、
経
済
力
が
発
展
し
た
国
家
と
い
う
政
治

シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
よ
り
多
く
の
支
配
力
（leverage
）
が
あ
る
べ
き
だ
、
と
考
え
た
。
彼
（
女
）
ら
は
、
倫
理
と
神
学
と
か
の
テ
ー

マ
で
な
く
、
権
力
を
基
礎
づ
け
る
ひ
と
つ
と
し
て
富
を
い
か
に
獲
得
す
る
か
を
考
え
た
。
彼
（
女
）
ら
は
、
マ
キ
ャ
ベ
リ
ズ
ム
を
政
治

領
域
か
ら
経
済
の
そ
れ
に
持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
国
家
の
存
在
理
由
は
、
国
益
が
最
優
先
し
な
け
れ
ば
な
く
、
そ
れ
は
基
本
的
な
前

提
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
政
治
生
活
の
中
心
的
な
課
題
は
秩
序
（order

）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
秩
序
は
国

家
の
権
力
に
よ
っ
て
樹
立
で
き
た

K
rasner,1978:37

［

］。

重
商
主
義
者
は
、
自
己
目
的
を
保
障
す
る
、
一
貫
性
あ
る
政
策
の
セ
ッ
ト
を
展
開
し
た
。
特
有
の
処
方
の
い
く
つ
か
は
、
金
を
蓄
積
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す
る
欲
望
に
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
金
と
銀
が
富
の
本
質
で
あ
る
と
い
う
信
念
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、

拝
金
主
義
（bullionism

）
だ
け
で
は
、
実
践
的
な
意
義
を
も
た
な
く
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
三
〇
〇
年
前
の
重
商
主
義
政
策
の
究
極

的
野
心
は
現
時
点
で
も
活
き
て
い
る
。
当
時
も
現
在
も
経
済
的
自
立
（
現
在
の
国
家
で
述
べ
れ
ば
、
例
え
ば
経
常
収
支
の
黒
字
）
が
な
け
れ

ば
、
重
商
主
義
に
は
、
そ
れ
が
最
終
目
的
で
な
い
と
し
て
も
、
国
家
権
力
の
極
大
化
と
結
び
つ
か
な
い
。

だ
か
ら
、
重
商
主
義
は
次
の
二
つ
の
政
策
関
心
と
関
係
す
る
。
第
一
は
、
政
治
的
欲
求
、
と
く
に
軍
事
関
係
か
ら
経
済
活
動
へ
の
関

心
を
向
け
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
さ
ら
な
る
政
治
的
野
望
の
た
め
に
、
国
家
の
経
済
力
を
蓄
積
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
重
商
主
義
の
処
方
箋
は
、
現
在
に
も
通
用
す
る
だ
ろ
う
か
？
極
端
な
場
合
を
想
定
す
れ
ば
、
戦
争
を
遂
行
す
る
活
力
を
保
持
す

る
政
策
と
、
外
交
政
策
目
標
の
到
達
や
経
済
活
動
の
堅
持
と
の
関
連
す
る
政
策
と
の
区
別
は
必
要
で
あ
る
。
軍
事
力
を
保
障
す
る
政
策

は
理
解
し
や
す
い
。
国
家
は
、
戦
争
の
実
施
に
不
可
欠
な
原
材
料
の
た
め
の
供
給
先
が
信
頼
で
き
な
い
な
ら
、
そ
れ
に
従
お
う
と
し
な

い
に
ち
が
い
な
い
。
他
の
事
情
が
同
じ
な
ら
ば
、
国
家
は
、
資
源
の
貯
蔵
、
政
府
購
入
保
証
、
補
助
金
、
国
内
産
業
保
護
の
関
税
、
そ

し
て
類
似
し
た
措
置
を
通
じ
て
、「
自
給
自
足
」
を
最
大
化
す
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
「
自
給
自
足
」
は
他
国
に
依
存
す
る
程
度
を
で

き
る
だ
け
回
避
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

国
家
は
、
資
源
保
存
の
不
可
能
性
、
不
適
切
な
技
術
知
識
、
法
外
な
費
用
な
ど
の
事
情
で
、「
自
給
自
足
」
が
不
可
能
で
あ
る
と
き
、

供
給
源
を
多
様
化
す
る
。
国
家
は
依
拠
す
る
相
手
先
（
国
）
の
関
係
を
良
好
に
し
て
お
く
は
ず
で
あ
る
。
国
家
は
、
あ
る
国
と
貿
易
関

係
を
終
了
さ
せ
る
か
否
か
の
判
断
に
際
し
て
、
そ
の
機
会
費
用
に
関
し
て
輸
入
よ
り
輸
出
の
ほ
う
が
有
益
だ
と
考
え
る
な
ら
、
そ
の
供

給
先
を
保
障
す
る
。
例
え
ば
、
国
家
は
、
外
国
の
供
給
先
が
有
利
な
貿
易
条
件
を
付
け
る
な
ら
、
費
用
と
生
産
の
便
益
関
係
を
考
え
て

他
の
市
場
に
移
行
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
り
、
特
定
国
に
高
い
価
格
を
支
払
う
か
も
し
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
国
家
は
、
自
国
の
企
業
に
投
資
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
外
国
の
資
源
の
支
配
を
最
大
限
可
能
に
し
よ
う
と
す
る
。
も
ち
ろ
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ん
、
資
本
主
義
社
会
で
は
、
国
家
の
政
策
形
成
者
は
私
企
業
に
対
し
て
、
専
制
的
な
振
る
舞
い
が
で
き
そ
う
に
な
い
。
だ
が
、
国
家
は
、

所
有
移
転
や
経
営
譲
歩
の
合
意
な
ど
様
々
な
手
段
を
通
じ
て
、
外
国
が
所
有
す
る
価
値
あ
る
資
源
の
支
配
を
確
保
で
き
る
。
国
家
は
、

企
業
の
国
内
活
動
に
影
響
す
る
措
置
を
行
使
す
る
。
国
家
は
、
企
業
経
営
に
影
響
す
る
課
税
や
反
独
占
政
策
な
ど
を
使
っ
て
、
民
間
企

業
を
自
己
の
影
響
下
に
置
け
る
。
そ
の
観
点
で
は
、
国
家
は
企
業
経
営
者
と
「
協
調
」（
と
い
う
よ
り
支
配
）
で
き
る
。

資
源
の
供
給
先
の
確
保
は
、
軍
事
的
理
由
で
な
く
て
も
、
国
家
に
と
っ
て
国
全
体
の
政
治
的
、
経
済
的
な
事
情
の
た
め
に
は
重
要
で

あ
る
。
平
和
時
の
経
済
に
と
っ
て
、
輸
出
入
先
の
確
保
、
国
内
の
雇
用
・
物
価
の
安
定
は
関
心
が
も
っ
と
も
高
く
な
る
。
不
安
定
な
需

要
・
供
給
と
価
格
は
経
済
機
能
を
混
乱
さ
せ
、
ひ
い
て
は
政
治
シ
ス
テ
ム
を
緊
張
さ
せ
る
。
安
定
し
た
秩
序
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

こ
の
措
置
は
国
家
の
存
立
条
件
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
も
あ
る
。

一
九
七
〇
年
代
初
期
ま
で
は
、
国
際
関
係
で
の
政
治
的
受
益
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
経
済
的
支
出
を
上
回
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
デ
タ
ン
ト
へ
の
動
き
や
、
日
・
欧
経
済
の
復
興
、
冷
戦
終
了
な
ど
の
そ
の
後
の
出
来
事
に
と
も
な
っ
て
、
政
治
的

受
益
が
後
退
す
る
反
面
で
、
経
済
的
な
支
出
増
に
関
心
は
高
ま
っ
た
。

そ
の
結
果
、
米
国
と
そ
の
関
係
国
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
世
界
貿
易
お
よ
び
通
貨
制
度
の
改
革
を
望
む
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ

に
よ
っ
て
各
国
は
自
国
利
益
を
そ
れ
ぞ
れ
追
求
し
、
他
国
の
そ
れ
を
妨
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
米
国
は
貿
易
関
係
と
通

貨
制
度
の
改
革
を
望
む
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
世
界
の
覇
権
国
と
し
て
の
そ
の
地
位
と
役
割
が
も
つ
特
権
を
保
持
し
よ
う
と
し
、
同
時
に

巨
額
の
貿
易
剰
余
を
増
す
欧
州
諸
国
や
日
本
（
、
近
年
で
は
中
国
）
の
権
利
を
制
約
し
よ
う
と
す
る
。
他
方
、
欧
州
諸
国
や
日
本
（
そ
し

て
中
国
、
さ
ら
に
新
興
国
）
は
こ
の
権
利
を
保
持
し
、
米
国
の
世
界
の
覇
権
国
と
し
て
の
特
権
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
米

国
か
ら
の
防
衛
策
も
あ
る
。
例
え
ば
、
米
国
の
一
九
七
四
年
通
商
改
正
法
は
保
護
主
義
的
要
素
を
含
ん
で
い
た
。
そ
う
い
っ
た
米
国
内

の
保
護
主
義
的
措
置
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
米
国
経
済
の
衰
退
と
他
の
経
済
大
国
化
と
の
関
係
は
、
一
見
、
自
由
主
義
的
な
世
界
経
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済
を
支
持
す
る
米
国
の
国
内
政
治
秩
序
に
よ
っ
て
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

国
際
通
貨
制
度
で
は
、
ド
ル
が
い
か
な
る
特
権
を
留
保
し
よ
う
が
、
戦
後
の
高
度
成
長
期
と
同
じ
よ
う
に
、
米
国
が
行
動
で
き
そ
う

に
な
く
な
っ
た
。
米
国
が
対
外
関
与
を
支
え
、
外
国
資
産
を
買
占
め
、
同
時
に
国
内
で
は
完
全
雇
用
を
維
持
す
る
に
は
、
巨
額
の
国
際

収
支
の
赤
字
を
垂
れ
流
せ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
米
国
は
自
国
に
と
っ
て
高
い
支
出
を
費
や
し
て
も
、
海
外
に
お
け
る
経
済
的
な
ら
び
に

軍
事
的
地
位
の
維
持
の
た
め
資
金
を
賄
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
政
治
的
、
経
済
的
な
主
導
権
の
た
め
の
支
出
は
今

で
も
、
米
国
国
民
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
（
、
と
損
得
勘
定
で
感
じ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
）。
こ
の
費
用
の
重
み
と
米
国
国
民
が
そ
れ
を
い

か
に
認
め
る
か
は
、
米
国
の
世
界
的
役
割
や
、
欧
州
諸
国
と
日
本
の
同
盟
国
に
対
す
る
態
度
を
著
し
く
変
え
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
米
国
内
外
の
変
化
は
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
新
重
商
主
義
的
政
策
を
選
択
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
［
ギ
ル
ピ
ン
、
一
九
七
七
：
二
四
六
‐
二
四

七
］。世

界
経
済
は
、
排
他
的
な
貿
易
ブ
ロ
ッ
ク
や
経
済
同
盟
や
、
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
向
か
う
可
能
性
が
常
に
あ
る
。
一
九
世
紀
末

か
ら
二
〇
世
紀
ま
で
の
新
重
商
主
義
的
対
立
は
、
産
業
先
発
国
が
自
ら
の
産
業
的
優
位
を
失
う
こ
と
と
関
係
す
る
か
に
思
わ
れ
る
。
そ

の
技
術
的
優
位
と
比
較
優
位
が
他
国
に
拡
散
す
る
に
つ
れ
て
、
つ
づ
い
て
世
界
レ
ベ
ル
で
の
利
潤
低
下
が
起
こ
る
。
技
術
ギ
ャ
ッ
プ
が

埋
ま
る
に
従
い
、
競
争
は
苛
烈
を
極
め
て
く
る
。
さ
ら
に
、
競
争
が
市
場
や
資
源
の
た
め
に
激
化
す
る
に
つ
れ
て
、
国
家
は
自
国
産
業

の
防
衛
と
、
外
国
か
ら
の
影
響
を
か
わ
す
努
力
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
世
界
市
場
に
お
け
る
自
国
の
占
有
率
を
め
ぐ
っ
て
、
国
際

経
済
関
係
は
、
政
治
を
前
面
に
押
し
出
す
新
重
商
主
義
的
な
振
る
舞
い
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
、
と
解
釈
し
て
も
よ
い
［
ギ
ル

ピ
ン
、
一
九
七
七
：
二
四
八
参
照；

Furuta,2019:Ch.9

］。

マ
ル
ク
ス
主
義
的
に
理
解
す
れ
ば
、
資
本
主
義
固
有
の
矛
盾
は
、
自
分
自
身
の
崩
壊
の
種
子
を
蒔
い
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
場
合
、

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
経
済
成
長
、
産
業
、
技
術
が
拡
散
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
相
互
依
存
が
依
拠
し
た
権
力
の
分
配
（
権
）
が
次
第
に
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崩
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
米
国
中
心
の
世
界
経
済
へ
の
挑
戦
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
パ
ッ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
の
衰
退
に
と
も

な
っ
た
新
重
商
主
義
国
の
対
立
と
ま
っ
た
く
同
じ
姿
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

短
期
的
に
、
経
済
対
立
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
、
景
気
後
退
、
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
な
ど
で
激
化
す
る
。
長
期
的
に
は
、
資
源
、
環

境
、
イ
ン
フ
レ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
へ
の
統
合
な
ど
の
問
題
は
、
協
調
の
看
板
を
表
に
出
す
世
界
の
姿
に
変
更
し
て
ゆ
く
。
な
ぜ
な
ら
、

国
家
が
国
際
環
境
変
化
に
適
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
差
し
迫
っ
た
問
題
に
対
す
る
解
決
策
を
求
め
て
、
米
国
と
そ
の

経
済
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
産
業
技
術
と
経
済
生
活
の
新
た
な
秩
序
を
開
始
せ
ざ
る
を
え
ず
、
こ
の
探
求
が
技
術
的
革
新
や
、
新
し
い
国
際

分
業
を
形
成
す
る
と
考
え
ら
れ
た
が
、
そ
う
は
な
ら
ず
、
米
国
経
済
の
衰
退
、
欧
・
日
の
経
済
発
展
、
東
欧
・
ソ
連
の
崩
壊
、
そ
れ
に

中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
の
新
興
国
の
経
済
成
長
な
ど
は
、
国
内
外
の
こ
れ
ま
で
の
政
治
基
盤
を
崩
壊
さ
せ
、
世
界
政
治
は
不
確
実
な
時
代

に
突
入
し
た
。
こ
の
事
情
は
、
新
重
商
主
義
の
時
代
現
象
を
よ
り
反
映
さ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

い
く
つ
か
の
経
済
力
の
大
き
な
中
心
か
ら
形
成
さ
れ
る
世
界
経
済
に
あ
っ
て
は
経
済
取
引
や
国
家
間
の
相
互
依
存
の
関
係
が
支
配
的

と
な
っ
て
い
る
。
世
界
経
済
の
ど
の
中
心
も
相
互
依
存
の
便
益
を
高
め
、
そ
の
費
用
を
軽
減
す
る
こ
と
に
躍
起
に
な
っ
て
き
た
。
現
在
、

各
国
の
貿
易
、
通
貨
、
投
資
の
関
係
は
、
非
常
に
高
度
な
政
治
問
題
と
な
り
、
激
し
い
対
立
を
生
じ
さ
せ
て
き
た
。
経
済
自
由
主
義
の

時
代
か
ら
い
っ
そ
う
協
議
・
交
渉
の
時
代
に
向
か
っ
て
、
国
際
経
済
は
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
方
向
と
は
敵
対
的
な
経

済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
化
へ
の
進
展
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
、
自
国
の
利
益
の
た
め
の
新
重
商
主
義
的
政
策
を
求
め
る

動
き
が
激
化
す
る
と
、
国
際
政
治
経
済
関
係
の
再
編
を
考
慮
す
る
政
治
的
な
叡
智
と
自
制
力
と
が
必
要
と
な
る
［
ギ
ル
ピ
ン
、
一
九
七
七
：

二
四
九
‐
二
五
一
参
照
］。
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注（
1
）
古
代
の
重
商
主
義
に
つ
い
て
は
、H

orrocks
1925

Ch

（

）

.

Ⅱ

を
参
照
。
本
論
で
は
、
主
に
現
代
の
重
商
主
義
を
対
象
と
す
る
の
で
、
古
代
重

商
主
義
を
取
り
扱
わ
な
い
。

（
２
）
重
商
主
義
は
、
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
体
制
で
あ
る
が
、
そ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
は
重
商
主
義
の
特
徴
の
い
く
つ
か
が
含
ま
れ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。
リ
ス
ト
は
、
重
商
主
義
の
利
点
を
理
解
し
た
が
、
そ
の
問
題
点
に
も
注
目
し
た
。
重
商
主
義
的
方
策
を
一
時
的
、
暫
定
的
、
条
件

的
な
措
置
と
み
な
し
た
、
と
い
う
指
摘
が
あ
る

H
orrocks,1925:8

［

］。
こ
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
国
が
重
商
主
義
を
国
家

原
理
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
あ
る
国
が
そ
の
時
々
に
お
い
て
重
商
主
義
的
政
策
を
採
用
す
る
こ
と
、
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
そ
の
点
に
関
連
す
る
こ
と
で
、
新
重
商
主
義
は
、
現
代
の
先
進
国
の
政
治
経
済
体
制
だ
け
を
説
明
す
る
だ
け
で
な
く
、
脱
植
民
地
化
し

た
第
三
世
界
各
国
の
経
済
運
営
を
理
解
す
る
う
え
で
有
効
な
概
念
に
な
り
う
る
［Lal,2006:307

］。

（
３
）
新
重
商
主
義
と
い
う
言
葉
の
普
及
は
、
一
九
六
五
年
に
「
新
し
い
重
商
主
義
（T

he
N
ew
M
ercantilism

）」
と
題
し
て
行
な
っ
た
J
.
ロ

ビ
ン
ソ
ン
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
教
授
就
任
講
演
に
由
来
す
る
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
よ
っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
［Robinson,1973

］。
一
八
世
紀
ま

で
の
そ
れ
は
、
古
典
的
重
商
主
義
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
後
の
ネ
オ
重
商
主
義
（neo-m

ercantilism

）
は
一
八
世
紀
末
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
、
米

国
、
ド
イ
ツ
な
ど
が
採
っ
た
保
護
貿
易
政
策
を
指
し
、
新
重
商
主
義
（new

m
ercantilism

）
は
、
第
二
次
大
戦
後
、
先
進
諸
国
が
経
済
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
傾
向
を
も
ち
、
貿
易
収
支
を
黒
字
に
し
よ
う
と
す
る
政
策
と
分
け
る
場
合
が
あ
る
。
英
国
は
、
産
業
革
命
以
来
、
自
由
貿
易

国
と
の
認
識
が
普
及
し
て
き
た
が
、
本
論
第
一
章
二
で
示
す
よ
う
に
、
重
商
主
義
的
政
策
を
採
用
し
て
い
た
。

（
４
）
日
本
の
新
重
商
主
義
の
展
開
段
階
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
戦
時
体
制

明
治
時
代
（
一
八
六
八
―
一
九
一
二
）
の
寡
頭
制
の
政
治
エ
リ
ー
ト
は
、
国
内
の
政
治
ラ
イ
バ
ル
と
欧
米
産
業
国
の
両
方
に
対
し
て
、
自
分

た
ち
の
新
体
制
の
弱
さ
を
認
識
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
、
国
家
が
自
国
の
パ
ワ
ー
を
強
化
す
る
た
め
に
、「
殖
産
興
業
」
の
必
要
を
感

じ
た
。
当
時
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
富
国
強
兵
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
は
、
リ
ス
ト
の
重
商
主
義
思
想
に
強
く
影
響
さ
れ
た
。
リ

ス
ト
は
、
国
家
が
発
展
目
標
（developm

entalpurpose

）
の
た
め
、
国
内
の
民
間
産
業
を
統
制
し
、
育
成
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
［Sohn,
1998:17-20

］。

日
本
の
戦
後
の
経
済
シ
ス
テ
ム
は
、
戦
時
中
に
作
ら
れ
た
そ
れ
を
も
と
に
築
か
れ
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
一
九
四
〇
年
頃
に
確
立
さ
れ
た
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の
で
「
一
九
四
〇
年
体
制
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
［
野
口
、
一
九
九
五
、
新
版
二
〇
〇
二
参
照
、
野
口
、
二
〇
〇
八
：
二
五
三
‐
二
五
五；

小
林

ほ
か
、
一
九
九
五；

雨
宮
、
一
九
九
七
］。

財
政
金
融
制
度
で
は
、
戦
前
の
日
本
の
産
業
資
金
供
給
は
資
本
市
場
を
通
じ
る
直
接
金
融
方
式
で
あ
っ
た
が
、
戦
時
中
、
政
府
は
銀
行
を
経

由
す
る
間
接
金
融
方
式
へ
の
移
行
に
変
更
し
た
。
一
九
四
〇
年
度
税
制
改
正
法
に
お
い
て
直
接
税
中
心
の
税
体
系
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
現
在
ま

で
続
く
税
制
度
が
確
立
さ
れ
た
。
一
九
四
二
年
の
旧
日
本
銀
行
法
は
、
一
九
九
八
年
ま
で
日
本
の
基
本
的
な
金
融
統
制
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

戦
時
体
制
下
、
革
新
官
僚
が
「
資
本
と
経
営
の
分
離
」
を
、
間
接
金
融
と
と
も
に
推
進
し
、
そ
れ
が
戦
後
日
本
企
業
の
形
態
を
構
成
し
た
。

社
会
の
組
織
に
お
け
る
職
能
団
体
代
表
制
（
権
威
主
義
的
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
）
が
発
展
し
た
。
戦
時
経
済
で
成
長
し
た
企
業
（
電
力
、
製
鉄
、

自
動
車
、
電
機
）
が
経
営
を
統
括
す
る
統
制
会
組
織
に
取
り
込
ま
れ
た
。
そ
の
組
織
が
戦
後
日
本
経
済
の
中
核
に
な
っ
た
。
戦
後
、
統
制
会
の

常
備
機
構
が
経
営
者
団
体
連
合
（
経
団
連
）
に
衣
替
え
し
た
。
同
時
に
、
戦
時
中
に
形
成
さ
れ
た
「
産
業
報
国
会
」
が
戦
後
の
企
業
別
労
働
組

合
の
母
体
と
な
っ
た
。

戦
時
中
に
導
入
さ
れ
た
食
糧
制
度
が
戦
後
の
農
地
改
革
を
可
能
に
し
た
。
そ
の
代
表
例
が
一
九
四
二
年
に
導
入
さ
れ
た
食
糧
管
理
法
（
一
九

九
四
年
以
降
変
更
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
戦
時
中
に
強
化
さ
れ
た
借
地
借
家
法
が
戦
後
の
都
市
に
お
け
る
土
地
制
度
の
基
本
と
な
っ
た
。
以
上

の
よ
う
に
、
戦
後
日
本
を
支
え
た
中
央
集
権
主
義
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

②
「
日
本
株
式
会
社
」

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
の
政
策
は
、
戦
前
か
ら
引
き
継
い
だ
「
埋
め
込
ま
れ
た
重
商
主
義
（em

bedded
m
ercantilism

）」
と
特
徴
づ

け
る
複
合
体
（com
plex

）
の
所
産
と
見
な
せ
る
［Pem

pel,1998:49

］。
そ
こ
に
は
、
相
互
に
支
え
合
う
要
素
が
混
在
す
る
。
①
「
埋
め
込

ま
れ
た
重
商
主
義
」、
②
高
度
に
中
央
集
権
化
し
た
政
治
・
経
済
制
度
、
そ
し
て
、
③
農
業
と
実
業
に
依
存
す
る
社
会
経
済
的
連
合
。
も
っ
と

も
、
組
織
労
働
は
政
治
的
に
周
辺
化
さ
れ
て
い
た
［
小
林
ほ
か
、
一
九
九
五
参
照；

cf.Ram
seyer,1998

］。

全
体
的
に
考
え
る
と
、
日
本
の
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
は
、
漸
進
的
な
経
済
政
策
を
も
つ
保
守
的
な
政
治
の
「
良
循
環
（virtuous

cycle

）」

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
。
そ
の
「
埋
め
込
ま
れ
た
重
商
主
義
」
が
、
日
本
社
会
の
全
体
の
枠
組
み
を
実
現
し
て
き
た
［Pem

pel,1998:15

］。

い
わ
ば
、
こ
の
形
態
は
、「
労
働
な
き
保
守
主
義
的
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
（conservative

corporatism
w
ithoutlabor

）」
で
あ
る
。「
埋
め

込
ま
れ
た
重
商
主
義
」
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
ほ
ぼ
二
五
年
（
一
九
四
五
‐
七
一
）
の
間
、「
開
発
主
義
的
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
（developm

ental
catch-up

）」
を
中
心
と
し
た
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
自
民
党
幹
部
、
経
済
的
高
級
官
僚
、
そ
し
て
大
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企
業
経
営
者
の
、
い
わ
ゆ
る
政
官
財
の
パ
ワ
ー
・
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
、
長
期
間
の
発
展
的
な
経
済
計
画
で
表
現
し
て
き
た
。

日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
重
商
主
義
は
、
自
由
主
義
的
な
原
則
と
規
範
に
も
と
づ
く
貿
易
と
金
融
の
国
際
シ
ス
テ
ム
の
文
脈
で
展

開
し
て
き
た
。「
埋
め
込
ま
れ
た
重
商
主
義
」
は
、
一
方
で
は
日
本
に
G
A
T
T
や
I
M
F
の
規
定
の
条
文
を
フ
ォ
ー
マ
ル
に
は
遵
守
さ
せ
る

が
、
他
方
で
は
そ
の
条
文
を
逸
脱
し
な
い
程
度
で
、
重
商
主
義
政
策
を
実
行
さ
せ
た
。
米
国
政
府
は
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
、
日
本
の
「
埋
め

込
ま
れ
た
重
商
主
義
」
を
米
国
の
安
全
保
障
体
制
内
に
取
り
込
む
た
め
に
、
容
認
し
て
い
た
［Carlie

and
T
ilton,1998:199

］。

こ
の
目
標
に
有
用
な
政
策
道
具
は
多
く
存
在
し
た
。
製
造
輸
入
品
に
関
す
る
高
関
税
と
制
限
割
当
（quota

）、
国
内
消
費
に
関
す
る
厳
格
な

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
資
本
と
技
術
の
日
本
へ
の
流
出
入
の
制
限
、
世
界
市
場
の
中
で
日
本
の
輸
出
を
安
価
に
す
る
過
小
評
価
さ
れ
た
円
、
市
民
に

よ
る
高
い
個
人
貯
蓄
の
奨
励
政
策
、
そ
し
て
外
国
技
術
へ
の
「
信
仰
」
な
ど
で
あ
る
［Pem

pel,1998:146

］。
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
長
期
の

一
党
優
位
体
制
の
も
と
で
、
可
能
と
な
っ
た
。

日
本
政
府
は
、
自
国
の
政
策
の
決
定
、
推
進
、
変
更
、
そ
し
て
改
革
に
「
外
圧
」
を
利
用
し
て
き
た
、
と
論
じ
ら
れ
る
［Bergsten

and
Gagnon,2017:125

］
が
、
し
か
し
そ
の
表
層
的
な
部
分
だ
け
を
見
る
の
で
な
く
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
、
深
層
的
な
部
分
を
認
識
す

る
必
要
が
あ
る
。

③
バ
ブ
ル
崩
壊
後

日
本
の
経
済
大
国
化
は
、
一
九
八
〇
年
代
、
国
内
外
か
ら
挑
戦
を
受
け
続
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
協
調
の
原
則
を
継
続
さ

せ
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
経
済
政
策
は
、
米
国
に
商
品
と
資
本
の
輸
出
を
増
加
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
五
年
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
（Plaza

A
ccord

）」
は
、
そ
の
後
の
バ
ブ
ル
経
済
と
結
び
つ
く
好
景
気
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
日
本
の
開
発
主
義
制
度
内
に

あ
っ
た
緊
張
を
一
時
的
に
緩
和
さ
せ
た
。

一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
株
と
土
地
の
価
格
が
急
上
昇
し
た
。
と
り
わ
け
、
日
本
政
府
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
以
降
、
日
本
の
金
融
緩
和

（easy
m
oney

）
と
緊
縮
財
政
（tightfiscalpolicy

）
を
採
用
し
た
。
そ
れ
は
、
サ
プ
ラ
イ
・
サ
イ
ド
経
済
を
目
的
と
す
る
レ
ー
ガ
ン
政
権

の
鏡
像
（m

irror
im
age

）
で
あ
っ
た
。
日
本
政
府
は
、
そ
の
政
策
動
機
に
お
い
て
、
円
の
価
値
を
適
正
化
す
る
こ
と
、
そ
し
て
同
時
に
対
米

向
け
の
輸
出
と
投
資
を
高
レ
ベ
ル
に
維
持
す
る
こ
と
を
意
図
と
し
た
。
貿
易
黒
字
の
一
部
は
、
米
国
の
財
務
省
短
期
証
券
（treasury

bills

）

と
株
な
ど
に
投
資
さ
れ
た
結
果
で
も
あ
る
。
米
国
の
経
済
混
迷
は
財
政
と
貿
易
の
双
子
の
赤
字
が
原
因
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
日
本
は
、
輸
出

志
向
の
景
気
向
上
で
税
歳
入
を
増
や
し
、
そ
れ
ま
で
の
国
債
を
清
算
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
日
本
政
府
は
、
長
期
景
気
で
、
そ
れ
ま
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で
の
開
発
主
義
的
制
度
へ
の
内
外
か
ら
の
批
判
を
回
避
で
き
た
。

日
本
は
、
巨
額
の
貿
易
黒
字
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
経
済
の
輸
出
依
存
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
日
本
国
内
の
資
本
市
場
は
さ
ら
に
自
由
化
さ

れ
た
が
、
自
由
化
の
範
囲
は
国
内
財
政
制
度
の
要
求
に
よ
る
と
い
う
よ
り
、
国
内
の
金
融
手
段
の
国
際
化
を
要
請
さ
れ
た
。
日
本
政
府
は
規
制

を
緩
和
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
日
本
の
経
済
官
僚
が
基
本
方
針
を
変
更
す
る
徴
候
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
主
要
銀
行
シ
ス
テ
ム
（m

ain
bank

system

）
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
確
か
に
弱
体
化
し
た
が
、
解
体
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
の
商
慣
行
で
あ
る
系
列
も
存
続

し
て
い
る
。

日
本
国
民
は
、
日
本
の
開
発
主
義
的
協
調
ス
タ
イ
ル
が
バ
ブ
ル
期
に
永
遠
に
続
く
と
思
っ
た
。
二
一
世
紀
に
は
、
パ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
ポ
ニ
カ

（Pax
Japonica

）
が
誕
生
す
る
と
さ
え
喧
伝
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
、
バ
ブ
ル
景
気
が
崩
壊
し
、
事
実
上
、
日
本
流

の
開
発
主
義
の
斜
陽
化
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
日
本
経
済
は
、
一
九
九
〇
年
代
初
め
の
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
（lostdecade

）」
と
呼
ば
れ
る
、

長
引
い
た
景
気
後
退
を
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
日
本
経
済
は
、
不
活
発
な
投
資
と
消
費
の
た
め
に
、
G
D
P
実
質
成
長

率
を
低
下
さ
せ
、
大
量
の
失
業
を
も
た
ら
し
た
［Streeck

and
Y
am
am
ura,2003:8-10

］。

バ
ブ
ル
経
済
の
成
立
、
そ
の
崩
壊
、
そ
し
て
そ
の
余
波
の
責
任
は
、
結
果
的
に
は
米
国
に
よ
る
外
圧
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
日
本
政
府
の
政

策
運
営
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
経
済
や
国
防
な
ど
の
方
針
に
お
い
て
、
米
国
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
（
、
そ
の
後
の
歴
代
政
権
も
含
め
て
）
の
政
策

に
適
切
に
対
処
で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
前
の
二
〇
年
間
、
日
本
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
援
助
と
直
接
投
資
の
二
分
の
一
近
く
を
拠
出
し
て
い
た
。
一
九
八
五

年
以
後
、
円
高
は
日
本
の
投
資
を
増
加
さ
せ
た
。
そ
れ
は
一
九
五
一
年
か
ら
一
九
八
四
年
ま
で
の
二
倍
と
な
っ
た
。
日
本
は
、
東
南
ア
ジ
ア
地

域
で
貿
易
黒
字
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
援
助
と
投
資
の
流
れ
を
続
け
て
き
た
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
政
府
は
、
規
制
緩
和
と
有
益
な
誘
因
を
実
行

し
、
外
国
か
ら
の
投
資
を
承
認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
型
開
発
国
家
モ
デ
ル
（Japanese

developm
entalstate

m
odel

）
が

高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
［K

atzenstein,2003:107
］。

一
九
八
五
年
に
G
5
政
府
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
で
円
高
に
着
手
し
た
。
多
く
の
日
本
企
業
は
、
生
産
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
た
め
に
、
東
南

ア
ジ
ア
に
生
産
拠
点
を
移
す
こ
と
で
対
応
し
て
き
て
い
る
。
日
本
企
業
は
、
ア
ジ
ア
地
域
に
日
本
の
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
し
た
［V

ogel,
2003:325

］。

日
本
の
開
発
主
義
国
家
モ
デ
ル
は
、
自
由
主
義
市
場
モ
デ
ル
に
変
容
し
た
の
か
、
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
結
論
か
ら
述
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べ
れ
ば
、
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
。
政
府
と
産
業
界
は
、
制
度
的
変
動
に
対
処
す
る
た
め
に
、
モ
デ
ル
が
も
つ
誘
因
と
強
制
要
素
に
条
件
づ
け
ら

れ
た
う
え
で
、
日
本
型
モ
デ
ル
を
調
整
し
た
の
で
あ
る
［V

ogel,2003:325

］。

（
５
）
荒
川
は
、
石
油
危
機
以
降
の
南
北
問
題
で
第
三
世
界
の
主
張
と
符
合
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
［
荒
川
、
一
九
七
七
］。
そ
れ
ら
は
、
①
一
次
産

品
の
価
格
安
定
あ
る
い
は
集
中
化
、
②
輸
出
所
得
補
償
、
③
天
然
資
源
の
恒
久
主
権
、
④
多
国
籍
企
業
の
規
制
、
⑤
途
上
国
の
工
業
化
促
進
、

で
あ
る
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
や
荒
川
の
論
述
は
、
大
筋
で
は
現
在
の
国
際
関
係
に
も
適
用
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
二
〇
世
紀
末
か
ら
二
一
世
紀
の

現
在
に
至
る
、
各
国
の
政
治
経
済
過
程
に
お
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
進
行
へ
の
反
動
と
と
も
に
、
こ
の
現
象
は
過
激
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
勃
興
で
現
在
、
世
界
中
に
現
わ
れ
て
い
る
［cf.The
Econom

ist,N
ov.18th-25th

2016:51-54

］。
そ
の
典
型
例
は
、
米
国
の
「
ト
ラ

ン
プ
現
象
」
で
あ
る
。

（
６
）
国
家
中
心
の
理
論
に
は
、
い
く
つ
か
の
疑
問
が
あ
る
。
①
国
家
は
真
に
自
律
的
に
社
会
か
ら
切
り
離
せ
る
の
か
？
②
ア
ジ
ェ
ン
ダ
・
セ
ッ
テ

イ
ン
グ
が
私
的
利
害
と
無
関
係
で
あ
る
こ
と
は
可
能
か
？
③
国
家
の
自
律
性
を
担
う
の
は
誰
か
、
担
い
手
は
社
会
と
の
つ
な
が
り
は
な
い
の

か
？
④
国
家
目
的
は
社
会
の
幸
福
、
有
用
性
、
有
益
を
独
自
で
判
断
で
き
る
の
か
？
⑤
国
益
と
は
何
か
？
そ
れ
は
私
益
と
区
別
可
能
か
？
誰
が

国
益
を
判
断
す
る
の
か
？
⑥
国
家
の
決
定
機
関
が
閉
鎖
的
に
な
り
が
ち
だ
が
、
国
際
相
互
依
存
関
係
の
中
で
他
国
の
調
整
を
い
か
に
実
行
で
き

る
か
？
⑦
ゼ
ロ
・
サ
ム
的
発
想
が
そ
も
そ
も
有
効
で
あ
る
の
か
？
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
疑
問
は
新
重
商
主
義
論
の
批
判
に
も
あ
て
は
ま
る
。
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の
事
例
研
究
―
」『
社
会
科
学
雑
誌
』
第
一
一
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巻
古
田
雅
雄
（
二
〇
一
八
）「
日
米
為
替
レ
ジ
ー
ム
か
ら
日
米
構
造
協
議
ま
で
の
政
治
経
済
過
程
の
研
究
―
」『
奈
良
法
学
会
雑
誌
』
第
三
〇
巻

宮
崎
義
一
（
一
九
六
七
）『
現
代
の
資
本
主
義
』
岩
波
書
店

森

佳
子
（
二
〇
〇
一
）『
米
国
通
商
戦
略
の
破
綻

強
い
ド
ル
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
』
東
洋
経
済
新
報
社

山
本
吉
宣
（
一
九
八
九
）『
国
際
的
相
互
依
存
』
東
京
大
学
出
版
会

リ
カ
ー
ズ
、
J.
藤
井
清
美
訳
（
二
〇
一
二
）『
通
貨
戦
争

崩
壊
へ
の
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
が
動
き
出
し
た
！
』
朝
日
新
聞
出
版
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